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海山の美しい自然に包まれ、緑ゆたかなわが今帰仁村には、国・県指定の文化

財が'7件もあり、埋蔵文化財もまた豊富で、これまで記録されている遺跡・貝塚

は村内各地に散在していますｏこれらの遺跡・貝塚は、海岸沿線近くに多く発見

され、先史時代の文化・生活様式を解明する貴重な資料を内蔵するものとして、

その存在価値は極めて大きいものがありますｏ

渡喜仁浜原貝塚もそのひとつで、一昨年哩月京都大学地学研究学生によって、

発見されたとの貝塚は、約20ｍのがけの谷間にあって、雨のたびに土砂が流出し、

現場保存がむつかしくなったので、時機を失しないうちに緊急発掘をする必要が

ありましたｏ

幸い、沖純県教育庁文化課の御指導により、国庫補助が受けられ、文化課職員

・県立博物館職員・沖縄国際大学考古学研究会会友・琉球大学考古学研究会会員

の方々が、村教育委員会とタイアップして発掘調査が行なわれることになりまし

たｏ

発掘団員は、第一次昭和5ﾕ年４月～５月、第二次同年８月の月間にわたり、村

中央公民館に泊りこみで、連日連夜との作業に専念されましたｏ地元の村教育委

員会文化財保存調査委員をはじめ、高校生・小中校生も発掘作業に協力してくれ

たし、村民一般の埋蔵文化財に対する関心は一段と深まってきました○

発掘された資料は、県立博物館で発掘団員に主って整理され、このような調査

結果が公表されることになりましたｏ

今後、資料の一部は村中央公民館に保存して、村内の他の諸文化財とともに、

広く住民一般の閲覧に供し、文化財に対する理解を深める資料にしたいと思いま

すｏ

おわりに、県教育庁文化課職員をはじめ、直接、発掘調査に従事された県立博

物館職員新田重清氏を中心とする団員の皆様に対し厚く御礼申しあげます○

今帰仁村教育委員会

教育長上間政春
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o・調査概要説明

A・展示会風景〔ユ976年８月４日，琉球新報〕Ｂ、Ｂ地区ａｓピット西壁層断面説明

【
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仁
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．
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ﾕ．本書は、文化庁の緊急調査補助費を受け、今帰仁村教育委員会が、ユ9'76年４月より．５月、同年８月

の二次に亙り発掘調査を行をった同村渡喜仁浜原貝塚の調査報告書である○

2．本書の内容は、第一次調査を中心に、一部考古資料については、第二次調査出土遺物をも含めて検

討を加えたものであるＣ

ｓ・本書では、調査中に出土した各種の遺物を、食料残津・土器・石器および石製品・貝製品・骨製品

に大別したｏそして、食料残津貝類遺存体（作図なし）・石器および石製品・貝製品・骨製品におい

ては、本文中の番号と図版、作図、挿表の番号は一致する○

4．設定グリッドの名称は、各地点ごとに相異するｏすなわち、Ｂ地区は南北方向に数字を、東西方向

にアルファベット小文字を配し、２ｍ間隔に、南側からユ。２．３．４．５、西側からａ。ｂ・ｃ。

．。ｅと桝目をつくったｏそして、それらが交叉する区間を、それぞれａユ・ａ２．．．グリッドと

呼称したｏそのうち、発掘を行なった部分は、おのおのﾕ.５ｍ四方である○なお、グリッドをピット

と表現した場合と、グリッドの南北方向、東西方向への連なりをトレンチと呼称した場合がある○

5．本書では、層位をアラビヤ数字で記したｏなお、Ｂ地区Ⅲ層については、それを細分し、各小層に

アルファベット小文字を付し、両者を併用した○

（例）黒褐色土層・・・Ⅱａ層

6．本書では、本文中に引用した文献を〔著者名，発表年次〕の形式で表現し、巻末の文献目録と対照

した○また、本文中で詳述できなかった分については、その箇所に〔注〕を付し､ｲ各章の末尾で述べ

たｏなお、食料残津を整理・執筆するにあたって、参考となった文献については、それが、多岐に亙

ったため割愛し、別に『綴じ込み』で注記した○

'7．本書で用いた時期区分は、高宮庚衛氏の説を基本としたｏ

８．本文中の出土遺物各論（第３～６章）においては、冒頭に、各出土遺物担当者の整理・執筆にあた

っての視点・方法等を添えたｏ

９・出土遺物のうち、食料残津の同定は、獣類遣存体を大城逸朗氏（県立博物館学芸員）・川島由次氏

硫大農学部助教授）に依頼したｏ魚類・貝類遺存体については、食料残津班が、出土遺物の中より

異種および異魚類骨格部と思われるものを抽出し、それを、吉野哲夫氏（琉大理工学部講師）・大城

逸朗氏に委ねたｏなお、不明貝種は、沖縄貝類標本館に展示してある現生種と比較することにより、

貝種を判定した○その判断は、当館の仲嶺俊子氏と食料残津班によるｏ

石器および石製品・土器の混和材の石質同定は、大城逸朗氏に依頼した○混和材の石質同定は、土

器班が、出土遺物を胎土分類したなかの典型的土器数片によるＯ

１ｃ、出土土器の作図については、器面調整痕の状態をよりよく示すために、若干の記号を用いたｏ

孤状の破線は「指圧痕」を、対をなす短線は「ヘラ撫で痕」を、数条の平行線のうち、その間隔の

狭いものは「ヘラ撫で』による「刷毛目痕」を、広いものは「貝殻条痕」を、それぞれ示す。また、方

向が、一定なまばらな短線は「ヘラ削り」による「擦痕」を示している○

ｕ、本書に掲載した空中写真は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の;30.000分のユ空中写真

－３－



同院発行の５０，０００分のユ

を複製したものであるｏ（承認番号）昭52沖複、第６号ｏ

ﾕj3．本書に掲載した地図〔第昆図〕は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行のＥ

地形図を複製したものである○（承認番号）昭52沖複、第23号。

ﾕ８．出土した遺物の注記は、次のように行なったｏ

遺跡名地区・グリッド名層位名深度

（例）ハマＢａ３．Ⅱq/１３０～「Ｂ地区ａｓグリッドⅡ層Ｏより20”」出土の意ｏ
必．出土した遺物・諸記録は、今帰仁村教育委員会と県立博物館に保管される○

執筆分担

(括弧内は現職）

－４－

大城逸朗（県立博物館学芸員自然系担当）

第ユ章のユ

新田重清（県立博物館学芸員考古学担当）

第１章の２，第２章のユ。２．４，第ワ章

興那覇朝則（琉球大学法文学部学生）

第３章のユー４．６．８

呉屋義勝（琉球大学法文学部学生）

第２章の３．４の一部，第３章の５．８，第'7章の一部

池原喜美江（沖緬県陸運協力会）

第３章の５

平良睦子（琉球大学法文学部学生）

第ユ章のＢの一部，第４章のユ

恩河尚（琉球大学法文学部学生）

第４章の２．４

家田淳一（琉球大学法文学部学生）

第４章のｓ

米田善治（琉球大学理工学部学生）

第５章

比嘉春美（県教育庁文化課嘱託）

第６章のユ

山田正（読谷村立歴史民俗資料館嘱託）

第６章の２

渡久地健（琉球大学法文学部学生）

第３章の'７

森：巌（琉球大学理工学部教授）

付章

玉城勝男（今帰仁村教育委員会社会教育主事）

地域と文化財
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第１章渡喜仁浜原貝塚の位置

ﾕ。地理的環境

貝塚のある今帰仁村宇渡喜仁は、本部半島の北東端に位置するｏここは、海抜so～4J０ｍの琉球石灰岩

からなる平坦な台地状地形をなし、台地の西側は、ほぼ南東一北西方向へ流向をもつ大井川で境され、

北および東側は海に面した垂直な崖になっているｏ

渡喜仁浜原貝塚は、との台地の北海岸に面した中央部からやや西側寄りの北緯2g4i25'､東経ユ2,,Ｐ

５６㎡に位置する。

台地の北海岸側は、Ｎ耐方向にのびた一連の垂直な崖をつくるが､貝塚は、やは胴方向に平行し

て生じた割れ目で、崖と崩落した巨大な岩塊の間にできたものであるｏとの崩落ブロックは、台地面と

約ワー８ｍの落差をなし、割れ目の幅は一様ではないが、広い所で約４ｍはある○

割れ目を充てんした堆積物は、褐色～茶褐色の細かい粘土や、時には周辺地層に由来する石灰質砂を

含む粘土からなり、琉球石灰岩の角操なども多数含まれる○なお、堆積層は、約so度北西方向に傾斜し

ており、堆積物は台地面から流し込まれて堆積した事を感じさせるｏとの崩落ブロックは、昇風状に立

ち広がり、貝塚立地の条件としては直接北風をさける事ができるなど適地のようである。また、この地

点からは右前方に古宇利島や沖縄本島の北部山地が手にとるように見渡せ、北西側のはるかかなたには

伊平屋・伊是名の島々が望見できるなどすばらしい景観のところでもある○

台地前面の海には、裾礁型のサンゴ礁がよく発達するが、ここでは干潮時に礁原となって干出する部

分はきわめて少ない○

地質については、貝塚のあるとの台地の南に古生代二畳紀の本部層が分布するｏ本部層は、暗灰色を

した綴密な結晶質石灰岩、粘板岩、砂岩や灰白色をしたチャートからなり、本部半島の主部を占め、石

灰岩からは二畳紀のフズリナ化石が発見されている〔HANZAWA,ユ935〕○

台地の北海岸では、渡喜仁浜原貝塚から北東側へ約200ｍ、北西側約900ｍのところに本部層のもの

と思われる露頭が点在しているｏ岩質は、主に暗灰色をした綴密堅固で変成した砂岩である○渡喜仁浜

原貝塚からは、一部加工された同質の砂岩が多数出土しており、おそらくこれらの地域が起源になって

いるものと思われるｏ

台地をつくっているところは、前述したが琉球石灰岩からなる○石灰岩は、約５ｍの厚さあり、黄白

色をした細粒の有孔虫殻砂をマトリックスとし、その中に、二枚貝や巻貝の化石を含むものであるｏそ

の比較的下部には、厚さ約ﾕ.5ｍでオパキュリナなどの大型有孔虫を密集した石灰岩が分布する○との大

型有孔虫密集部は、高安〔ﾕ976〕により琉球層群上部累層中のＡ部層とされたものであり､それより下位

は琉球層群下部累層の運天相に相当するものである○との地域における運天相は、厚さ約20ｍ以上あり、

主として黄白色の石灰質砂からなり上部へいくほど石灰岩化している○生痕化石が三層準ほど集中的に

発達しており、またカキ貝、ウニ、腕足類、巻貝が密集した部分もある○

台地面上には、約ﾕ.2ｍの厚さの赤褐色土壌が分布し、台地の基部付近では数カ所に湧水が確認されるｏ

との湧水は、石灰岩の割れ目などを通って砂質部に浸み出してきたものである。
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2．歴史的環境

Ａ・先史時代の歴史的展開

今帰仁村は、北部では実に遺跡の多いところであるｏこれは、原始・古代人が海の幸・山の幸に依存

していた採集経済段階から、現在の農耕社会に至るまで、人間が生活しやすい豊かな自然を擁していた

からであろう○特に海岸に面した石灰岩台地の縁辺は、貝塚集団の好適な生活の場所であったと考えら

れ、古い遺跡から新しい遺跡までの殆どが、この台地に集中して分布しているｏとの台地に人間が住み

つくようになったのは、沖繍貝塚時代前期の末葉あたりで、与那嶺遺跡下層文化、運天貝塚東側地点下

層文化、渡喜仁浜原貝塚第Ⅳ層の下層文化がこの時期に位置づけられようｏ

次に展開するのは中期の時期である○石灰岩台地で確認されている殆どの遺跡が、この時期に登場

しているｏ典型的な遺跡が現在発掘調査中の西長浜原遺跡であるｏこの他には、長根原遺跡、渡喜仁浜

原貝塚第Ⅳ層上部～第Ⅲ層、運天貝塚東側地点第Ⅱ層から第１層（上層）、与那嶺遺跡上層、古宇利原

Ｂ遺跡中層あたりが位置づけられようｏ

中期の特色として一般的に把握されていることは、①遺跡の立地が内陸の低平な台地か、丘陵を背に

した斜面に位置すること。②貝類・獣魚類などの食料残津が激減することｏ③石うすと擦石、ビラ形片

刃石斧が増加することｏ④土器の器型に丸底又は尖底を伴う壷型が登場することｏ⑤具志川市苦増原

遺跡〔注ユ〕では、多量にコナラ属の種子が炭化物として検出され、その他に､クスノキ科?･マメ科？の

種子も検出されているｏこれらの種子は、貯蔵穴や住居ｈｔ遺構から出土しているｏ⑥遺跡の範囲も広く、

住居杜もいくつか確認されていることである○

以上は、中期の現象的特徴を抽出したものであるが、具体的には各遺跡の立地、あるいは、その規模

によって様相が若干異なっている○例えば、遺跡の立地についても、海岸に面した台地の縁辺や砂丘に

立地することもあるｏ渡喜仁浜原貝塚や運天貝塚がそうであり、この場合後期の層が重複しているｏま

た食料残津が激減するという現象もみられないｏこの様相は、遺跡の立地の違いによる自然への適応の

差異か、発掘規模の問題か、包含される状況の問題か、食料残津の捨て場所の問題かに関連するとおも

われるが、今後検討されなければ左らない問題であろう○

ところで中期遺跡の構造的調査がようやく始まった段階で、その性格を規定することはできないが、

一応の作業仮説を立てることは許されるであろう○筆者は以前に、中期の内陸に分布する遺跡の経済様

相をとらえて、強化された採取経済ないしは原初農耕（根栽・木の実の半栽培段階）を想定した〔新田，

ﾕ969〕ことがあるｏ最近、具志川市地荒原Ｂ貝塚、苦増原遺跡、今帰仁村西長浜原遺跡の調査によって、

その性格が次第に明らかにされつつあることは注目すべきであろう。．すなわち、この時期になると定着

的・原始的村落共同体が形成され、一定の管理された食用植物が食料資源として供されていたのではな

かろうかと推定されうる様相をうかがわせるものがあるｏこのような経済様相を単なる採取段階の延長

線とみなすか、半栽培段階ととるか、原初的農耕（焼畑による雑穀の栽培も含めて）の登場とみなすか、

いろいろ論議されるところであるが、その性格の検討は今後の資料増加と、調査成果に期待することが

大きい○

中期に後続する後期の遺跡は、一般に海岸の低地か砂丘に進出して形成されるが、渡喜仁浜原貝塚や
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運天貝塚西北側地点の生うに中期と重複して、層序的に把握される場合があるｏとの時代の上限は弥生

前期～中期頃と思われ終末はＡ､、0世紀頃と思われるｏ大きく前半と後半に分けられ、前半は謹型尖底

土器、後半では蕊型クピレ平底土器が主体を占めているｏ文様からは有文から無文化の傾向へ進行し

ていく。石斧等は、激減・後退的様相を帯びているｏ童た貝製品、特に貝錘の増加が目立つｏ食料残津

も大型多肉質貝が顕著に出土し、海への積極的適応が行なわれたものと思われるｏそれとともに、散発

的ながら九州の弥生式土器が出土するｏその他貝札や開元通宝等が移入経路は明らかではないが、出土

するｏ周辺地域との文化交流が頻繁に行なわれた証左であろうｏ

仲尾次貝塚で、熔鉱炉らしき遺構と鉄津が報告されているｏこれは石斧の減少・後退化と無関係では

なさそうである。石器と併用した鉄器の沖縄における登場を示唆するものであろうｏまた、久米島ヤジ

ヤーガマ洞窟遺跡〔注.２〕では、後期後半の土器と共伴して炭化米、シャリンバイの種子が検出された○

これは、きわめて注目すぺきことであるｏとすれば､＄この様相は本土の弥生式土器とともに稲作を基盤

とした弥生文化の南漸も想定しうるものであろうか○しかし、本土の弥生文化は沖縄において定着しな

かったというのが定説である○

筆者は、かねてより後期の経済様相を、漁.携を中心とした単なる採取段階ではなく、中期の経済様相

の延長線上にありながら、本土弥生文化の影響を強くうけて徐女に農耕社会へと移行する過渡的段階で

はなかろうかと考えていた。一方、漁携においては「追い込み綱という技術の革新が行なわれ海への

適応が深化されていった時代ではないかと考えているｏ一般的に後期遺跡が砂丘や低地に多く分布する

のは、この海への積極的適応と後背地の利用という経済的様相を反映しているからであろうと思われる○

次に到来するグスク時代は、原始社会から古代社会へ移行する過渡的時期で、次第に農業が定着化し

ていく時代であるｏ初期においては、遺跡はフェンサグスク・具志頭グスク・具志川グスク等のように

海岸近くに立地する。しかし、次第に内陸の丘陵地へと移行している。これは、各共同体への鉄器の普

及による農業の進展によるものであろうｏ今帰仁村には、グスク時代の遺跡が数箇所確認されている。

しかし、その機能については調査がなされておらず確言しにくいが、村落としての機能を果したグスク

もあったであろう。農耕時代となると、鉄器の普及により、広大な島尻マージの石灰岩台地や国頭マー

ジは畑地として開発され、沖積低地は、水田として利用されたであろうと思われるｏこのような生産基

盤の卓越は、国頭における先進地域となり、その地理的位置や矩港、親泊という貿易港を擁することと

相まって北部における強力な政治集団（北山）が形成されていったと考えられる。

Ｂ・周辺遺跡の概観

貝塚時代の遺跡（第２図参照）

今帰仁村の貝塚時代の遺跡は、海岸に面した石灰岩台地の縁辺や海岸砂丘に立地する傾向にある○遺

跡の数は北部において、きわめて多いｏその主要な遺跡を編年上、古いほうから概観してみよう○

（a）運天貝塚群

前期後半から後期前半に及ぶ時代幅のある遺跡であるｏ運天の北方、古宇利島に対面する海岸崖下に、

東汲川の泉を中心として形成されるｏユ969年筆者が、浦添高校郷土研究クラブ員と試掘を行なっているｏ

－ユ２－



資料の一部は、すでに多和田真淳氏が発表している〔多和田他’ユ9だ〕ｏ

土器の分布は、泉を中心に崖上の台地、崖下の畑地及び海岸の防潮林近くまで広範囲に及ぶ○試掘は

東側のＡ地点であるｏとの下層の土器は、多和田真淳氏が「運天式土器」と命名した器型や文様で前期

的様相をとどめている土器である○中間の層は、大山式土器とカヤウチバンタ式土器、上層は、丸底を

伴う字座浜式へと展開している

西側及び砂丘地は、後期のアカジャンガー式土器やそれに続く無文婆型土器が出土するＯ

との遺跡は、西側の砂地が採砂により破壊されているが、前期から中期、中期から後期への文化変容

を知るうえでの貴重な遺跡である○

（b）古宇利原Ｂ遺跡

古宇利島で一番古い時期に位置する遺跡で、前期から後期までの貝塚である○

下層は、横捺文土器、中層は宇座浜式土器、上層はアカジャンガー式土器であるｏ

（c）西長浜原遺跡

与那嶺の西長浜原の平坦地に広がる約5000平方メートルの広大な遺跡であるｏ

前期後半から中期にかけての単一層をなしているようであるｏ

出土遺物のうち土器は、丸底または乳房状尖底を伴う婆型、又は壷型土器で中期の特徴を示してい

るものである。また、石うすが擦石を伴って出土している。遺構としては地山を掘り込んだ隅丸四方

形の竪穴住居土I上が３．４箇所、また、敷石住居杜も確認されている○との時期の原始共同体を解明する

手がかりになるものと期待されている〔西長浜原遺跡調査会，ユ9ワワ〕○

（d）仲宗根長根原遺跡

仲宗根部落の北方、沖綴リゾートステーションの展望台付近が遺跡である。前期終末から中期にまた

がる時期であるｏユ9ﾜ6年、渡喜仁浜原貝塚確認調査の際、博物館の大城逸朗氏、筆者らによって発見さ

れた○字座浜式土器や石うす等が採集された。遺物は、今帰仁村教育委員会．沖縄リゾートステーショ

ン・県立博物館が保管している。

（e）仏ン当貝塚

与那嶺部落の北方にある仏ン当洞窟の前面岩陰から広場へかけて形成された、中期から後期までの時

期の貝塚である。上層と下層に分けられ、下層は有文・無文とも著しい条痕が特徴であるという。上層

は厚手の赤褐色無文土器が主体のようであるｏ弥生式土器が出土している〔多和田他，ユ9075〕○遺跡の

立地や出土遺物の上で、注目すべき遺跡であり、学術調査の必要があると考えられる。

（f）与那嶺遣跡

与那嶺部落の東長浜に立地する中期から後期前半（補註・多和田氏編年）の遺跡であるｏ現在発掘調

査中の西長浜原遺跡とは隣接している○下層は字座浜式土器、カヤウチバンタ式土器が出土し、上層は

無文土器が主体のようである○
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（９）古宇利中原遺跡・兼次古島遺跡

中期から後期前半・後半（補註.多和田氏編年）の遺跡であるｏ

⑪仲尾次貝塚

与那嶺部落の東長浜と仲尾次部落の接点にある小湾状の海岸砂地に形成された後期後半の遺跡であるＯ

との遺跡では後期の土器に、山之口系弥生式土器が伴っている〔多和田他，ユ9γ５〕ｏまた貝塚のやや

中心に珊瑚礁屑をどをしきつめた楕円形の火の跡が確認され、多くの鉄津と軽石状物質が検出されたと

いう。多和田氏は熔鉱炉跡として報告しているｏ宅地造成により消滅してしまった○

（１）松当原貝塚

運天部落ｚ班、俗称汲川の集落の西側海岸砂丘に形成された後期の遺跡であるｏ大部分は採砂により

破壊されている○

（j）越地貝塚

ウンビ部落との境界に近い海岸の丘陵地に形成された後期の遺跡で、具志頭式土器を出土する○

グスク時代の遺跡~(第２図参照）

今帰仁村内では、グスク時代の遺跡が数箇所確認されているｏそれらの遺跡は、前述の貝塚時代に比

べ内陸部へ入る傾向にある○その主を遺跡を概観してみよう○

（a）平敷ウガン遺跡

古伊万里の破片が得られるが、全体的に腐植土が堆積している○

（b)ウンジョウヘイ遺跡

謝名部落の拝所であり、類須恵器・明代の青磁・染付・南中国の飴色陶器などが表採されている

〔多和田他，ユ9ﾜ５〕○

（c）内グスク遺跡

玉城部落にある○類須恵器・宋代の白磁・明代の青磁・染付・南中国の陶器・異質な砂を混和材とし

た土器等が採集されているｏ

（d）今帰仁城（グスク）
グスク

今帰仁城跡は、三山分立時代の「減」として知られるが、城内からは、フェンサ上層式土器や多量の

青磁が採集される○多和田氏は、城内の大隅洞窟内から、牛骨、木炭、ウマノアケマキを検出し、氏の

編年の晩期頃の住居杜ではなかろうかと報告しているｏ

o・想定される生活様相
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古代の漁携

今帰仁村の遺跡はその殆どが、前述したように海に面した平坦な石灰岩台地の先端部や、砂丘地に

みられ、これに沿うように干瀬がとりまいている。干瀬は、古宇利島前方から始まり、備瀬へと続く広

大な礁原で、大井川の河口付近や親泊の北方で切れている（第ユユ図参照)ｏとの切れ目の水路が、パー

（外海）とイノー（内側の海：礁湖）をつなぐ通路で、かっては漁船や山原船が航行していたｏ

原始・古代社会における漁携は、上記のイノー礁湖）で行なわれたと推定されるが、その漁携の形

態と漁具．生産時期等については、必ずしも明確ではない。これについて渡喜仁浜原貝塚出土の若干の

考古資料と、民俗資料・事例からみてみようｏ

渡喜仁浜原貝塚出土の魚類遺存体は、殆どがサンゴ礁域に棲息する魚類で、くら科。ぶだい科．そ
●●●

してふえふきだい科の一種（沖縄名タマン）である。他にジュゴンの遺存骨、クジラ類の遺存骨の製品

がみられたｏ

との捕獲法としては､本遺跡出土の貝錘･石錘？により網漁が想定されるｏまた破損品のため用途は断

じ難いが、残存部が「アグイ」の先端部に類似する骨製品も出土しているｏ
ナーガチ

民俗事例では、礁原での潮の干満を利用した「魚垣」や、宮古伊良部村佐和田の浜にみられる「干潟

に小石を積んでジョウゴ型の囲いをつくり、ひき潮時に沖に帰る魚を袋路に誘いこんですくいあげる」
●●●

〔沖縄タイムス，ユ9'７５，８．２ユ〕ガーツ（ガーツとは囲いの意で、この原始的漁獲法は「石網」とも称

される。）漁法があげられる。また最近では忘れられてしまったが今帰仁村の年中行事に、天底の「サ

ージヤーウェーヌ」。古宇利島の「サージャーウ」等がある。この行事には、追い込み網漁に関する

漁携儀礼が含まれている〔多和田他，ユ9'７５〕ｏところで、「サージヤーウェーヌ」及び「サージャ

ーウエー」の語源について、島袋源七氏は、「ササオイ」の転誰が「サージャーウエー」であるとし、

「古くはササムといわれ、今ではササ網又はササンナといわれる刺網の中に磯魚を追い込む漁法がササ

オイ」〔島袋，ユ94ﾜ〕であったと論証した。多和田氏も「追い込み網」を想定している。また天底の「

ウプユミ」の中に「ワラピミチ」を祈願する漁携神事がある。「ワラピとはワラヘ網のことで、ワラビ

ミチとは、ワラヘ網で磯魚を取る漁法に、その名前が由来する漁携儀礼であるという○磯魚追込網にセ

メンナ網というものが古くは、これをセマルともいった」〔島袋，ユ9野〕とされる○

その他、戦後まで行なわれていた今帰仁ハーリーは、大正の始め、遺跡近くの渡喜仁ウッパマ地先の

浅瀬に迷いこんだクジラを旧三月に捕獲したことに由来するともいわれている〔多和田他，ユ９７５〕ｏ

本遺跡出土の海獣類遺存体は、たまたま群れからはずれ迷いこんだものを､捕獲したものか、現在名護市
でみられる「イルカ狩り」のような、共同体による組織的捕獲によるものかは想定しがたいが、貝塚時

代に海棲獣類も捕獲していたことに間違いはなかろう○

また、突き話による捕獲も想定されるｏ

貝類は、潮間帯に棲息するものが多種にわたり、多量出土している（第３章参読）ｏその他春一初夏

にとれるウニの疎・殻も多量に出土した○

遺跡周辺の海岸は、現在でも「アオサ」・「モズク」が季節には大量にとれ、ウニも最近まで漁業組

合で、増殖に力を入れていたｏ

渡喜仁浜原貝塚集団も、豊富な海藻や貝・ウニ等を採集していたであろうと考えられる○

また漁携と並行して狩猟も行なわれており、本遺跡より獣骨・烏骨が出土しているｏ
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根栽・食料植物の採集

渡喜仁浜原貝塚集団と山とのかかわりは、どうであったろうか○

本遺跡からは具体的な手がかりとなる植物遺存体の出土は、きわめて少ない○これは、海産資源と比

較して、食料に供された後の残津がのこりにくい性質のためであろう○今回は、僅かながら何種類かの

炭化物が出ている。本遺跡Ⅲ。Ⅳ層に相当する具志川市苦増原遺跡からシイの実が出土し、去る三月に

発掘された久米島ヤジヤーガマ洞窟遺跡〔注２〕からは、後期後半の層からシャリンバイの実が多量検

出されたｏこれにより、食料資源としての木の実を採集していたことが考えられる○

他に考古学的に未だ検証されていないが、民俗資料として天底の「芋ナイ折目」（『琉球国由来記』

巻珂の供物にみられるチンヌクやタロイモ・ヤムイモ等の根栽等の登場も想定される。

食料残津の他に、道具の様相は当時の生産を反映していることが多い○石器では、石うすと擦石とを

伴っていることから、粉食が考えられる。

貝塚集団の生活様相

これまで民俗資料から生産活動の様相をみてみたが、考古学者で、かつ植物学者であられる多和田真

淳氏は、沖縄貝塚時代の生活様相を次のように想定された。長文ではあるが貝塚集団の生活様相を防悌

さ-せるものがあるので引用した○

「.………･･小さいながら集落（マキョという）が営まれ、男は共同で山へ猪狩（鉾と落し穴を用い、補

助役として柴犬がいた）に、海へ魚とりにゆき（網による追込み、話による魚突き、魚毒によるササ入

れくササは酒の女言葉＞が行われ、釣針は用いられなかった）、女子供は海辺で海藻、貝、小魚、湿地

でタニシやカワニナ、野原でカタツムリ、山野でシイの実。カシの実・テッポウユリ・キールンヤマノ

イモ。ヤマタイモ（野生のサトイモ）の芋類、フトモモ、ヤマモモ、シャリンバイ、ギイマ、アデク、

カキノキ科、テンニン科、コクテンギ、モクタチバナ科、ヤマヒハツ類、ヤプニッケイ、ホルトノキ科、

アカテツ、リュウキュウナガエサカキ、アダン等の果実、ピロウ、クロック、アダン等の葉芯、その他

野菜類をとり、集落の近くにダイジョ（マイモのこと、方言ヤマンム、ヤマン、ヤムン）とサトイモ（

陸芋、チンヌク、マーム）を栽培した○農具は、男達が使いふるした鉾の柄を短かく切って使った○こ

れを手鉾、テイピクといった。これが沖縄の天孫子時代（沖縄貝塚時代前期から中期の頃の時代○歴史

用語や考古学用語ではないｏ沖縄では、古い時代を総称した伝説的．概念的用語,筆者く新田＞補註）

で、まだ沖縄は天産拾得時代であり、農業も半栽培の状態であった○方言で「カメーユン」というのは

単に物を探すことではなくて、老若男女それぞれの能力に応じて、神や自分達の祖先の造り給うた土地

の左（生）りもの、海の寄りものを集めることであった。これは、共同体としての与えられた義務と責

任であった。」〔多和田他，ユ975〕・

注ﾕ．新田が、発掘責任者として、ユ976年９月ユ日からﾕ０月８日まで、緊急調査した遺跡○

注2．新田と、安里進氏を発掘責任者とする後期洞窟遺跡共同研究会により、調査された遺跡○

一ユワー



第２章渡喜仁浜原貝塚の調査経過

ﾕ.調査体制

調査主体今帰仁村教育委員会．

調査協賛沖縄県立博物館．琉球大学考古学研究会．

調査責任者新田重清（県立博物館学芸員）．

第一次発掘調査

発掘調査員中村恵（調査主任：沖縄国際大学考古学研究会会友）．

宮城利旭（沖国大考古研会友）．上原静（同）．比嘉春美（同）．池原喜美江（同）．

山田正．米田善治（琉大考古研会員）．呉屋義勝（同）．輿那覇朝則（同）．

恩河尚（同）．平良睦子（同）．鮫島伸（同）．中村ひで子（教員）．

発掘補助員玉城たつ（主婦：字兼次）．諸喜田なえ（同）．玉城かつみ（同）．新城美智子（同）。

大城ヨシ（同）．仲宗根なす子（主婦：字今泊）．仲尾次よし子（同）．

調査参加者大城逸朗（県立博物館学芸員）．

玉城鎮夫（村教委文化財保護委員会委員）．宮里博輝（同）。

総務玉城勝男（村教委社会教育主事）．島袋満（村教委）．

第二次発掘調査

発掘調査員米田善治（調査主任：琉球大学考古学研究会会員）．

安里進（伝統工芸館首里琉染）．

呉屋義勝（琉大考古研会員）。輿那覇朝則（同）．恩河尚（同）．平良睦子（同）．

家田淳一（同）．中村ひで子（教員）．

発掘補助員与那嶺修（北山高校生）．神谷隆也（同）．大城正光（同）．石川清和（同）．

平安山良弘（同）．玉城一（同）．山内徳子（同）．村上涼子（同）．内間明美（同）．

与那嶺理世（同）ず座間味靖（同）．

調査参加者大城逸朗（県立博物館学芸員）．

玉城鎮夫（村教委文化財保護委員会委員）．宮里博輝（同）．古波蔵政春（同）．

玉城三郎（同）．新城俊昭（同）．

総務玉城勝男（村教委社会教育主罰．

発掘調査は、第一次発掘調査を、ユ9'76年４月28日から５月ユ３日までのユ６日間､第二次発掘調査を、同

年８月３日から２８日までの魁日間に亙り実施したｏ第一次・二次発掘調査期間中の祝祭日・学校休暇時

には、上述の調査団以外にも多くの方女の協力を得ながら進められた○

また、調査の成果を広く一般に活用してもらうため、調査の都度、「大昔の今帰仁村」展、「浜原集

団の生活」展を催すとともに、「発掘ニュース」を配布した○
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2.調査にいたるまでの経過

ユ976年ユ月'7日、京都大学で古生物を研究している河村善也氏が、たまたま宇渡喜仁北方の石灰岩断

崖地帯を野外調査しているときに、本遺跡を発見、土器片と魚骨を採集して博物館にもたらされた○そ

れから数日後、調査団の一員である新田は県立博物館ｏ夫城逸朗学芸員（自然系担当）とともに、現地

を調査し、従来、知られていない新しい遺跡であることを確認した。表面調査で、沖繍貝塚時代中期か

ら後期におよぶ土器片が多量に検出され、擦石、石うす等も採集されたｏところが、遺跡の大部分は

崖上から落下するテッポウ水・排水のため崩壊し、危機にさらされていたｏ

遺跡の保存措置を講じるため、との状況を今帰仁村教育委員会に連絡し、２月９日、同教委の玉城勝

男社会教育主事を案内して、再度現地を調査したｏこのときの調査では、遺物包含層が前調査時より、

さらに崩れ落ちており、一部は海岸近くまで地すべりした状態で流失していた○梅雨の時期を前にして

地すべりした包含層だけでも緊急調査する必要があったｏ

との結果にもとずいて今帰仁村教育委員会は、記録保存を前提とした発掘調査を決定し、新田に発掘

調査の依嘱と、調査団の編成を要請したｏこれを受けて新田は前述の発掘調査員を組織、さらに村教委

の協力のもとに、渡喜仁浜原貝塚調査団を編成し、二次に亙る発掘調査を実施したｏ

なお、後日村教委の尽力と県教育庁文化課の計らいにより、本遺跡は、長く現地に保存されることに

なった○併せて記したい○

８.調査の目的および方法

前記の遺跡の現状からして、発掘調査はできるだけ早急に着手する必要があったｏそこで、調査団は

調査に関する諸準備を整えるとともに、本調査を有意義にするために以下の目的を設定した。

①本遺跡周辺には、従来知られている遺跡が８箇所（運天貝塚群＝４地点・松当原貝塚・大浜原貝

塚。渡喜仁原遺物静布地・長根原遺跡）ある。それらの遺跡および未見の遺跡も含めて、本

遺跡一帯を『遺跡群』として把え、総合調査することによって今帰仁地区の原始・古代社会の発展

様相を把握するｏ

＠数度の予備調査によって採集された土器片から、遺跡はおおよそ沖繍貝塚時代、前期後葉から後

期に亙る時代幅を持つことが判明した○そのことをかんがみて、出土土器片より前期から中期、中

期から後期にかけての型式学的把握を試みるｏ

④、と同じように、食料残津についても検討を行なうｏこの場合、中期層からの食料残津の検出お

よび後期における食料残津の量的変化と季節的変化を把握することが主題であった○

③本遺跡より表採された弥生系土器が、どの時期に移入され、それと共伴する土着土器型式は何かｏ

⑳中期・後期の上限、下限の絶対年代(ﾕ４ｏ年代)測定のために、それに相当する層位よりサンプル

を採集する○

以上の目的にもとずき第一次調査においては、遺物の出土位置を明確にし『遺物分布図』を作成する○

さらに、食料残津についてはランダム・サンプリングをおこなうことに主眼をおいたｏ

これらの計画にもとずいた調査の成果は、次のとおりである○
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、

4.調査の成果

、
、

渡喜仁浜原貝#家は、宇渡喜仁北方の海に面じた石灰岩台地の割れ目に形成され、上方の台地から流れ落
、
、

ちるテッポウ水・排水によ』,、割れ目に堆積し穴遺物包含層は浸食を受ける（図版．３－⑥）ｏそのた

めか、遺物は広範囲に散布している○そのうち、割れ目に堆積した遺物包含層の地表面はやや平坦状を

なすおよそ66平方ｍの区域である○しかし、この区域の西端部は前述の浸食を受け崩落しているので、

その部分を含めると約ユ65平方ｍの面積を占めることになる○との区域をＢ地区と呼称する○

かっては、Ｂ地区の西側部分を形成していた遺物包含層であったが、浸食のために、Ｂ地区北西側に

二次堆積した区域をＯ地区（図版．４－⑧）と称するｏまた、Ｏ地区の反対側、すなわち、Ｂ地区の平

坦地主り東側の傾斜面やその傾斜面と畑地の接する区域をＤ地区（図版．４－⑨）と称するｏさらに、

崖上の石灰岩台地の縁辺部をＡ地区（図版．３－⑤）としたｏそれらの詳細については、第８図を参照

してもらいたい○

Ａ、第一次発掘調査

第一次発掘調査は、Ｂ地区における層序把握とＯ地区における遺物収集を主目標に、さらにＡ地区に

おける居住地の有無について調査を行なったＣ

ａ、Ａ地区

概要本地区は、渡喜仁浜原貝塚集団の居住地と想定された場所であったので、Ｂ地区ｂトレンチの

延長線上に２箇所、東西におのおの１箇所の試掘溝を設けて調査したｏ各試掘溝の名称は、Ｂ地区ｂト

レンチの延長線上にあるものを、北側からａ試掘溝。ｄ試掘溝と命名し、その西側をｂ試掘溝、東側を

ｃ試掘溝と名付けたｏ

層相本地区の層位（第５図－２，図版．ワー⑮Dは、Ｉ層：腐植土層（表土層）、Ⅱ層：淡黒褐色

土層、Ⅲ層：黄褐色土層（地山）、石灰岩基盤の順をなし、すべて無遺物の自然層であったｏ

へｂ、Ｂ地区

概要本地区は、Ａ地区より約７～８ｍ下方に形成された遺物包含層を含む地区であるｏその西側は、

前述したように浸食が著しいが、東側の縁は、人為的に自然石を利用した石垣が積まれ、士崩れを防い

でいる（図版．４－⑦）ｏ石垣の高さはユ、内外であるが、その根石は包含層内に食い込んでいる○後

世、この平坦面の土崩れを防ぎ、畑地に利用するために築いたものか、あるいは、本遺跡と関連する遺

構であるのか判然としないｏ

また、西側の崩れた断面にあらわれた遺物包含層をみると、南から北側に傾斜し、最も厚いところで

地表面から約４ｍ内外確認された○しかし、割れ目にみられる堆積層（遺物包含層と無遺物層の総称）

は、北側の石灰岩崩落ブロックと南側の第三紀砂岩（琉球石灰岩下に形成）間のｖ字状の裂け目を補填

するように形成されているものと思われ、層は周縁部から中心部に向って傾斜しているものと推定され

た○ちょうど、残されたＢ地区部分の西端部がその中心部の最も厚い層を形成している部分と思われたｏ

調査は、Ｂ地区全面にグリッドを組んだ中より、ａｓ・ｃ２～ｃ４ビットにおいて行なった○しかし、

調査日程や調査員等の都合により、ｃトレンチは遺物包含層を完掘するには至らず、完掘したピットは

層序を把握するために設けたａｓピット（試掘溝）だけであった（図版．６－⑭参照)。

－２０－
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ａ３ピットａｓピットにあらわれた断面（第４図，図版.７－⑲、８）をみると、層位は大きく分けて

４層、細分すると８層に区分される。各層位は、一般的に東・西壁側においては南から北側に傾斜し、

南・北壁側においては東から西側に傾斜していることが確認された。各層位全般に亙って自然遺物と人

工遺物が検出された（第ユ表）が、その詳細については第３章から第６章で扱う。次に、東壁断面にあ

らわれた層序にもとづき各層位の層相を記述する。

Ｉ層：耕作土層で茶褐色を呈し、植物の根が繁茂する｡貝塚時代の遺物に現代製の鉄片やガラス片が

混入する。層の厚さは、２０～SOc77zでＢ地区全域に分布し、土の状態や混入物から畑として利用された

ことが追証された○

Ⅱ層：本ピットで確認された層のうち最も厚く、約ﾕ50”内外で細分して５枚の小層に分けられるｏ

しかし、後述するように遺物整理のうえでは４小層にまとめ、上部からⅡａ層。Ⅲｂ層。Ⅱｃ層。Ⅱ

ｄ層と称した。本層底面は摺鉢状を呈し、そのことから、本層はＢ地区全域の中心部をなす最も厚い

層であることが窺われたｏ

Ⅱａ層は黒褐色土層をなし、直径５～ワ”位の石灰岩藤が僅かに混入するｏ遺物の出士状況から本

小層の上部も撹乱を受けているものとおもわれるｏ層の厚さは、ほぼ一定して約5OC77z内外であるｏ

Ⅱｂ層はこぶし大の石灰岩操が主体をなす黄褐色混土喋層である。本層からは、自然遺物・人工遺

物ともに出土が目立ち、注目すべき人工遺物としては、弥生系土器の底部片上片とRosinl点(ﾕ２１）

が得られたｏ層の厚さは約30”内外である○

ⅡＣ層は約30”内外の厚みをもつ混貝土層

をなし、遺物の出土量は上記層位と比較して

多量になる○すなわち、自然遺物においては

非石灰岩の円喋．角傑と貝類。獣類．魚類遣

存体の出土が著しく、土器・石器等の人工遺

物も多岐に亙った。

なお、本層からは『ホラガイ：イノシシの

顎骨：アコヤガイまたはヤコウガイ製品」が

集合をなした状態で８箇所において検出され

た（第８図，図版ﾕＯ－⑳ﾘ。との遺物組成を

出土順に「第ユ号遺物組成」、「第２号遺物

組成」、「第３号遺物組成」と付する。第８

図からも窺われるように、ホラガイの殻口

部は北側（海）に、イノシシの顎骨の前端部

は南側（山）に向かい、その両者間に貝製品

が整然と配置されていたｏこれらの遺物組成

は、貝塚堆積時における偶然の遺物集合体で

あるか、それとも、人為的な配列であるかは

確証が得られず、今後の資料追加とともに検

討を要する問題である。なお、各遺物組成を

－２２－

第８図第ユ。２．３号遺物組成の出土略図

（ほぼユ×]７/2ｏ）
●Ｐ
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、、.

、
’、J

構 成する遺物は下記のとお』’であるｏ、
、

第ﾕ号遺物組成一ホラガイ：イノシシ(図版.ﾕﾕー 4）：ヤコウガイ製品(醜.g6-BのﾕO)。

第２号遺物組成一ホラガイ：イノシシ（図版ﾕﾕー 5.6）：アコヤガイ製品（図版配一Ａのユ）ｏ

第３号遺物組成一ホラガイ：イノシシ（図版]_ユーユ）：ヤコウガイ製品（図版ｐＳ６－Ｅの生）ｏ

Ⅱｄ層は、約ﾕOcwm内外のレンズ状石灰岩喋層と約40α"内外の混土貝層からなる。レンズ状石灰岩喋

層は、Ⅱｃ層と混士貝層の間に挟在し、両小層を貝類遺存体の含有程度で分かつ｡しかし、遺物整理

の上では混士貝層と-一括してⅢｄ層とした。なお、レンズ状石灰岩陳層について説明を要するときは

Ⅱ〔ｄ〕層として使いわけた。Ⅱｄ層全体の層相は、非石灰岩の円喋や角操を多く含み、食料残津の

量も多い。人工遺物は他のⅡ層小層と同じように、後期系土器が主体を占める。また、弥生系土器の

底部片ユ片がⅡｄ層下部より出土したｏしかし、そのことに比して、Ⅱ〔ｄ〕層。Ⅱｄ層下部におい

ては石灰岩藻が多く、人工遺物の量は少なかった。

Ⅲ層：淡黄褐色砂傑と石灰岩操が互層をなし、東壁断面においては、層は北側から中央部あたり

で急な立ち上りをみせ、層の厚さもﾜ5cwzで最も厚くなる。この層は、南側で大きな石灰岩塊によって

絶ち切られている○

Ⅳ層：本層は、かなり石灰岩操が混入し下部に至るほどその直径は大きくなる傾向を示す。そして、

・約ﾕOOa,Z内外の深度までは、一般的に淡黒褐色土をなし、南側の一部には黒褐色土もみられたｏしか

し、その深度より下部は､大きな石灰岩塊が埋まり､岩塊の問に淡黒褐色土が落ち込んでいた。この石

灰岩塊は、重量があり、とても人力では除去することができなかったので、これ以下の発掘は断念せ

ざるを得なかった。周囲の状況から察して、石灰岩塊下にも遺物包含層が続くことが推測される。

この結果、深度４ｍにおよぶＢ地区の堆積土は、５小層を含む４層に集約されることが確認された○そ

れはまた、第３章主り第６章で詳述されるように、Ⅱ層が沖縄貝塚時代後期、Ⅲ層が中期、Ⅳ層が前期

終末より中期に位置するｓ文化層として把握された。なお、それらの絶対年代（ﾕ4ｏ年代）測定のため

のサンプルも採取した○

－２４－

第２表渡喜仁浜原貝塚Ｂ地区ａｓピットの層相

〔遺物出土状況の欄中、◎は最多、○は多、△は少、＋は僅少の意〕

ﾐ、

層 位
厚さ

(”） 層 相
遺物出土状況

土器石器貝製品獣骨魚骨貝
備考 時期

Ｉ層：耕作土層 ２０～３０
撹乱層であるｏ

△＋無○○＋
鉄片・ガラス
片出土

Ⅱ
層

ａ：黒褐色土層

ｂ：戯褐色混土環層

ｃ：混貝土層

ｄ：
レンズ状石灰岩畷層

混土貝層

５０

so

so

ユ０

４０

上部は撹乱を呈すｏ
下部にいくほど炭化物・焼土増加Ｃｌ

△○無十 十 十

上部層との境面は明瞭ｏ
石灰岩喋の風化した喋層◎ ○△△△と亀十

１

本'｣､層より非石灰岩操(石材)増力lbl
下部層群との境面は不明瞭０ △ ＋○◎。○

石灰岩細喋の風化した喋層。
南・西壁に露出せず。

堆積土はｃ層と大差なし○
ペブルが多い◎

○’○○○◎。

Ｒｏｅｉｎ・弥生

系0土器出土

第ユーｓ号遺
物組成出土

Ｒｏｅユｎ・弥生
系土器出土

後

期

Ⅲ層：石灰岩操層 ４０
凹レンズ状を呈すｏ
東南隅に大きな石灰岩露見○ 無 △＋＋△△ 中期

Ⅳ層：淡黒褐色土層 ユＯＯ
上部層とは不規則面を呈す０
よくし戎り、下部は発掘不能ｏ |◎。◎。△◎ 前期～中期



－２５－

第３表渡喜仁浜原貝塚Ｂ地区ｃトレンチの層相

ＣトレンチＢ地区西端部侵食面およびａｓピットで確認された層群のＢ地区全域における平面的広が

りを観察する目的でｃ２・Ｃｓ。ｃ４ビットを設定し調査を行なったｏその結果、層位と遺物について

は、ｃ２ビットでⅡａ層を欠落することを除き、ａｓピットの範鴎を出るものでないことが把握されたｏ

しかし、２．８ビットのⅡｂ層上部において、一定の大きさの石灰岩操・非石灰岩操（石柚が、まと

まりをもって配され、その凹凸に砂喋や土で整地された『石列（図版.９，第６図）』が検出されたｏ

との『石列』はⅡｂ層上部を形成し、ｃ２ピットについては表土下30～S5c液深度の北側、Ｃｓピット

は東南隅で表土下40”深度、ピット中央部では表土下60～70”深度主り検出され、ゆるやかな傾斜をな

している○それは、本ピットを対角線状に区切った東南隅においてみられるｏとの『石列』を構成する

岩藤は先にも述べたように石灰岩藤・非石灰岩操のﾕO～20”の角喋が主であるが、その間隙には約３～

５c772内外の円形のべブルやＣｓピットで顕著なようにしやとがい・サラサバテイ・スイジガイ等の大型

多肉質貝の殻も点在するｏまた、『石列』の上面からは、Ⅱａ層やＣｓピットⅡｂ層の北西隅に比して

多量の土器片や貝類遺存体が検出されたほか、うみぎく科製貝錘がユ点出土した○

さらにＣ２ビットの南側より、上記の岩喋とは異なり大形の石灰岩塊が、まばらな状態で露出したｏ

しかし、これらの大形石灰岩塊上面には、遺物は殆どみられず、石灰岩の風化操が堆積していた。

ピノト

橘’
Ｃ４ Ｃ ｓ Ｃ２

深
度

Ｉ

ジ
／

Ⅱ
ａ
衛
Ⅱ
ｂ
閥

ｏ表面は腐植上を念し、その直下部に

ば‘ら５～６石ﾙﾊ<嵩喋か多牧ｃ

ｏ衣深度の土誕は枯質Ｏ固い黄褐色士

で下半部はﾉBr起り石灰岩嬢か多並。

o南西隅より黒掲色土露出０

ｏ南側に炭化物がｇＩｌｔｇ

全面的に炭化物か多世

ｏ南西隅にｚ２～ｓｏ石灰岩操か多姓。

土壌の色調か黄色化。

ｏ南西隅に炭化物が多此

ｏ南西隅に炭化物とともに焼土も多並□

北東.鴬でも炭化物が増加c，

南側中央部に貝だまり 。

o上調ＩＤ色調か変化し、北西隅・南西

隅において貝|鱒か繕出･

Ｏ炭化物・焼土・ｇ５～10の石灰岩鍵

の出土が著しい『弐一

南側中央部に風・土器だ蚤り 『
》

(発掘底線ノ

o近世の獣骨片・炭化物が出土す

る腐植土である○

ＯＬ､１'7まではガラス片・鉄片が出

土しＺ８～９の石灰岩嬢が多並』

ｏ南側は石灰岩塊で遺物は僅少、

北側は石灰岩懐と遺物が多Iito

ｏ石列が露出するｏ

(発掘底線）

注．数字の単位：〃

ｇ：直径

Ｌ：柴度

,を示す･



ｐ

これらの今回知り得た知見より、この『石列』を本遺跡と関連する人為的遺構と判断するには尚早で

あったので、今後の調査にその如何は委ねその上面の遺物と共に盛土をして調査を打ち切ったｏ

本トレンチにおける遺物の出土様相は第ワ図に示すとおりであるｏ

本挿図からも明らかなように、ｃ２ビットの遺物分布のありかたは、土器片・貝殻ともにピットの北

側とくに北西隅に集中する傾向を示すｏＣｓピットのそれは、断面分布図よりＩ層耕作土層からの出土

は少量でⅡａ層に至って増加する傾向にあり、またその平面分布は北西隅に集中していることが窺わ

れる○さらに、ｃ４ビットもＣｓピット同様、Ｉ層からの出土量は僅少でⅡａ層に至り増加する○これ

らの傾向は、本トレンチの北・南縁部に大形石灰岩塊が張り出し、Ⅱａ層底面が摺鉢状を呈一すると思わ

れることに由来すると推測されるｏまた、Ⅱａ層の出土土器をみるとｃｇピット北西隅を中心として楕

円状に後期系土器が集中し、その周辺部からは前・中期系土器が多量に出土した。貝殻の場合は、ｃ４

ビット出土分は僅少で小型の二枚貝や巻貝が目立った。獣骨・魚骨は比較的少ないが、数点を採集しえ

たｏなお、貝だまり２７･２８は、アラスジケマンガイ・イソハマグリを主とした小型二枚貝の集積である○

したがって、ｃトレンチの調査したⅡａ層内においては、Ｃｓピットの北西隅が本遺跡の南北方向の

主要部を形成しており、それから遠ざかるにつれて遺物の出土量は減少していくｏしかし、注目すべき

ことはｃ３ビットの北東隅・ｃ４ピットにおいて出土した土器の殆どが、前・中期系土器であるという

事実であるｏそのことはまたⅡｂ層のｃ３ビットについても把握されたＯ

ｃ．Ｏ地区

概要本地区は、遺物包含層が形成されているＢ地区の北西側の傾斜地で、海岸砂浜と接続するｏ

調査は、Ｂ地区より崩壊した遺物包含層が厚く堆積（二次堆積）していると思われる平坦地に、２ｍ

四方のグリッドを２ビット設定し、本地区全域の地表採集とともに、出土遺物の収集を行なったｏグリ

ッドは、南側からｋﾕ４．ｋﾕ5ビットとし、発掘は原則的に2OC77zごとに掘り下げていく方法をとったが、

マージ土と遺物包含層がサンドウィッチ状に挟在していたｏしかし、部分的には遺物包含層がまとまり

を示しているところもみられた○調査の結果、本地区の堆積層は、明らかにＢ地区の遺物包含層が崩落

し二次堆積したもので、遺物もＢ地区の範癖を出るものでないことが明らかにされたｏ

ｋｌ４ピット本ピット西壁断面図（第５図）をみると、各土塊は南から北側方向にかなりの傾斜をなし

ていることが窺える○発掘は、石灰岩操が堆積している深度まで掘り下げ、土器片ユ６５片、石器４個、

貝製品2個、食料残津(貝類を除く）２５個が検出されたｏなお、発掘底線より半腐植したススキが得られ

た○

ｋ１５ピット南壁断面（図版７－⑰）にみられる黄褐色無遺物土まで発掘し、土器片487個、石器13個、

骨製品ユ個､貝製t品迦個､食料残津（貝類を除く）ユ,024個が検出されたｏ

ｄ．Ｄ地区

概要本地区は、前述したようにＢ地区の東側傾斜面やその傾斜面と畑地の接する区域をさし、西側

はＯ地区と接続する○調査は、Ｂ地区より崩壊した遺物包含層あるいは純然たる遺物包含層の有無を確

認するためにユ箇所の試掘溝を設けて実施した。

層相約ユ、内外掘り下げたが､遺物を含む遺物包含層は認められず下方まで無遺物の海浜砂層が堆積

していた○

－２６－
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Ｂ・第二次調査

第二次調査は、Ｂ地区全面にグリッドを設定し（図版６－⑮I)、遺物と層位の関連、遺構の有無、植

物遺存体の検出など、いくつかの調査目標を設けて調査したが、調査員の不足と真夏の猛暑にはばまれ、

調査は順調にいかなかった○さらに、第一次調査で層序を確認したａｓピットの壁面が、暴風雨により

崩壊し、その露出作業を再度行なったが、この作業も意外と日数を要したｏ

以上のような理由で、予定した調査目標を達成することはできなかったｏしかし、新資料の追加と若

干の知見を得ることができたｏ以下はその予報的なものであるＣ

ａトレンチにおいては、先の第一次調査で発掘したａｓピットの壁面を露出し、再度、層位の検討と

確認を行ない、さらにａ４・ａ５ビットの調査を実施したｏまた、ｂトレンチにおいては、ｂ２．ｂ８．

ｂ４ビットについて調査を行なったｏｂ２ピットの層序は、Ⅱａ層は露呈せず、Ｉ層。Ⅱｂ層の順に把

握されたｏⅡｂ層以下は未発掘であるｏｂ３ピットのそれは、ａｓピットの層序と同様であったｏｂ４

ピットでは、Ｉ層の耕作土層を除去．すると、薄いマージの無遺物層が露出したｏとの無遺物層の直下には
Ⅱａ層の黒褐色土層が検出され、さらにその下より赤色土が露出したｏとの赤色土面と崩落した石灰岩

塊に接するあたりで、ユ箇所『焦土』が確認された。この赤色土は、ａｓピットにおいては確認できな

かった堆積土であり、また『焦土』を伴っている点より生活面の疑いがもたれ、その平面的広がりを追

求した○その結果、ａ４・ａ５ビットにおいても、赤色土は検出され、さらに『焦土』が一箇所確認さ

れたｏとの『焦土』近くの堆積土には全体的に人工遺物は少なく炭化物・焼土が多量に出土したｏ

との他ｂトレンチにおいて注目すべきことは、ｂ３ビットⅡ層から後期系の完形土器がユ個出土した

ことであるｏ

ｃトレンチのｃ２・Ｃｓ。ｃ４ビットは、先の第一次調査でⅡａ層まで発掘し埋め戻しされていたが、

との土を除去し、あらためて‘層位や露出面について観察を加え他ピットとの関連を追求したｏｃ２°Ｃ

４ビットⅡａ層の60～90c77z深度では、炭化物や焼土が散在的に検出される状況ではあったが、赤色土は

確認されず、ａ４．ａ５．ｂ４ビットの状況とは明らかに異なっていた。

ｄトレンチにおいては、ｄ２．．３ビットを調査しⅡａ層まで発掘したが、ｄ３ビット下部よりⅡｂ

層と赤色土が同一深度で露出したｏ地形が南から北方に傾斜し、層の接触面にあたるためこのような状

況を呈するのだろうかと推測されたＣ

ｅトレンチにおいては、ｅ３ビットのみを調査したが、Ｉ層。Ⅱａ層・赤色土の順に把握された○ま

た、とのトレンチの東壁側には人為的に積をれた『石積み』が確認されたが、本遺跡に伴う遺構であ

るか、十分に調査することができずに日程の都合で打ち切った。

いままで述べてきた赤色土については、まとまった広がりはみられず、散在している状態であったの

で、これが持ち込みによる人為的な士層であるのか、Ａ地区の崖上からの流れ込みによるものであるの

か、今回の調査では明らかに．することができなかった。これに関連して、先の第一次調査でｃ２・Ｃｓ

ピットにおいて露出した『石列』は、ｂ２・ｂ８．．２．．３ビットにおいても検出されたが、これも

遺構であるのか、崩落した自然石の状態であるのか判然としなかったｏ

第二次調査は、以上のような状況で、多くの究明すべき問題点を把握したが、諸事'情によって今後の

調査に託されたｏなお、第二次調査については整理不充分のため本報告では石器や貝製品のみ扱ったｏ

その欠は、後日別の機会で検討したいｏ

－３０－



ｏ・渡喜仁浜原貝塚の放射性炭素による絶対年代測定

第一次調査においてサンプル採集した絶対年代（ﾕ４ｃ年代）測定資料の結果は下記のとおりである。

Ｂ－ａＳピットⅡｃ層出土しやとがい科ｌﾕ30±'75ｙＢ.Ｐ(ﾕﾕOO±'75ｙＢ･P）

同ピットⅣ層ﾕ20～ﾕ50cw"深度出土しゃこがい科2980±'１ＣｙＢ.Ｐ(2900±65ｙＢ・P）

年代はﾕ４０の半減期5捌年Ｃｶｯｺ内はLibbyの値5568年）にもとづいて計算され、西暦ﾕ950年よりさ

かのぼる年数（yearBB・Ｐ．）として示されている。付記された年代誤差は、放射線計数の統計誤差

と、計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、’4ｏ年代がこの範囲に含ま

れる確率は約'7Ｗ6である○との範囲を２倍に拡げると確率は約95錫となるｏ

なお、測定は社団法人日本アイソトープ協会によるｏ

付記．資料の整理

資料の整理は、県立博物館で行なったｏその場合、調査中に出土した遺物は、食料残津・土器・石器

および石製品・貝製品・骨製品に大別し、発掘調査員でそれぞれの整理作業を分担したｏまた、調査中

に作成した写真・作図とその他の資料の整理は全調査員で行なったｏ

執筆は、上記の分担にもとづき、直接整理作業に携わった調査員が起稿したｏしかし、二・三の項目

（第３章の７、付章、地域と文化財）については、それを専門分野とする方々および関係者に依頼して

原稿を寄稿していただいたｏ

報告書全般については調査責任者である新田が総括・補訂した○したがって、執筆内容・資料掲示に

ついては各執筆者と新田がその責を負うものである。

出土遺物の整理分担

食料残津

獣類・魚類遺存体。。・・・・輿那覇朝則．鮫島伸．

貝類遺存体。。・・・・呉屋義勝．池原喜美江．比嘉春美．

土器。。・・・・中村属．平良睦子．恩河尚．

家田淳一．中村ひで子．

石器・石製品。。・・・・米田善治．上原静．宮城利旭．

貝製品。。・・・・比嘉春美．

骨製品。。・・・・山田正．

－３ユー
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第ユ表渡喜仁浜原貝塚出土遺物総集計表一第ユ次発掘調査出土遺物一

〔表中の数字は、上段に出土総数、下段に出土重量（グラム）を示した○〕
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第３章渡喜仁浜原貝塚の食料残津

渡喜仁浜原貝塚出土の食料残津の整理にあたっては、たんにその総目録と感覚的記述にとどまること

なく、貝塚集団の利用した生活資料の詳細と生産活動を具体的に把握できるようにこころがけたｏ

これには、食料残津としての獣類o魚類●貝類等の遺存体の数量的把握と、各遺存体間の組成把握を基
●●●

とし、種,6『の基礎的作業を必要とするｏすなわち、種の同定・個体数の算出・遺存体の体長計測および

復元。肉量の算出・捕獲技術や食料利用の仕方を推察させる破損形態の観察等の作業であるＯ

獣類遺存体中、イノシシの個体数算出は、顎骨の特徴をもっておこない、最多個体数・最少個体数で

示した。前者は多く見積った個体数であり、後者は少なく見積った個体数である○その方法は上5下およ

び右ｂ左顎骨の形状を比較したときに、それが他顎骨と明確に判別できるもの、あるいは、複数の顎骨

であっても一個体として判別できるものは一個体として算出しその総和で最少個体数を求めたｏまた、

その数値に不明瞭な顎骨数を加算することにより最多個体数を求めたｏ

魚類遺存体は、明確な個体数算出を行なうことができず、顎骨の全個数をもってそれを補ったｏまた、

体長の復元は、出土遺存体の特定部位の計測と現生種の同部位の計測との相関関係によって求めたｏぺ

ら科・ぶだい科は吉野哲夫氏、ふえふきだい科は食料残津班で行なったｏ

貝類遺存体は、出土殻のうち殻頂をもって一個体として数え､その総数を各層位の出土個体数としたｏ

殻頂が殻の成長過程において不明瞭あるいは脆弱なために同部を残存し難い貝種については、別に個体

数算出の規準（滑層部・殻口部等）を設けることによりそれを算出した○さらに、二枚貝類においては、

その右．左殻の選別をおこない、多いものを各層位のそれとした。また、貝殻の採取肉量としてのむき

身量を換算するための資料として、貝種別出土重量を求めた。破損形態については、他遺存体同様に細

かな観察と統計処理によって把握した○

なお､獣類.魚類遺存体の骨格部位の計測と貝類遺存体の体長計測にあたってはﾕ/１｡”目盛り副尺
付き滑動計（ノギス）で計測した○

さらに、渡喜仁浜原貝塚出土食料残津のなかで、大きな比重を占める魚類・貝類遺存体の棲息に関係

の深い水域環境の復元には特別な関心をはらい､上記の整理作業と並行して本遺跡周辺の海況調査（ﾕ9Ｗ

年ユ月４．５日）を実施した。その基礎資料（第ﾕﾕ図）と渡久地健氏の寄稿を基に、本遺跡形成時の水

域環境の一端が明らかになろう○

このような基礎的作業をつうじて、食料残津が貝塚集団の利用した生活資料の内容として、また、生

産活動の諸対象物として把握されると思う。その際、遺存体細目の生態学的知見と民俗学的知見（第ユ

章第２節参照）が参考となる。ここに、渡喜仁浜原貝塚調査における食料残津班の責は果たせよう○

なにぶんにも、整理に携わった班員に自然科学系の者がいないことから、論稿を進めるうえで不十分

な点があると思われるが、御了承願いたい。ついでながら、難解な語句（専門用語）の説明と上記の詳

細については綴じ込みを作成したので参照してもらいたいｏ

なお、渡喜仁浜原貝塚第一次．二次出土全遺存体の整理は、いまだ完了していないｏ従って、本稿に

おいては現段階に整理の終了したもの－獣・魚類遺存体は第一次調査分、貝類遺存体はその内Ｂ地区ａ

３ビット分一についてのみ報告したい○
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ﾕ．獣類遣存体

本遺跡出土獣類遣存体で同定を得られたのは、イノシシ・ケナガネズミの２種である○

Ａ、イノシシ

イノシシは本遺跡で獣類遺存体の主体を占めているｏイノシシの出土量および出土頻度（重量鉛）は

第ﾕO表に示したｏＢ－ａＳピットの出土頻度を層位別に検討すると、Ｉ層４．９妬、Ⅱ層54.8冊、Ⅲ層１６．６

冊、Ⅳ層28.6妬であり、Ⅱ層にイノシシの出土が多いｏⅡ層の中でもⅡｃ層が44.8鉛でもっとも多く出

土している○との高い比率はこの小層に、イノシシの顎骨がﾕo個も出土したためである○

ａ・イノシシの顎骨について

イノシシのそれぞれの顎骨について計測を行ない、その保存状態と出土状況をＢ－ａ８ピットを中心に

記述するｏ

混貝±層〔Ⅱｃ層〕

Ⅱｃ層には顎骨がﾕ0個出土し、そのうち対をなすものが３対あったｏ対をなすものの出土状況は、２

対のイノシシがホラガイと集合し、そのホラガイの殻口部の方向は北側（海側）に向い、イノシシの牙

の方向は南側（山側）に向かって出土していた。また、そのうちヤコウガイ製有孔製品と集合したのが、

第１号遺物組成（図版J-ユー４）の下顎骨であるｏとの下顎骨は下顎骨前端部と第２小前臼歯（財を欠

くだけであり、保存状態は良好であるｏ臼歯全体に摩滅が著しく、老獣であることが推定できるｏＰ２～

Ｍ３7.6ｍ２，Ｍ82.4C77zの数値を示し犬歯は残存するｏ

第２号遺物組成の顎骨は、図版ﾕﾕー ５の下顎骨であるｏ右下顎骨においてＰ２～Ｐ４、Ｍ１、左下顎骨

ではＰ２、Ｍ１の脱落がみられる○犬歯先端に破損が著しく、臼歯は丘陵歯を呈しており、成獣である
ことが推定できるＯＰＳ～Ｍ３'782C７７２，Ｍｓ２．５”であるｏ

図版ﾕﾕｰ６の下顎骨は対をなし、第２号遺物組成をなすｏこの顎骨は保存状態が非常に悪く発掘後の

接合によって対をなしていることが判明した○臼歯の摩滅は著しく、老獣であることが推定できるｏ

第３号遺物組成の顎骨は図版ユユーユの右下顎骨であるｏとの顎骨は第３大後臼歯（Ｍ３）が完全に萌出

せず、臼歯は丘陵歯を呈し、成獣であることが推定できるＯＰＳ～Ｍ８ⅧC溌、ＭＳ２Ｓ”である○

図版ﾕﾕー ２はＭ３がいまだ萌出せず、犬歯の先端が頭をのぞかせており、臼歯は丘陵歯を呈す○若獣
であることが推定できるＣＭユーＭ２３.OC77zの左下顎骨である○

図版ﾕﾕー ｇは臼歯の摩滅が著しく、老獣であることが推定できるＯＰＳ～Ｍ３６.ワC77Z、Ｍ３２．６C77Zであるｏ
残りのユ個は臼歯の丘陵が著しい上顎骨であるｏ

混土貝層〔Ⅱｄ層〕

Ⅱｄ層には顎骨が３個出土し、対をなす上顎骨がある○その２個は上顎骨と連結する頭部を欠くため

破損が著しい○Ｍ１の摩滅は顕著であるが、他はいまだ丘陵歯を呈し、成獣であることが推察できる○Ｍ１

～Ｍ３４.ワc77z、Ｍ３２．２”の上顎骨である○

残りの顎骨は臼歯が全部脱落し、破損が著しい下顎骨である○
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上記顎骨の臼歯の摩滅状態・大きさから、イノシシの個体数一すなわち、狩猟活動の結果として得ら

れた捕獲頭数を割り出した○個体数は最少個体数・最多個体数をもってあらわしたｏその方法は前述し

たとおりで、形状のはっきり区別できるものは最少個体数としてあらわし、形状を詳細に観察しないと

判別がつかない不明瞭なものは最多個体数であらわしたｏ結果は下表のとおりである○

第４表イノシシ顎骨の層位別出土状況

－３５－

顎骨の出土は全体で25個をかぞえ、最多個体数20、最少個体数ユヮであるｏＢ－ａ３ピットでは上記した

特徴により、最多個体数ﾕ6、最少個体数ﾕgが割り出せる○最少個体数についてみると、Ｂ－ａＳピットよ

り出土した顎骨は全体のﾜ6筋（個体数％）を占めている○さらに層位別に検討すると、Ⅱ層のⅡｃ層が

46妬でもっとも高く、他の層は平均的左値であるｏⅡ層出土の顎骨はＭ３の萌出していない個体を除けば、

他は成長したイノシシと思われるｏとの個体とⅣ層出土の幼獣を比較すると前者はＭ１下後方体厚ﾕ.6C7m2

石灰岩喋層上部〔Ⅲ層〕

石灰岩傑層上部から３個の顎骨が出土し、対をなす下顎骨があるｏ

図版Jユーワは対をなす下顎骨であり、両顎骨ともＭ２の前より折れているｏＭ１に摩滅が著しく、Ｍ３

はやや丘陵歯を呈し、犬歯の破損は顕著であるｏＭ２～Ｍ３４．３”、Ｍ３８．８”の下顎骨である○

図Ｎｊｕ－８はＭ３とそれを支える下顎体のみの出土でＭ３の丘陵が著しい顎骨である○

淡黒褐色土層〔Ⅳ層〕

Ⅳ層30～60”深度に３個の顎骨が出土しているｏ

図版Ｕ－９およびﾕOは上顎鼻部であるＯ９は門歯が残存し、ユOは門歯脱落で下方より火を受けた痕跡

がある○他のユ個は上顎骨でＭ２～Ｍ３が残存し、両臼歯とも著しい摩滅であるｏ

Ⅳ層60～90C77z深度には２個の顎骨が出土しているｏ

図版ﾕﾕーﾕ2は幼獣と判別のつく左~R顎骨でＰ４～Ｍ２が残存し、Ｍ２は完全な萌出状態ではないｏＭ１
下後方の体厚1.尾”、同体高1.8”であるｏⅡ層のもっとも保存状態の良好な顎骨（図版ﾕﾕー ４）は、

Mﾕ下後方体厚aO”､同体高5.5”で前者はこの顎骨の老倍の大きさである。
図版ﾕﾕｰﾕﾕは全臼歯の摩滅した老獣と推定できる右下顎骨である○
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同体高2.Ｗ７７２、後者は同体厚ﾕ.２”、同体高ﾕ.8”であるｏ両顎骨の差は体厚0.4”、体高0.9C7"近くも

あり、前者より後者が小さい個体であることがわかる（図版ｕ－２．呪を比較）。

顎骨以外の骨でⅡ層●Ⅲ層お主びⅣ層の骨の大きさを比較してみると、尺骨の最大幅でⅡｂ層出土（

図版J2-A-右ﾕ）のものが3.2”、Ⅲ層出土（図版眼一Ａ-右5)１．9”、Ⅳ層出土（図版]-2-Ａ-右6)ﾕ.８

”でもっとも小さいｏ肩甲骨でもⅣ層出土（図版ﾕ2-Ａ-左７下）に肩甲径0.9”の小さい骨が出土して

いるｏこのようにＢ－ａ３ピット下部では、Ⅱ層に比較して小なる骨が出土するｏとの点とⅣ層出土の幼

獣は、狩猟の面で大きな意味をもつものと思われる○

ｂ・骨の割れ方について

イノシシの顎骨のほかに、割れた長管骨がよく出土する。長管骨の一方の関節部が割れたものや両端

の関節部が割れたもの、あるいは長管骨が砕けた骨片など、ｇ形態の割れ方が認められた（図版ﾕ２－Ｂ)。

関節部を欠くものと骨片が多く、両端を欠くものは少なかった。図版ﾕ2-Ｂ‐ユの上腕骨について検討

すると、ユ２例中Ⅲ層出土のユ例を除いて他は上腕骨下部の関節部を完全に欠いている。これは骨髄摘

出のために破壊したものと思われる。しかも上腕骨にかぎってみると、破壊する部位もきまっているよ

うであるｏまた、本遺跡では完形で出土した頭骨はなく、脳髄摘出のためと思われる頭蓋の破壊がみら

れるｏしかし、頭蓋の破壊は捕獲のための打撃による破壊とも考えられるために、今後の資料追加、生

産用具の発見および解明をまって検討に付したい。

B・小動物について

本遺跡出土の小動物で種が判名したのが、ケナガネズミ（図版必一c-8）であるｏケナガネズミは子

猫ほどの大きさで、樹上生活をしているｏ現在、沖純本島北部山地に棲息し、今帰仁村には棲息してい

左い〔沖縄鳥類保護協会，ユ9'７５〕ｏこれは、Ｂ－ａ３ピットＩ層より左下顎骨の出土であるｏなお計測値

を付記しておく○単位”ｏ

全長３６．２、枝高ユ8.8、臼歯長ﾕ0.6，第ユ臼歯下体厚5.0、同下体高ユユ.Ｏ

他に種の判名しないネズミ類の顎骨２個がＢ－ｂ３ピット皿ａ層より出土している（図版ﾕ４－Ｃ－１Ｏ｡Ｕ)ｏ

また、Ｂ－ｄ２ピット表採では種不明の下顎骨があるｏ残存臼歯は犬の臼歯と異なり、猫の臼歯と著しく

類似する〔直良信夫，ユ9頬〕○表採であるうえ後世の遺物とも考えられるが、今後の資料検討が必要

な遺物である○全長説４，下顎骨突起～関節突起間長8.8、残存臼歯前下体高見ユ、同後下体高9.4、同

下体厚４．８，同臼歯長we（図版.辿一ｃ－９）ｏ

なお、後者のｓ資料は第二次発掘調査分である○

2．鳥類遣存体

本遺跡より出土した鳥骨は少ない○Ⅱｄ層、Ⅳ層60～90”、狸Ｏ～ﾕ50”深度、また、Ｂ地区表採のそ

れの地点よりユ個ずつ出土しているＯこれらの鳥類遺存体の種は不明であるｏ

－５６－



s・海獣類・甲殻類遣存体

海獣類遣存体はジュゴンが出土し、他にクジラの脊椎骨を利用した骨製品があるｏ

ジュゴンの骨は各層から出土しているｏ肋骨はほとんど図版ﾕ４－Ａ－５ｏ６のように割れており、完形

で出土したのはⅡｃ層の肋骨のみである（図版Ｊ４－Ａ－ﾕ）ｏⅡａ層の肋骨には鋭利なもので割ったと思

われる傷跡があった（図版ﾕ４－Ａ-4）。肋骨以外に肩甲骨、脊椎骨〔琉球大学風樹館の骨格標本と比較

したｏ〕、中手骨が得られたことは注目にあたいするｏ

甲殻類は未同定なためその種を知ることはできなかったが、カニにおかがに科の一種、わたりがに科

の一種、ウニにたがうに科のパイプウニとその一種がみられる○

肥虫類は陸ガメ・海ガメが出土しているが、その出土は非常に少ない。

4．魚類遣存体

本遺跡出土の魚類遺存体で種の同定を得られたものは４科ﾕ0種であるｏ他に、形態上区別できるもの

が６種類ある。これらの種名はいずれも不明であるが、はた科に属すると思われる顎骨の出土がある（

図版ﾕ３－２の。種を決定しえた魚類は下記のとおりである。（)は沖縄本島における種の俗称を示し、魚・

類の前番号は図版Ｊ３の番号と一致する○

ぶだい科

ユｏナガプダイ属ナガプダイ

８.ユ２イロブダイ属イロプダイ（アガチャー）

且プダイ属タイワンブダイ

６キツネプダイ属ヒプダイ（アガイ）

’７キツネプダイ属オジロプダイ

９.ﾕｓキツネブダイ属の一種（大部分はハケブダイ《アカー》と考えられる）

ぺら科

ユ４～ユワイラ属の一種（クサピベラ《イノーマクプ》か、シロクラベラ《マクブー》が考えられる）

ユ８キュウセン属ミツポシキュウセン

ふえふきだい科

22.超フエフキダイ属の一種（ハマフエフキ《タマン》が考えられる）

はり-ぜんぼん科

；30.59～６８ヒトズラハリセンポン

種が判明した魚類は、いずれもサンゴ礁域に棲息するものであるｏそのうちⅡ層出土のイロプダイは、

他のブダイよりも深みに棲み、漁携活動の面から注目される遺物であるｏ他遺跡ではシマシヤーマ貝塚

（沖縄貝塚時代後期）から出土している〔服部仁，ユ９７６〕ｏ

次にＢ_ａｓピットの層位別出土頻度（重量妬）を検討すると、Ｉ層ユ２．２錫、Ⅱ層６３.ユ易、Ⅲ層ﾕ．３％、

Ⅳ層２３．８筋である。Ⅲ層には魚骨の出土がほとんどなく、Ⅱ層にその出土頻度が著しいｏ出土した魚骨

の中で特に各科顎骨の出土状況に注意を払うと第５表のようになる○

一ｓワー
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下咽頭骨

右上咽頭骨|左上咽頭骨

第５表魚類遺存体における各魚科の層位別出土状況

－３８－

※Ⅱ層、Ⅳ層の各科別出土頻度は咽頭骨を除外したｏ

顎骨および咽頭骨は、全地区より295個得られ、そのうちＢ－ａ８ピットがユ52個で約半数を占めてい

る○咽頭骨を除外した顎骨の科別出土個数は、ふえふきだい科93個、くら科ａ個、ぶだい科44個でふえ

ふきだい科が多いｏさらに、Ｂ－ａ３ピットの層位別各魚科の出土個数を検討すると、Ⅱ層でそれぞれ２８

個、ユ6個、ユ2個、Ⅳ層では６個、ユ4個、６個出土した○くら科の出土個数はあまり変らないが、ふえふ

きだい科はⅡ層で著しく増加する○Ⅲ層においてはぶだい科ユ個と不明魚科ユ個のみの出土で各科の層

内遺物組成をみることができなかった○

次に、これらの顎骨、咽頭骨の性状と推定体長を記しておくｏぶだい科で種の判明しなかったキツネ

プダイ属の咽頭骨をみると、上歯根幅は3.2～６．４”で4.0～5.0”のものが多い○下歯板幅は５．３～ユユ.ユ

”のものであり、これらの推定体長はﾕ5～4o”である○種の判明したぶだい科の中でもっとも多いもの

がイロプダイの55～60”で、小さいものがj30～25C77zのオジロブダイであるｏまた第６表一Ｂによるとく

ら科イラ属の体長はﾕﾜ～“cﾌzであり、下咽頭骨の下歯板長はﾕ9～47”で３５～45mmのものが多い〔以上の

計測推定体長は吉野氏によるものである〕○ふえふきだい科で計測できたｂ長はユ6.0～５０．４”で86.0～

５９．８”のものが多かった○これらのｂ長をもつ顎骨は第７表一Ｂにより体長ﾕ8～’76”であり、もっと

も出土の多かったものの体長は50～5“"であるｏまた体長40～56C7mZまでの出土頻度は54.剛を占めている○

脊椎骨の椎径の計測結果は第８表のとおりである○第８表一Ａは本遺跡出土脊椎骨の椎径の大きさを

比較するために、現生種ハマフエフキ（タマン）の椎径を計測したものである○これによると体長ﾕ9c77m

で４～５”の椎径が多いことがわかるｏとの計測結果を基準にして第８表一Ｂを検討すると、ｃ－ｋﾕ５

ピットＮＥサブトレンチ（水洗選別による資料）では、４mm以下のものが５８．０％で多くﾕ9c77z以下の魚も

捕獲していたことがわかる○
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B-a3ピットⅡ層、Ⅳ層における顎骨の各科別出土頻度（個数粥）を比較したのが第９表である○

第９表各層位における魚類組成

そ
の
他

ふえふきだい科はⅣ

層で22.2妬を占める

が､Ⅱ層では4ﾖ5.9冊で

増加するｏぶだい科

はⅣ仙層額.２妬、Ⅱ層

19.Ｗ5と減少し、く

ら科においてはⅣ層

ａ､９妬、Ⅱ層26.2妬

で著しく減少するｏ

ここにⅣ層とⅡ層に

占める魚科の主体が

くら科からふえふき

だい科へと変化するｏ

各魚科の生態とふえ

、
‐
〕

魚類遣存体と漁樗活動

１
１
』

これは非常に重要な意味をもつものと思われるｏこのような変化を考察する前に、各魚科の生態とふえ

ふきだい科の体長についてふれておくｏ

ふえふきだい科のハマフエフキ（タマン）は岩礁の多い砂地を棲みかとするが、毎年５月ごろに、数

十c77zのものが群れをなして内湾にも入ってくる〔具志堅宗弘，ユg7B〕○体長復元で得られたふえふきだい

科の体長組成をみると40～56C流のものが54.3筋を占めているｏまた、ぶだい科はサンゴ礁の発達した所

に多く、まばらな群れをなすoくら科のイラ属はサンゴ礁域の砂地上にみられ、群れをなさない○

これらの生態学的知見から考察すれば、Ⅳ層のくら科からⅡ層のふえふきだい科の主体の変化は､群れ

をなさない魚科から群れをなす魚科の変化とみることができるｏこれはⅡ層とⅣ層の時期に漁携具の変化

があることを示唆するものであろうｏ本遺跡出土の漁携具を検討すると貝錘はⅡ層にﾕ４個、Ⅳ層にユ個

（貝錘の項参照）出土している○

以上のことから少なくともⅡ層の時期には貝錘を使用した網漁が行なわれていたことが推察できるＯ

しかも体長40～56c77Z級の魚群をねらった漁法であったと思われる○さらに漁を行なう場所は、出土した

魚類はリーフ内に棲息するものがほとんどであることにより、漁場の範囲はリーフ内に限られ外海での

出漁はほとんどなかったものと推定できるｏなお、ジュゴンの断片骨の出土は、リーフ内に入ってきた

ものを偶然的に捕獲したものであろう○

－３９－
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第８表貝塚出土脊椎骨の椎径計測および出土頻度
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5．貝類遣存体

渡喜仁浜原貝塚第一・二次調査において出土した全貝類遣存体の整理は、いまだ完了していないｏ従

って、本稿では現段階において整理の終了した第一次調査のＢ地区ａｓピット出土貝類遺存体について

のみ報告したい○その場合、貝製品あるいはそれと推測されるものについては除外した○

Ａ・貝塚の貝類

渡喜仁浜原貝塚Ｂ地区ａｓピット出土貝類は、第ﾕ6表おJにび図版ﾕ５．ユ6に示すようにＳ綱4'7科ﾕ4ｓ種

であるｏ斧足綱（二枚貝類）は、ユ9科62種が確認され、これらのうちには種名同定になお時間を要する

ものが６種含まれるｏまた、水深50～300ｍに棲息するベッコウガキ皿個体が出土している。腹足綱（

巻貝類）としては28科80種が確認されたｏそれらのうちには種名同定になお時間を要するものＳ種と、

微小貝のために食用不適と思われるもの４種一クンジャンケマイマイ。きせるがい科の一種・テリタマ

キピガイ．ヒメヨウバイが含まれる。さらに、前記ベッコウガキ同様に水深ﾕＯｍの砂地に棲息するスイ

ショウガイが８個体、同20～50ｍの岩場に棲息するハリサザエがｌ個体出土している○はたして、それ

らの出土貝類は、当該棲息地から潜水等の採取技術によって獲得されたものか、あるいは他の要件によ

るかは、今後の追加資料からの検討が必要であるｏ

他に、多板綱の殻が３個出土したが、科・種同定にはいたらなかった。

Ｂ，貝層の形成

Ⅱ層からⅣ層に亙る３枚の層およびⅡ層内の各小層に含まれる貝類は、組成（第１２表参照）のうえで

異なる傾向を示す。以下、おのおのの層について略述するが、文中の冊表示の総・毎は第ﾕ2表注.ユによ

ったＣ

ａ．Ⅱ層

Ｂ地区ａｓピット出土個体総数8,297個体のうち、本層からはその66.ユ妬に相当する2,ﾕ８２個体が得

られたｏ殻数・重量にして3,976殻-42,82]グラムをなし、その種別構成は３綱４３科１２ﾕ種であるｏ

黒褐色土層〔Ⅲａ層〕：出土貝類は、きわめて少なく僅かにﾕ02殻が出土し62個体を算出するのみであ

るｏまた、本小層の貝類組成は他のⅡ層小層と比較して陸産貝類が総ﾕ9.剛を示喜すなど著しい変化がみ

られる○しかし、この組成については、本小層出土の潮間帯岩場に棲むアマオブネの殻ﾕs個体中５個体

にヤドカリの宿貝の痕跡を残すことや、陸産.貝類に小型の殻を多く含むことは、当該貝類が本小層中に

自然的混入した結果、自然死したものと想定されること、あるいは出土絶対数の僅少さから貝塚集団の

貝採取活動によって生じた比率とは認めがたい○

黄褐色混土喋層〔Ⅱｂ層〕：４６３殻－６.ﾕ９５グラムを出土し242個体が算出されたｏそのうち、海産貝

類は20ユ個体（総83.0筋）を占め、内実は他のⅡｃ･ｄ層と比較して潮間帯の貝がユユ9個体（鰯59.2筋）

と少なく、それに反し潮間帯下の貝が多い（侮ユ8.9妬）傾向にある○また、河川の貝類も多産しているｏ

混貝土層〔Ⅱｃ層〕：１，Ol7殻一ユ0,8ﾕ9.5グラムを出土し562個体が算出された。アラスジケマンガイ

95個体・イソハマグＷｚ個体をはじめとして潮間帯砂地性貝類が、海産貝出土個体総数5ﾕﾕ個体のうち

凪2個体（４１．４％）ときわめて多く出土している○次いで同岩場性貝類がﾕ09個体（海２ﾕ.３筋）を出

－４６－



．２重量の数値末尾に付した〔.〕は、余数〔、５〕に相当するｏ

土し、これら潮間帯の貝類で②62.8粥を占めるｏまた、貝種別にみると前２種に加えてマガキガイ85個

体・アマオブネ'7]個体が多く出土し、これらの４種で本小層の総5耀霧を占めている○

レンズ状石灰岩喋層〔皿q〔ｄ刀層〕：468殻-4,6噸調.5グラムを出土し尾46個体が算出されたｏ本小層の

貝類組成は、Ⅱ層を上下に区分できる性格を帯びる。すなわち、海産貝類の占める比率が総)gﾕ.8妬と高

く、さらにⅡ層主りⅣ層に亙る貝類組成変化のうえからも、潮間帯砂地・潮間帯～潮間帯下岩場および

潮間帯総計の貝類が最小比率を、潮間帯岩場・潮間帯～潮間帯下砂地および潮間帯～潮間帯下総計の貝

類が最大比率を示すことによる○

－４ワー

i翁：出土個体総数に占める出土頻度例ｏ

侮：海産貝の出土個体総数に占める出土頻度06）ｏ

注.ユ個体数

重量’
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混土貝層〔Ⅱｄ層〕：本小層よりユ,926殻-20,0m.５グラムを出土し、1,0'1(O個体が算出されたｏその

貝類組成はⅡｃ層と類似するが、陸産貝類と河川の貝類は相反する様相をなすｏさらに、貝種別にみる

ときごく限られた貝種が多産する傾向はⅡＣ層より強く、イソハマグリユ８０個体・マガキガイユワｓ個体

の２種で本小層の顕.９錫を占めている。なお、本小層の上部と下部を区分するとき、貝類組成は異なる

様相を示した。すなわち、上部においては潮間帯砂地性貝類が348個体（上部中侮坐.”）・河川の貝

類が4弓4個体く同総5.ユ紛を占めるが、下部においてはそれぞれ5ﾕ個体（下部中急26.2妬）・４個体（

同総ﾕ.９筋）を占めることによる○上部出土貝類はユ.５３５殻一ユ6,3Ｗし５グラム、860個体、下部出土の

それは８９ﾕ殻－３凪４グラム、麺O個体であるｏ

ｂ、Ⅲ層〔石灰岩喋層〕

本層出土の貝類は、２綱2'7科８９種、256殻－１，８４８グラムを検出し、ユ理個体が算出された○そのう

ち陸産貝類が硯個体（総43.9冊）ときわめて高い比率を示すが、貝種はオキナワヤマタニシ・パンダナ

マイマイ・クンチヤンマイマイの３種に限られ、上記２種のみでその95.ユ妬を占める○また、海産貝類

は総50.8妬と小率だが、その内実はⅡ層からⅣ層に亙る貝類組成変化のうえから、潮間帯～潮間帯下砂

地・潮間帯下砂地および潮間帯～潮間帯下総計の貝類が最小比率を､(潮間帯～潮間帯下岩場)･潮間帯岩

場および潮間帯下総計の貝類が最大比率を示し、Ⅱ〔ｄ〕層と相関関係をなすｏ貝種別にみると、オキ

ナワヤマタニシ39個体・パンダナマイマイ20個体・イソハマグリユ5個体・チョウセンサザエ９個体が多

産した貝種であるｏ

なお、本層出土の貝類にもアマオプネの殻４個体中２個体・ニシキアマオブネの殻２個体中２個体・

イシダタミの殻ユ個体中ユ個体にヤドカリの宿貝の痕跡を残すことから、本層の貝類組成は貝塚集団の

貝採取の結果生じた比率とは些か様相を異にすると思われるｏこれら各貝種の出土個体数に比較してヤ

ドカリの宿貝した個体数の多寡は、それを示すＩ～Ⅱａ層。Ⅲ層において渡喜仁浜原貝塚集団が本遺跡

を放棄した結果、ヤドカリがその堆積土に自然的混入したことに起因すると考えられるｏその想定は、

調査団土器班の型式編年的位置づけとも一致する○

ｃ、Ⅳ層〔淡黒褐色土層〕

本層出土の貝類は、Ⅱ層より８４科少ない２綱8'7科97種を同定したｏその数量はユ,'7105殻一ユ5,089.5グ

ラム、８８８個体であるｏ海産貝類が594個体（患66.8筋）、陸産貝類がユ85個体（総j30.8筋）、河川の

貝類がﾕ08個体（総ﾕj3.恥）得られたが、前者の内実はイソハマグリ９６個体・イポウミニナ90個体・リ

ュウキュウマスオガイ52個体・ウミニナ48個体をはじめ潮間帯砂地性貝類が345個体（侮58.0粥）も出

土し、同岩場性貝類を含めると侮『わ.O妬であるｏまた、キクザルガイ45個体を含め潮間帯～潮間帯下お

よび潮間帯下岩場性貝類もユoユ個体と比較的多産の傾向にある○

本層の深度別状況は、Ｏ～ｓｏ”が５ﾕO殻－４，５９９グラム・２４８個体、ｇｏ～60”が３７４殻-2,6#３８グラ

ム。２０ユ個体、６０～90”が40ワ殻-4,264.5グラム・Ｚ２５個体、９０～ユ20”が850殻-3,万68.5グラム･;306

個体、ユ２０～ユ50”が64殻－８３４．５グラム・生4個体である（なお、各深度の個体数の総和とⅣ層出土個

体総数は個体数算出の層位別方法より一致しない）ｏ各深度別については貝類組成の変化はみられなか

った○
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第13表一①うみに左・かわにを科の

破損形態別出土殻数表

第13表一②アマオプネ・イシダタミの

破損形態別出土殻数表
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貝種 層

位 貝≦|震
個体

総数I類Ⅱ類複合

マト・モチウミニナ Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ

アマオプネ Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
計
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
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１
０
０
１
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０
１
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ワ
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１
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０

１

０ ユ

ｏ・貝類遺存体の特徴

（文中、貝殻各部位の計測値は”で現わすｏ）

ａ・小型巻貝類

本遺跡出土のかわに友・うみにな科の破損には、一般的特徴として二形態が認められる○すなわち、

殻の殻口部全体を欠落するものもあるが、多くは殻口外唇部を破砕あるいは穿孔したもの：Ｉ類（図版．

ｍｌ－２－Ｂ。Ｄ）と、殻頂部を不規則に欠落したもの：Ⅱ類（図版．ユワー２Ａ・０．，．m）である○こ

れら破損形態相互の関連と貝種との関係は、第ﾕg表一①からも明らかなように殻の厚いマドモチウミニ

ナ・オオヘナタリにはＩ類のみが、その他殻の脆弱な貝科種には１．Ⅱ類の複合形態が、多くみられるｏ

このことは、当初Ｉ類処理に主って前列記貝種のむき身を抜き取り、取れないものについては、殻頂部

を折り取ること(Ⅱ類処理)によってむき身を吸い出したことを示す例であろうｏ

あまおぶねがい科・イシダタミは、完全殻を保つものが多いｏしかし、それに比較して出土比率は小

さいながらも特徴的な破損形態がみいだせるｏその破損形態と出土状況（第ﾕs表一②）を以下に示すｏ

Ｉ類：完形殻であるが、殻口内のキバ状突起と滑層部を摩滅するものｏ

Ⅱ類：殻頂部、あるいはそれの近接部を欠損するもの○

Ⅲ類：殻口外唇部、あるいは殻口滑層部に剥離痕を有するものｏ

３６ ５
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１
１
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０

１
１
１

７
０
１
９
０
０
０
０
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カユわに左科

イシダタミ

寺
、ウ ナ

イポウミニナ

５ｓユ８２０１９２６ユ８

６８２２６２計隠
総計総

注．層位内出土の殻口滑層部を出土個体総数とした○

－４９－

５５

ユ５９

Ｚ９８

※破損形態の項の表示数値内において、Ｉ

類と他類が複合した殻数を示すｏ
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ｂ・二枚貝類

Ｂ地区ａｓピット出土の二枚貝類の殻には、むき身を取り出すため、こじあけることによって生じた

と推察される剥離痕および殻内部に挟り痕を有するものが、ほとんどの貝種に認められる○

シレナシジミ：本種は、他の二枚貝類と様相を異にし、殻の破損が著しくⅡ～Ⅳ層出土殻数899殻のう

ち245例が殻の一部を破損して出土した。また、完形殻も同じく、むき身を取り出すために生じたと思

われる剥離痕を有するものが多い（同ユ54殻中69例が相当する）ｏちなみに、その破損形態と出土状況

（第ﾕ3表一⑧）は、以下のとおりであるｏ

，類：完形殻であるが、殻周縁の一部に一箇所ないし数箇所の剥離痕を有するものｏ剥離痕は、

後縁部に多い○

Ⅱ類：殻の一部のみを残すも

のｏとの類は、さらに

一狭④三種に区分される○

イ．腹縁部のみを欠損する

もの○

ロ．殻頂部と背縁部のみを

残し、他は欠損するも

のｏ

ハ．殻頂部、背縁部、腹縁

部のいずれか一部のみ

を残すものｏ

破損形態I類（図版｡ユワー４）と体

長組成との関係は、Ⅱ層出土の体長

計測総数ﾕ０８殻中40例がその類に相

当するが、それらは殻長60.0、殻幅

ﾕ4.0×２以上の殻に．多く（４０例中２７

例）認められるｏⅣ層出土殻につい

ては、体長と関係なく計測総数３９殻

第13表一③シレナシジミの破損形態別出土殻数表
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殻
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Ｉ類｜Ⅱｲ類Ⅱロ類Ⅱﾊ類小計

層

Ｉ類｜Ⅱイ類Ⅱロ類Ⅱハ類小計位
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４－３

０－４

ユーユ

＆２

ユ２－ユ０

０
０
３
１
１

－
一
一
一
一
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ｐ
Ｏ
１
２
１
２

ユー４

’７－９

エ５－９

ユーユ

ユユー９

３５－３２

４
２
６
３
２

１
１
１

－
一
一
一
一

２
２
ワ
８
９

１
１
１

Ｉ類はヤドカリが宿貝することによって生じた痕跡であり、Ⅱ・Ⅲ類はむき身を抜き取るための処理痕

隻であろう。また、Ｉ類殻にはⅡ・Ⅲ類の破損形態も伴うことから、ヤドカリも食用に供されたと思わ

れる。しかし、Ｉ層出土殻については、その出土個体総数に比較してＩ類殻の多いことから、Ｉ層堆積

土にヤドカリが自然的混入した結果、その層位内で自然死したものとして考えたいｏⅡａ層およびⅢ層

についても、前述したようにその方向からの想定が必要であるｏ

なお、かわにな。うみにな科の破損形態Ｉ類と同じく、殻口外唇部に穿孔されたものが陸産貝類にも

認められた（図版．ユワーＳ）ｏⅡ層出土殻５例。Ⅳ層出土殻]L6例が、それに相当するｏまた、アマオプ

ネ・イシダタミの破損形態は、ニシキアマオプネ・ヒラマキアマオプネ。イシダタミアマオプネ等の他

小型巻貝類にも確認された○

:|；
ユー４０．－００－６ユーユＯ

（不明４）（不明４）

６
５
１
６
０２

－
一
一
一
一

６
９
２
５
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Ⅲ層 ３

Ⅳ層 ユ２－３４ユー２８５－４６４８－８２ ４３

注・表示数値は、左項に左殻、右項に右殻の殻数を示すｏ
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中ﾕ8例が相当するｏまた、出土殻のうち殻に火傷を受けて生じたと思われるねずみ色に変色した殻が、

Ⅱｄ層からユ例得られたｏ他種例は、アラスジケマンガイが、Ⅲ〔ｄ〕層にユ例、Ｅｄ層に１例、イソ

ハマグリがⅢ層下部にユ例であるｏ

なお、シレナシジミの破片殻の多いさは、何か特別な利用（保存食等）のために、採取した本貝種を

石器等で叩き割り生のむき身を取り出したことに由来すると思われる○

イソハマグリ：剥離痕を有する殻（図版。ユワー５Ａ）は、Ⅱ。Ⅲ。Ⅳ層共に右・左殻ほぼ同数の比率で

出土したｏ剥離痕の部分は一定していないが、腹縁部に多い傾向にあるｏ本種の体長組成は、第ﾕ4表一

ユに示す○Ⅱ層出土殻中、殻高ユユ.5が最小を、同高25.ｓが最大体長をなすｏⅣ層出土殻については、そ

れぞね１．０，２４．８であるｏ

スダレハマグリ：Ⅱ層出土の殻は、殻高ユ9.跡最小を、同高４０.称最大体長をなし、多くは同高38.0～

３９．０（計測総数29殻中20例が相当する）であるｏまた、この体長分布とは関係なく、剥離痕と扶り痕を

有するもの（図版.ユ'７－５，）がﾕ4例確認されたｏその傷は、すべて後緑部にあるｏⅣ層出土殻は、計

測総数４殻中Ｓ例が同高42.0台の大形殻であったｏ

ヒメアサリ．アラスジケマンガイ：両貝種共に、Ⅱ層出土殻の体長組成は、Ⅳ層出土のそれより小さく

なる傾向を示す（第ﾕ4表－２，第ﾕ5表－８）ｏまた、こじあけによる剥離痕は、ヒメアサリの場合、Ⅱ

層出土殻数ﾕ59殻中54例に、Ⅳ層出土殻数ｓO殻中７例に認められたｏその傷は、後縁部にもっとも多いｏ

アラスジケマンガイについても同様（図版。ユワー５Ｂ）であるＯ

ヌノメガイ：Ⅱ層出土殻数25殻中、完形殻は僅かに９殻であり、そのうち、こじあけによる剥離痕を有

するものが５例出土している○その体長分布は、殻高25.2が最小を、同高66.2が最大体長をなし、多く

の殻は同高50.0～58.0であるｏその破損傾向は、アラヌノメガイ・オオヌノメガイについても同様であるｏ

ダテオキシジミガイ：本貝種は、Ⅳ層のみから出土し、殻高28.5,殻長29.ﾜが最小を、同高46.4、同長

46.ｓが最大体長に相当する○出土殻数20殻中６例に、こじあけによる剥離痕．挟り痕（図版。ユワー５Ｅ）

を有するｏ

リュウキュウマスオガイ：上記種と同じく、こじあけによる傷を有するが、その判別は本殻の周縁部が

脆弱なために困難であるｏ

ヒメジャコガイ：本貝種は、前列記種とは異なり、採取時に欠損したと推定される傷（図版。］－７－８）

が前背縁部あるいは後背縁部に認められるｏそれは、Ⅱ層出土殻数９殻中Ｓ例（すべて右殻である）が

相当する。また、ヒレジャコガイにも同様な破損形態がみられたｏなお、シャコガイ科総種を比較する

とき、完形殻にくらべて破片殻がきわめて多かった。これも、シレナシジミと同じく、何か特別な利用

の仕方があったのではないかと思われるｏ

キクザルガイ．うみぎく科各種：本貝類の殻周縁には、剥離痕および扶り痕をとどめるもの（図版。ユワ

ーヮ）が認められる。しかし、その傷が、採取時によるものか、それとも調理時によるものかは即断し

難い〔すなわち、昨今における本貝類の採取方法が、満潮時の殻の開く際を見計らって、殻をこじあけ

ることによる、とされるからである，今帰仁村にて聴取〕○

キクザルガイのそれ（図版。ユワーワＡ）は、Ⅱ層出土殻数ﾕﾕ殻中９例、Ⅳ層出土殻数７９殻中３６例が相

当し、傷はもっとも後背縁部に多いｏ

うみぎく科の場合（図版。ユワーワＢ）は、Ⅱ層出土殻数ｓﾕ殻中５例、Ⅳ層出土殻数28殻中ユ例が相当

－５ユー



し、傷はもっとも前背緑部に多いｏまた、本貝科も破片殻が多く（Ⅲ層、殻、Ⅳ層ﾕ5殻）出土したｏ

アコヤガイ：本貝種は、殻自体が脆弱なために、発掘・整理ミスにエる破損殻が目立ち、実際の出土状

況の把握が困難である○試みに、現在（整理作業終了時）の完形殻として、Ⅱ層出土殻数m8殻中55殻

が、Ⅳ層出土殻数ﾕO殻中４殻が相当するｏその体長組成は、Ⅱ層出土殻の場合、鮫線長ﾕ5.5が最小を、

同長59.9が最大体長をなし、多くの殻は同長ﾕ'7f5～23.5（計測総数７５殻中坐例が相当する）であるｏⅣ

層出土殻のそれは、同長ﾕ8.ｓが最小をなし、多くの殻がﾕ00.0以上（計測総数８殻中５例が相当する）

であったｏ

ソメワケグリガイ：Ⅱ層出土の殻は、殻高ﾕ9.2が最小を、同高42.'7が最大体長をなし、その詳細な組成

は第ﾕ4表一生に示･すｏまた、本層から剥離痕を有する殻（図版．ユワー５０）が80例出土したが、その多

くは同高31.O～５８．０（計測数26例中ﾕ8例が相当する）の大形殻であったｏその傷は、右．左殻ほぼ同数

の比率で出土し、もっとも後背縁側に多い○また、Ⅳ層出土殻は、同高28.9が最小を、同高39.4が最大

体長をなし、最小体長殻を除き他はすべて同高30.0以上であるｏ

リュウキュウザルボウガイ：渡喜仁浜原貝塚出土の本貝種は、現生のものと比較してやや様相を異にす

るｏすなわち、本遺跡出土の殻は現生のそれより殻自体も厚く、よくふくらみ、後縁が伸びるという特

徴を有しているｏⅡ層出土の完形殻それぞれの殻高一殻長は、５２.ユー68.2,66.2-82.4,52.4-6ﾕ.O､

5ﾜ.5-80.4,59.9-8ﾕ.５（以上右殻）、62.0-84.ワ（左殻）であるｏまた、Ⅳ層出土殻のそれは、48.0

.-55.3,52.'7-66.2,56.0-ﾜ2.ﾜ、５６.ユー6'7L２，６０．９－Ｗ､４（以上右殻）、60.8-”６（左殻で左記の

殻と同一個体）である。今後の精査が必要とされるｏ

カワラガイ・リュウキュウザルガイ：両貝種ともに、Ⅱ層のみから出土したｏカワラガイの体長分布は、

殻高80.7が最小を、同高55.0が最大体長をなし、多くの殻は80.0台(計測総数ﾕﾕ殻中ワ例が相当する）で

あるｏリュウキュウザルガイのそれは、同高35.6が最小を、同高50.ﾜが最大体長をなし、多くは40.0台

（計測総数ｕ殻中７例が相当する）である。

ｃ・大型巻貝類

との類に属するものは、破損形態の顕著をものが多い○すなわち、クモガイ・スイジガイは、完形殻

を残すものがユ例のみ出土し、他は体層部に穿孔されたものと、４本の突起部分を残すものである○た

からがい科の各種もそれと同じように、ハナマルユキとハナピラダカラに２例の完形殻を残すのみで、

他はすべて伊波貝塚例〔大山，ユ9霧．Ｐ坐〕と同じく、殻の背面部を欠損する。また、ホラガイは、体

層部に穿孔がなされたものと殻頂部のみを残すものが比較的多い。

サラサバテイ：本種は、貝塚中より'78殻出土し、そのうち独自の破損形態から分類できる殻力ｗ例を数

えるｏそのうちわけは貝殻の体層部に穿孔がなされたもの（図版．ユ６－ユＡ）：Ｉ類と、殻底の周縁一

部分を欠損するもの（同図版ニユＢ）：Ⅱ類、および殻頂部を欠損するもの（同図版｡－ユＡ、Ｂ）：Ⅲ

類であるｏ他に、同図版一ユＯのように殻口外唇部に穿孔されたものが認められるｏＩ層出土のユ例の

他はすべてⅡ層から出土し、そこからＩ類ユ例、Ⅱ類ﾕﾉ3例、Ⅲ類月例が得られたｏなお、Ｉ類は伊波貝

塚〔大山，ユ9233．Ｐ坐〕に類例品がみられるｏ

チョウセンサザエ：本種は、破損形態が特徴的で、体層部分に穿孔が認められるものと、殻頂部のみを

残すものの二形態に区分できるｏ両形態共にⅡ。Ⅲ層のみ出土し、前者はⅡ層に２例、後者はⅡ層に９

－５２－
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同じくするものであることや、網の沈子綱による擦り
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マガキガイ：本種の体長組成は、第ﾕ4表一ｓに示すとうりであるが、それの破損部分により破損形態を

区分すると８形態に分類できる。各分類の説明とその層位別出土状況（第ﾕ3表一④）を以下に示し、考

察を加えるｏ

Ｉ類：体層部に孔があいたもの（図版ﾕﾜｰ６Ａ）ｏ

Ⅱ類：殻口外唇部を破砕するもの（同図版←６B)ｏ第１３表一④ﾏガｷガｲの破損形態別出土殻数表
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であることから、錘として判断するよりも、むしろおもに貝のむき身を抜き出すことによって生じた痕

跡として考えたいｏなお、古宇利原Ｂ遺跡例の貝種は「イポカバイモ」とされるｏ

また、破損形態Ｉ類は、貝塚埋存時においても同様な破損をみることが、第二次調査Ⅱａ層出土の資

料によって確認された○すなわち、欠損した体層部分が、散逸せずに本殻の体層部至近から出土したこ

とによる○

以上、破損状況および体長組成を中心に各貝科種の特徴を略述したが、そのうち体長組成については、

渡喜仁浜原貝塚各層位期に亙って多く出土する貝種を抽出し、その体長分布をとうして、貝塚集団の貝

採取活動の具体的内容およびそれが棲息貝類に与える要件と水域環境の変化を把握する目的で、第ﾕ４．

ﾕ5表を作成した○第ﾕ4表の作表にあたって、ユ。２．４はユ”ごとに△.Ｏから△、９の範囲で出土した

体長計測可能殻数を示し、３は△ﾕ.Ｏから△5.9、△6.0から△0.9の範囲で出土したそれを５mmごと

に示したｏ第ﾕ5表は凡例によった○
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注．ユ本表作成にあたり、各貝種の艇息地区分．棲息地の項は、①平田錠浩外．ユ９７ｓ，「沖縄の貝・カニ・エビ｣、②沖縄生物教育研究会・ユ9'76,「沖縄の生物」、③

波部忠重外．]9師，「貝」、④吉良哲明．ユ96s．「原色日本貝類図鑑」を参考とした。なお、各文献に解説の相異があるときは、上肥の順に採用した。

２貝俗称の項は、第二次発掘胸査と今帰仁村産業祭りに催した「考古展示」のアンケートを基に作成し、その漏れは、北山高校生平安山艮弘君に補ってもらったｏ

〔〕内俗称は平田,･ﾕ9沼による。いをなお、その漏れは著しいが空白箇所を貌者諸氏で埋めてもらうことを願いたい。

３重量（単位：ザ）の数値末尾に付した〔‐〕は、余数〔、５〕に相当する。殻頂部数の〔右、左〕は、斧足綱における〔右殻、左殻〕の区別である。

４種別番号と図版内番号とは相等しい。
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渡喜仁浜原貝塚第二次調査におけるⅡａ層．Ⅱｂ層の「土壌水洗い選別作業」によって、ユ2点の植物遺存体が検出された◎出土地点はＢ地区ｂ２．３ピプトである◎

それらの遺存体は、多和田真淳氏の所見によれば、ｂＳピプトⅡ巳層出土の炭化種子はカラスノエンドウマメ･スズメノエント．ウマメ、ｂ２ビットⅡｂ層出土のそれは

イタジイであるｏこれら遺存体は、さらに詳細な検肘を要するために、平安博物館の渡辺賊氏を通じ同定を依頼中であるｏ詳細は、それを待って報告したいｏ
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第１１図渡喜仁浜原貝塚周辺の海況図 (渡久地建氏作成）

』

’7．渡喜仁浜原貝塚周辺の海況
渡久地健

第ﾕﾕ図は、渡喜仁浜原貝塚周辺の海況を表わしているｏ現地での観察（ﾕ9Ｗ年ユ月４日～５日）と国
土地理院発行の空中写真（巻頭図版）に基づき礁原の底質を区分したｏ

大井川の河口部にはサンゴ礁が発達していないｏ古宇利島の南西には深さ月O～SOmの水路がある○と
の二つのギャップによって区切られる礁原をひとつのまとまったものとして見ることができるｏ

との礁原は、地形と底質によって、大きく内側礁原と外側礁原に区分することができるｏ礁原のレベ

ルは、外側礁原が内側礁原に比較してわずかに高い○しかし、内側礁原・外側礁原ともに平均海水位以
下にある○また、簡易測量から判断する限り、平均低潮時においてさえ、露出する面をほとんどもた方匙
いと思われるｏ底質は一般に、内側礁原が砂質に、外側礁原が岩盤にそれぞれ対応している○外側礁原
の内側の部分には死滅したエダミドリイシ（枝状サンゴ）の群体が観察されるｏ内側礁原の砂質の部分
には、その破片が散在する○

礁原の面積は約zgKiである｡そのうち砂質の部分が約ﾕﾜIQfLで､全体の6ﾕ.s妬を占めている。
なお、運天海岸のサンゴ礁には、幅400～600ｍ・奥行き約900ｍ・深さ５～１０ｍの切れ込み：Ｏｕｔ
ｅｒｃｒｅｅｋ〔ｃﾕauBade,Ｍ・Ｎ・ｅｔａユ，ユ9ｎｐｇ７〕が形成されているほか、数個のくぼ地が見られる。
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8．食料残津小結

渡喜仁浜原貝塚出土の食料残津を、そのおのおのの棲息条件主り本遺跡形成時期の自然環境および渡

喜仁浜原貝塚集団の利用した食料資源の様相を、模式的に示したものが第喚図であるｏ図にも示される

とおり、貝塚集団は大別してＳ区の食料生産領域を有することが窺えるｏすなわち、獣類●陸産貝類．

堅果植物を産する林叢山地域と、多種多様な魚貝類（おそらぐ海藻類も！）を産するサンゴ礁を中心と

した礁原域、そして、シレナシジミ等淡水産貝類を産するマングローブ林を中心とした河口域の泥地帯

であるｏこのように概念区分されるｓ領域の設定については、基本的に本遺跡Ⅳ層期からⅡ層期、さら

に現在の地理的条件とはさして大きな変動はみられなかったと推察される○しかし、遺跡各層位期にお

けるそれらの利用度合（第ﾕﾜ表参照）については、「大井川河口付近の沖積層の層序などをみても2,Coo

～aOOOyB・Ｐ・には、海水準は現在の海水準より約ユー２ｍ低かったと想定されるｏ」〔古川，ユ９７６．

，２８〕等の自然条件の変化や、狩猟・漁携・採集技術の発展等に制約されて些か様相を異にするｏ

渡喜仁浜原貝塚Ⅳ層期は、海産貝類の潮間帯砂地性貝類と陸産貝類を主体貝類とし、サンゴ礁地帯の

砂地性単独魚（くら科イラ属）を多産する時期であるｏまた、獣類もイノシシが最小個体数でＢ地区ａ

８ビットより４個体出土している○このことは、魚類の組成内容を除き沖縄貝塚時代前期に共通すると

ころであるＯそして、単独魚の多寡は、荻堂貝塚〔松村，1920．Ｐ28〕、嘉手納貝塚〔新田･嵩元,ﾕ96ｑ

Ｐ４９〕において骨製鈷が出土することから推して、との時期に突き漁が活発であったと想定させる。

Ⅲ層期は、獣魚類の殆どみられない、陸産貝類を主体とする時期であるｏ一般に、との時期（中期）

の多くの遺跡が貝類や獣魚類の遺存体が少量あるいは皆無であることを考えると、本層の貝類埋存の様

相は注目に値する○ほかに、本層の埋存状況と類似する中期遺跡としては、「貝層にみられる貝殻の量

は極めて少量であるが、その中にあって特に顕著なのはオキナワヤマタニシの陸産マイマイであったｏ

海産の貝類は稀で、一見オキナワヤマタニシだけによる貝塚の主うな印象を受けた」とする山川貝塚〔

高宮，ユ968．Ｐ２ﾜ４〕、「本遺跡ではマイマイ類を主体とする混土貝層がみられ、この層が遺物包含層

となっている」とする巣飼原貝塚〔新田，ユ9幅．PSS〕があげられるｏそして、本層の形成末期になる

と、ヤドカリの宿貝殻の多いさから推察されるように、本遺跡は放棄されるのである（第４章参照）ｏ

Ⅱ層期は、潮間帯砂地性貝類を中心とした海産貝類、群れ魚（岩礁の多い砂地棲息のふえふきだい科

と岩場棲息のぶだい科）の多産する時期であるｏこのことは、Ⅳ層期の比較的容易に採取できる貝類の

採捕活動から潮間帯下貝類を潜水技術によって採取する等、礁原域あるいは外洋域の積極的な採捕活動

へと移行したこと、あるいは、単独魚を捕る漁携技術から群れ魚を捕るそれ総漁が想定されるｏ第６

章参照）へ展開したこととして把握されるｏまた、獣類は、イノシシがＢ地区ａｓピット内より最小個

体数で'7個体出土し、ユ例を除きすべて成獣である。従って、本層期における狩猟活動は、Ⅳ層期に無

雑作に幼獣も捕獲したことに比較して、適正捕獲の可能性が強いｏそして、これらイノシシの顎骨が、

ホラガイ・貝製装飾品と集合していたことは、何らかの儀礼的側面あるいは山幸・海幸のシンボルを示唆

すると思われ興味深い○さらに、検出されたシイの実等から推して植物性資源も食料に多く供与された

であろう。このように、この時期の特色は、狩猟ｂ漁携･採集などの各部門の生産を、自然的分業に基

づいて多角的に結びつけて営んでいたものといえるｏしかし、そこには、本層出土のアラスジケマンガ

イ・ソメワケグリガイ・ヒメアサリの殻高分布に示されるとおり、既に乱獲を示す徴候が想定されるが、

－６５－



イソハマグリのそれと考え合わせて、今後の十分な検討が必要であるｏ

なお、Ⅱ層内の各小層をみるとき、Ⅳ層期に主体種を占めていたイソ

ハマグリがⅡｃ層に至りマガキガイに移り替わることや、ふえふきだ

い科とぶたい科が相関関係を示すことなど、動物遺存体の変異がみら

れるが、その詳細は今後の検討に委ねたい○

ところで、以上のような動物性・植物性資源を食料化する調理法に

ついても獣貝類の破損形態から類推が可能であるｏすなわち、貝類に

は、壷焼きに相当する例は認められず、煮沸用具の容量の小さ・可熱

量の低さに起因するためか、大型巻貝類は煮沸以前に、小型巻貝類・

二枚貝類は煮沸以後にむき身を抜き取ったと想定される傷を有した○

シレナシジミは、その破片殻の多いさから保存食料に利用されたので

はないかと推察される○また、獣類には、骨髄を食するためか、長管

骨を破砕したものが出土している○

食料残津の稿を終わるにあたり、貝塚時代の食料残津研究において

は、なお一層の基礎的資料の蓄積が急務であることを喚起したい○

第12図渡喜仁浜原貝塚集団の食料資源

参
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第１７表Ｂ地区ａｓピット

における食料残津出土組成
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第４章渡喜仁浜原貝塚の土器

本遺跡の性格を解明するため土器については、２つの目的を設定した○すなわち、前期から中期、中

期から後期への土器の変遷を把握することと、弥生系土器（移入土器）の登場時期を明らかにすること

であるｏ

本遺跡より出土した土器片は4,228片を数えるｏそのうち、Ｂ地区ａｓピット出土分はﾕ,695片であり、

Ⅱ層においては後期系土器が韻弼を占め、Ⅲ。Ⅳ層においては前・中期系土器が９７冊を占めていた。そ

こで、上記の目的を果たすため、整理にあたっては、前・中期系土器はⅢ。Ⅳ層出土土器片を中心に、

後期系土器はⅡ層出土土器片を中心に整理・分析を行なった。

整理の規準は、前・中期系土器は混和材を基とした胎土分類に、後期系土器は器面調整痕に、それぞ

れ求めた○

報告は、次の順で行なう。はじめに、Ｂ－ａ８ピットの前．中期系土器について述べ、次に後期系土器

について述べる。その際、他ピット出土分及び表採品は、それの補足的位置に留めた。それらの稿の後

移入土器片個々について記述していく。当初の目的は、最後に展開したいと思う。

なお、第二次調査分については、整理が終了しておらず、次回にその欠を補いたい〕

Ｌ前期系・中期系土器について

－Ｂ地区ａｓピットⅢ。Ⅳ層を中心に－

Ａ、Ｂ地区ａｓピット出土前・中期系土器の胎土による層位的変遷

前・中期系土器片は、胎土分類を層序的に出土したＢ－ａ３ピットの土器片で行ない、その層位的変遷

を試みると同時に、口縁形態や文様との関連を検討してみたｏ前．中期系土器片は、Ⅲ層．Ⅳ層に集中

し、Ｉ層、Ⅱ層からの出土は]4.9冊にすぎなかったｏ

胎土分類は第ﾕ9表のように混和材を中心に行なった。それに基づき行なった集計結果は第凪表に示す

とおりであるｏ

Ⅳ層（淡黒褐色土層）

本層は、第五群が優勢であり、その約半数がＯ～s0C77Z深度に集中しているｏまた出土地点の注記され

た士器片を調べてみた結果、第一群・第二群・第四群はⅣ層を通じて南側に出土する傾向があり、文様

も百名貝塚〔注ユ〕や大山Ⅱ・Ⅲ類〔多和田・賀'''’１９５９〕に類似したものが多く、その他にも有文士

器片が多いことから、１V層は南側において前期的祷柘-う幹心と考えるｏとの南側!'て多く串士する３群と

第五群の深度ごとの比率はＯ～s0c77z深度では38.2対6,.8筋､30～ﾕ50c77深度では、ａ,４対４８．６％となり、

SOC77z深度以下では前期的な３群が優勢を示す傾向にある（文中、３群は第一・二・四群の総称である)ｏ

Ⅱ層

本層の小層Ⅱｄ層（混士貝層）からⅡｂ層（黄褐色混士喋層）玄での出土土器片数に占める前・中期

－６７－



Ｂ

・有するものである。
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第１８表渡喜仁浜原貝塚出士士器一覧表

注：表中の数字は上段が片数、下段が重量（，）を表わすｏを･た、この表を含め卒嗣におりわＬＩ啄印vJL王Ｌｕ置延

１

地

区

ピ

ツ

卜

前。中期系土器

口縁部 胴部 底部

有文 無文 有文 無文 尖底 丸底 平底 不明

後期系土器

口緑部 胴部 底部

有文 無文 有文 無文 尖底 丸底 平底 平底？

移入土器

ロ

縁

部

胴部 底部

合

計

Ｉ
ｚ
５
１
１

１２２

６２６

３

8４

１３ワ

ワ２５

ａｓ

Ⅱ

ａ

ｂ

Ｃ

．

上
部

下
部

２

ユ０

１
５

２

1ｓ

５

３８

３

２８

５

９５

３

ｌワ

１０３

ワ４３

３

ユ０

２
５

１

２ワ

３

８０

４

２８

ワ

５８

１４

２３３

１３

１４６

６

１２２

１

２２

５０

２２９

９５

8２２

１５６

ﾕｐ'7６

１７２

単3５

５１

２，７２

１

４０

ユ

２９

３

５５

１

９０

ﾕユ

５００

ユ

４４

１

so

１

４３

１

'7０

１

８２

ユ６５

』o'7'７

１００７

ＬＯＳ５

ユワ９

Ｌ５０Ｚ

ＺＯ７

1，８６６

６６

６ユワ

Ⅲ
５

５１

５

１１２

５

ｓｏ

２０９

ﾕ２３０

１

１５

２

２０

２２０７

Ｌ４５８

Ⅳ
１５

２ユ４

４４

９５５

ワ
未

５ユ２

虫2４８

４

6０

４

lｌ９

２

2０

１６

'7９

２
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次に前述の胎土との関連の中

で、口縁部における形態と文様

を検討してみる。

Ⅲ。Ⅳ層出土の口縁部は、概

して胎土に関係なく、肥厚した

ものが多かったｏその中で肥厚

部の断面形態をみてみると、第

一群では、大山Ⅲ類〔多和田・

賀川，ユ959〕にみられるやや外

反した平口縁が２片、第二群で

は直角に近い強く外反した有文

口縁部（第ﾕ5図－４参照）、第

四群はカヤウチバンタ式肥厚口

縁部が、３片で約2o％にあたり

うちユ片は有文であったｏ第五

群は、宇座浜式型態か丸みのあ

るカマポコ状に肥厚しており、

第１９表前・中期系土器の胎土分類規準表

a･口縁形態と胎土

系土器片数は、３．６％に．すぎな

いｏしかし、Ⅱａ層（黒褐色土

層）は前・中期系土器が66.7.冊

を占め、前期的な８群と第五群

の比率がⅣ層に近似している○

カヤウチパンタ式の肥厚はみられなかった○

b・文様と胎土

文様と胎土の関係を、Ⅳ層を中心に第月o表にまとめた○

Ⅲ．Ⅳ層の有文土器片をみると、第一群・第二群・第四群であり、これらは、混和材が均一で細かい

という点で共通している。またこの３群の有文と無文の比は、ユ対ユである。第五群は無文口縁であるｏ

Ⅳ層における文様構成は、肥厚部分直下に横捺文で区切った間を、細沈線の鋸歯文・綾杉構成でうめ

たものと、横捺文をユ条ないし２条施したものが主であった。前者の横捺は、後者に比べ幅のせまい施

文具によって施されているｏ

第七群は口縁部片が得られなかったが、胴部片で２”程度の小さな外耳状の突起のある土器（第15図
－８参照）があるｏ

－６９－

群 混和 材 備考

第

群

均一なサンゴ細砂を、多く

含み、石英や雲母を含むも

のもある○

粗い砂質の粘土を用い、ポロポロ

とくずれる脆弱な土器で、暗赤褐

色を呈するｏ

第
一
一

群

サンゴ細砂と、貝殻砕粉を

含む○ 砂質でやや脆弱な土器○

第
三
群
貝殻砕粉のみを含む○ 硬質で焼きのよい土器

本遺跡出土例稀少（２例） ○

第
四
群

均一な細かい石英・長石等

･古生層中の異質岩片・チ

ヤ ﾄ砕粉を含む○

砂質粘土で、概して器面保持の』直

い、焼きも主い土器○

第
五
群

石英・長石・粘板岩等、古

生層中の異質岩片の粗い砕

粉を多量に含む○

器面の保持が悪く、焼きがやや弱

いＯ概して明燈色を呈している○

第
六
群

精選された雲母・石英･角

閃石等の鉱物を含むｏ

硬質の焼きのよい土器○

第
七
群
混和材なしｏ

ニーピ質の細かい砂質粘土で、稀

に粘土自体に微粒の雲母が含まれ
６．

る精選された粘土である○



とのようなことから、第ﾕg図のように、胎

土・文様との関連で土器の層位的変遷をまと

Ⅲ層は、口縁部片がﾕo片と少なく、その半

数は第五群の無文肥厚口縁土器であった。有

文片の中で嘉手納貝塚〔嵩元・新田，１９６０〕

にみられる、口縁が弱いふくらみをもった山

形をなし、二叉状施文具による連点文を口唇

と山形の下に縦に施した土器片がユ片（第ﾕ４

図－１o)、これは破片が小さく胎土分類に不

適切で除外した。また胴部片であるが、平安

名第二貝塚〔嵩元，’9記〕や面瀧貝塚〔国分・

三友，ユ959〕で類例品が出土している外耳状

の把手を有するものが２片（第１４図－１６．１７)ｏ

細い突帯が縦に施された土器が１片出土して

いる○

c・底部と胎士

底部は形態把握可能なものが９片あり、そ

のうち４片はやや尖底的な丸底で、ほかの４

片は平底であったｏこれらの底部の形態と胎

土との関連の追求は不充分であったのでここ

では省略し次回に報告の機会を持ちたいｏ

第２０表前・中期系.土器の胎士分類別文様構成

めた○これにより胎士は、第一群、第二・四群、第五群、第七群と変化し、口縁形態よりすれば、無文

宇座浜式土器に有文字座浜式が先行することが押えられた。文様は、宇宿貝塚のⅢ－ａ類〔国分他,ユ959〕

に類似し、これは嘉徳Ⅱ式や後述の表採にみられる面寵西洞式・大山Ⅲ類等の細線刻文の要素と、大山

Ⅱ類にみられる横捺文が主だったｏ

第１３図前・中期系土器における胎土の変遷図解

一『7０－

層位 Ⅳ層（淡黒褐色士層）
ｑ Ｏ

Ⅲ層 （石灰岩喋層~）

分
類

← (大山Ⅲ類）宇座浜式肥厚口縁土器

□□

□□

無文 に
回

〔第一群〕

〔第二・四群〕

□□

〔第五群〕

□□
。有文

〔第七群〕

こ、ご＼こ、こ、こ、§、ﾐ、こ、こ、こ、こ、ご､こへこ、こ、こへ

ヘミ、こ、こ、こへ＜、ﾐ、ご＼こ、こへご

胎土 文 様

第

群

大山Ⅲ類（細線刻文土器）類例品ユ片（第ﾕ５

図－３参照） ○

幅広の沈線で、肥厚部の下に段差をなしてい

る（第ユ５図－２参照)○

第

一
一

群

平安名第２貝塚で類例品が出土しているｏ強

い外反の口唇とその直下に横捺文を施し、そ

の下に細沈線で、格子文を施した土器（第l５

図－４参照） ○

第
三
群

面縄貝塚出土の宇宿上層式無文土器に類例品

が出土しているｏ深鉢形土器（第ﾕ4図一月4参

照） ○

第
四
群

カヤウチバンタ式肥厚部に幅の狭い横捺を施

し、その下に細沈線を施した土器（図版ﾕ８－

７参照）ｏ宇座浜式口縁肥厚部直下に、横捺

十細沈線文、横捺をユー２条施した士器○

第
五
群

第
六
群

無文の宇座浜式、カマポコ状肥厚の土器ｏ内

外両器面に貝殻条痕が走り､板積みの接合部分

にそって指圧痕のある蕊型の土器（第ﾕ5図一

皿参照)○

無文○
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第２２表Ｂ地区ａｓピット胎土・文様別口縁部集計表

第２１表Ｂ地区ａｓピット胎土分類別胴部集計表

分類 第一群第二群第三群第四群第五群第六群第七群 合計

文様 有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文 有文無文

Ｉ層

Ⅱ
層

層
層
層
部
部
上
下
層
層

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｄ

小計

ユ ２１３

２ユ

３ユ２

２３

３／狸.３５／23.8ユＳ／＆.９

５
ｓ
５
ｓ

２
１
２
2ﾕ／ﾕOO例

Ⅲ
層

上部‘

下部

小計

Ｓ ユ３

ユ２

３／sCLO１／ﾕ0.0６／60.0

３
２

４
１

ﾕＯ／ﾕOO96

Ⅳ

ﾉ園

(”）

Ｏ～３０

田
卯
麺１

－
一
一

釦
田
釦

120～１５０

一小計

４ ４２１ユュ４１４２

１１ユ５２

２２４１

ユ２

９／１５．３４／６．８ユ／１.'７１５／26.4２５／盤.４５／８．５

７２６

６８

２７

３

５９／ﾕ00粥

分類 第一群第二群第三群第四群第五群第六群第七群 合計

文様 有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文有文無文 有文無文

Ｉ層 1２ ﾕ２

Ⅱ
層

層
層
層
部
部
上
下
層
層

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｄ

小計

1５ユ２'７４６１４

３

２

ユ

ｓｏユ ８ユ４６１４

１OＳ

Ｓ

２

ユ

ﾕ0９

Ⅲ
層
部
部
上
下

小計

１ ６９３３８５５８

ユ４６８５５ユ４６

ﾕ２／５．６１５／’7k０１４／６．５１４０／６５．４ユ９／８．９ｌ４／６．５

４］ユ６

ユ９３

2ﾕ４／ﾕCO妬

Ⅳ

層

t77z）

Ｏ～３０

３０～６０

①～９０

９０～ユ2０

ﾕ２０～１５０

小計

ユ ５５ユユユ５ユ１２９９６

１］'７５９３８２９３１

ユ６ユ３ユ４'７３６３

３２４ｓ３

２ユユュ３ｓ

９５／１８．３３２／６．２１／０．２９５／1B､３２ワユ／５２．２ユ８／３．５’7／１．３

Ｓ２ﾕ５

３９３

ﾕﾕﾕ５

5ユ

３８

519／ユOO妬



ここでは、Ｂ－ｃトレンチ及び表採で得られた遺物を概述するにとどめるＯ

Ｂ地区ｃ２．Ｃｓ。ｃ４ビット出土の前・中期系土器は、出土数の57.5筋にあたり、ａｓピットのⅡ

ａ層（黒褐色土層）に類似しているｏ各ピット別にみると、北側のｃ４ピットは第一群が多く、ｃ３ビ

ットでは第五群が多い（第BS表参照）ｏｃ２ピットはⅡｂ層上部が掘り下げ面であるため、出土土器は

少ない○

有文の土器片は４片と少なく、Ｃｓピット出土の大きな有文口縁部（第ﾕ6図－２ﾕ）で、肥厚しておら

ず、長い横捺文で区切った間を広い間隔で細沈線を“〈の字､､のように施した第四群の土器片があった。

Ｏ地区ｋﾕ４．ユ5ビットは、Ｂ地区より崩れ落ちた撹乱層であり、また前・中期系土器は８筋と少ない

ために、表採品と一括して特記的な遺物の紹介に止める（第ﾕﾜ図参照）○

同挿図一ユはやや外反した第五群の胎土の土器で、口唇は押引きによる施文で、下は刺突による施文

である○同挿図－２は、やはり第五群で、肥厚部の直下に、細い棒状のもので点,々 と刺突し、その下に

幅の広い横捺文を施している○同挿図－６は、山形の口縁で､二叉状施文具による連点文である○同挿図

－８は刺突を施した突帯の上に、不規則な細沈線を施してあり、整形がていねいに行なわれているｏ類

例品が百名貝塚〔注ユ〕より出土しているｏ同挿図－９は山形の口縁部で、刺突を施した突帯で上下を

区切り、その間を細沈線を斜めに施してうめている。無混和に近いサラサラした胎土で、焼成もよいと

思われたｏとの２片の文様構成は、奄美の面細西洞式〔河口，ユ9'７４〕と類似している○図牌ユー25は山

形の口縁で、山形の部分はこぶ状にもりあげその頂点は押圧によってくぼんでおり、そこに深い刺突を

施し、その下に縦位の沈線を施している○その他に、胴部の小片で二叉状施文具による連点文や短線の

鋸歯文の施されているものがあったｏ

第２３表表採・Ｂ－ｃトレンチ・Ｏ－ｋトレンチ胎土分類別集計表

一・γ２－

Ｂ、Ｂ地区ｃトレンチ及び表採品

第一群第一 群第三群第四群第五群第六群第七群 合計
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地
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４
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４
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５
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２ユ
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３
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Ｃ

地
区

kユ４ピット
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８ ２８ユ

５５ユ４ユ

３２

２５

表採 ４ワ９８ユ８２ユ３２ ８３ワ



本遺跡全地区出土の後期系土器の総数は21590片であった(第ﾕ8表）ｏこれらは下記の特徴を有してい

るｏ

イ．色調は、暗褐色･赤褐色を主体に黒褐色・茶褐色を帯びるものがある○

ロ．焼成は良く、硬い泥質粘土を主とする○

ハ．完形土器の出土はなく、､多くが小片で器型の復元可能なものが少ない○

二．器壁の保持は良いが、その厚さは一定していない○

ホ．大半は混和材が殆どみられず、混和材を用いたものでもそれらが微小のため種類の判別できる

ものは僅かである○

へ．文様は、殆ど無文である○

以上の点より、器壁の厚さ・文様構成あるいは胎土による分類法で出土土器をみていくことは困難で

あったｏそのため、器面調整痕のあり方及びそれと器型との関係を知ることにより、土器の時期的特徴

の把握を試みた。その作業として土器各部における器面調整の手法を調べ、それと並行して一般に後期

土器に含まれている「赤粒」と器型を調べることにより、器面調整痕との相互関係を押えることに留意

したｏなお、Ｂ－ａＳピットにおける後期系土器片はⅡ層に集中し、Ⅲ層ｂⅣ層からの出土は各層位の

総出土土器片中それぞれ0.9妬、３．３冊に過ぎなかった○

器型と器面調整痕の分類を下記する○

Ａ・器型

口縁部の器型分類は、器型判別可能な個数が少ないながらも、口唇形態・口縁形態を含め第24表のよ

うに行なった○また、それに基づいた層位的変化の把握は、Ｂ－ａ３ピットで試みた○

底部は、尖底と平底に大別した○

第２４表後期系土器の口唇形態分類規準表

一ワ８－

丸口唇：口唇部の断面の形が、ヘラ撫でなどによって舌状に丸みを帯びているものｏ

撫で細口唇：口唇部の断面の形が、ヘラ撫でなどにより尖がったものｏ

平口唇：口唇部の断面の形が、ヘラ撫でなどにより平たくなったもの○

B・器面調整痕

ａ・器面調整痕の手法分類

2．後期系土器について

－Ｂ地区ａｓピットⅡ層を中心に－

器型

口縁形態

蕊型 Ａ

外反

鉢型 Ｂ

外反 直口

壷型ｏ

外反

器 型不明

外反 直口 内湾

口唇形態 丸口唇
撫で細
口唇
丸口層 丸口層 丸口層 平口唇 丸口唇

撫で細
口唇
平口唇 丸口唇

撫で細
口唇
平口唇

記号 ＡＩ ＡⅡ ＢＩ ＢⅡ ０Ｉ イ ロ 少、 一
一 ホ ザ、 卜



器面調整痕は、その工具と手法によって次の６タイプが抽出された○

（ﾕ）貝殻条痕（図版25-ユ）
．・・・・・・・・・・・・。●●●●

器面I/ては、細い溝が幾つもの平行な条をなしているのがみられる。このような特徴を有する器面調整

痕を『貝殻条痕』とした。本遺跡出土土器には、土器片全面に亙って『貝殻条痕』がみられるもの、あ

るいは後述する『撫で痕』によって『貝殻条痕』が部分的に消されているものとが観察できたｏ後者の

例は、後の『ヘラ撫で』などによって土が『貝殻条痕』の上を覆っている。このことから、『貝殻条痕』

は土器製作過程において､･貝殻による掻き取りが行なわれたことを示すものと思えるｏなお、掲載図版

は前者の例であるｏ

（２）ヘラ削り痕（図版z５－２）
．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・●●●●●●●●●●●●

器面I/ては、数多くの細長く幅の小さな凹面を持ち、その中にさらに小さな溝が直線状を呈する特徴を

示すものがある。直線上の小さな溝は土を削り取る際、胎士中の混和材などが工具によってひきずられ

てできた移動の跡である。溝は、ひきずり始めは深く、漸次浅くなっていき、混和材などがとれた箇所

では、溝がなくなっているのが普通である。との混和材などの移動の跡を本稿では『擦痕』としたい。

このような特徴から箆状工具の使用が考えられ、それは主に「土器の表層を削り取る時に用いられた」

〔佐原・他，ユ964〕とされるｏまた、前述の『貝殻条痕』と同様、『ヘラ削り痕』の上に土が覆って

いる土器片がみられることから、『ヘラ削り』の後、『撫で』が行なわれていることが判ったｏ本遺跡

出土の『へラ削り痕』を有する土器片は、全て後に『撫で』が行なわれており、器面全体に『ヘラ削り

痕』がみられる土器片はなかった。

（３）撫で痕（図版.２５－３）
●●●●●●●●●●●●●●

器面にみられる数多くの細長い、幅の,j､さな凹面を『ヘラ撫で痕』としたｏ前記『ヘラ削り』による

ものとの違いは、『ヘラ撫で』の場合、凹面がなめらかであり、『擦痕』を伴わない○図版･２５－２に

みられるように、『ヘラ撫で痕』は『ヘラ消り痕』を消すかたちでその上を土で覆う○すなわち、『ヘ

ラ撫で』は『へラ削り』の後に行なわれたことが判る。なお、本遺跡出土土器片には器面全体が一様に

なめらかで、ヘラ状工具の調整痕（前記の小さな細長い凹面）の見い出せないものがあった○それらが

異なる手法によるのか、あるいは『へラ撫で』を丁寧に行なった結果その痕跡が見い出せないのか不明

である。それらは下記する『研磨痕』の特徴である光沢や皮膜状を有しないこと、あるいは『ヘラ削り』

にエる『擦痕』がみられない点をもって、『ヘラ撫で』と共に『撫で』という手法で一括したｏさらに
●●●●●

『撫で痕』は、数条の細溝を伴う場合がある。細溝の幅は、『貝殻条痕』よj,狭く、直線状あるいは

孤状をなすｏ大山貝塚〔多和田・賀川，1959．Ｐ84〕の「刷毛状の擦過痕」が『撫で』による痕跡とし

て把握されることに習い『刷毛目痕』として用いる。その調整用具は不明である○しかし､弥生式土器に

みられる『刷毛目』は、「鉄の普及にかかわる技法」とされている〔佐原，ユ9ﾜ６〕○

(4)研磨痕（図版２５－４）
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

多数の細長い、幅の小さな凹面がなめらかで光沢を帯び、かつ断面において皮膜状をなしている場合

を『ヘラ磨き痕』とした○それらの面は、『へラ削り』や『ヘラ撫で』のものと異なって複雑に交錯し

て為り、主にその方向に一定性がない○『ヘラ撫で』を幾度も行なった結果生じたものであろう○さら

に本遺跡の出土土器片には、光沢や皮膜状を有するにもかかわらず、『ヘラ磨き痕』のような多くの凹

面がみられないものがあったｏ器面がなめらかに調整されていることからＪ記『へラ磨き痕』を残す工

－７４－



具とは異なるものを用いたと思われるｏその工具は不明であるが、器面の有する特徴より『ヘラ磨き痕」

と共に、両者を一括し『研磨痕』としたｏ「土器が生乾きの段階から乾ききるまでに、表面の滑らかなも

ので撫でつけると、器表付近の砂粒は沈み、綴密な薄層を形成する。磨研によって器表は光沢をおび、
美的効果をうむと同時に多孔性を減じる」〔佐原，ユ９７６〕ことを目的とするものであろうかｏ
（５）木目痕？（図版.２５－５）

●●●●●●●●●●

本潰跡の出土土器片には、『貝殻条痕』のように幾つもの条痕が、それよりもさらに細かい凹凸の筋
●●●●●●●●●●●

を伴って器面にみられた。しかし、それら条痕間の間隔は『貝殻条痕』とは異なって一定していないｏ

弥生式土器でいう『刷毛目』に類似する〔佐原，ユ9ﾜ６〕○その出土例は稀であるが、前述した『ヘラ撫

で痕』や『へラ削り痕』を残す工具とは異なったものであるｏ

(6)雑仕上げ（図版.２５－６）

紬紬晶溌ぽ二見÷急Z:壬綜虐促雌泌認めをいう。しかし、『ヘラ撫で』などの跡

がみられることから簡略な器面調整を行なった結果生じたものと思えるｏただし、表層がとれたものと

の混同を避けるため、器面の保持が悪い砂質の胎士を有する土器はとの分類から除外したｏ土器内器面

に殆どとの器面調整痕はみられた○

ｂ・器面調整痕による後期系土器分類

上記６タイプの器面調整痕の組み合わせは、土器内器面のあり方と、土器の外器面における組み合わ

せによって３２のパターンがみられたｏ

口縁部・胴部（第２５表参照）

器面調整痕の組み合わせは、土器内器面の器面調整痕に、外器面のそれを組み合わせる形をとったｏ

土器外器面では、『研磨痕』と『撫で痕』及び『貝殻条痕』の３タイプの器面調整痕がみられたｏ『撫

で痕』は、前述のように『貝殻条痕』と『へラ削り痕』の後に調整されたもの及びそれ以前の器面調整

痕が不明なものとがみられた。また、『研磨痕』はそれ以前の器面調整痕は認められ黄『木目痕？』と

『雑仕上げ』は、土器外器面ではみられなかった○

底部

土器底部については、下記のような各器面調整痕の組み合わせが認められたｏ

尖底

⑦内外両器面とも、『撫で痕』を示すｏ

④内器面には『貝殻条痕』を有し、外器面は『撫で痕』を示す。ただし、内底面部は「撫で痕』

を示す○

平底

②内器面は『貝殻条痕』を有し、内器面の底の部分や外器面は全て『撫で痕』を示すＣ

ｅ内外両器面とも全て『撫で痕』を示すｏ

⑥内器面は『貝殻条痕』を有し、外器面は『撫で痕』を示す。

②内器面は『雑仕上げ』で、外器面は『撫で痕』を示すｏ

③内器面は『研磨痕』を有し、外器面は『撫で痕』を示すｏ

なお､底部の器面調整痕による分類は､平底と想定されるものも含めて行なった(第28.34.85表）･

一'7'５－



一'7６－

ｃ・本遺跡出土の後期系土器の特徴

次に、本遺跡出土の後期系土器の特徴を、器型および文様等の点から詳述したい○

ａ・器型

前述の如く口縁部の器型分類は、Ｂ－ａ３ピット出土土器片のみ行なった（第26表）○本ピットより髪

型５片、鉢型４片、壷型ユ片の出土をみ、さらに全地区出土土器片についても婆型主体であり、壷型は

稀にみられたｏまた、口径復元可能な破片は少なく、一部の土器片に限られるが、蕊型（第ﾕ8図一ユ。

第鮒表後期系土器の器面調整痕の手法分類

土器内器面 土器外器面 記号

研磨痕

(ａ）’
１

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『へラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

撫

で

痕

(ｂ）

ｌ
‐
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

『撫で痕』以前の’
１

調整痕が不明をも

の（ｂ１）

『撫で痕』以前に

『貝殻条痕』がみ

られるもの（ｂ２）

『撫で痕』以前に

『へラ削り痕』が

みられるもの（ｂ３）

『貝殻条痕』が

全面にみられるもの

(ｃ）

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『ヘラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『ヘラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『ヘラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『ヘラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ
イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ
イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ

１
１
１
１
１
．
２
２
Ｂ
２
２
３
３
３
８
ｓ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

雑仕上げ

(ｄ）

『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの

『撫で痕』以前に『貝殻条痕』がみられるもの

『撫で痕』以前に『へラ削り痕』がみられるもの

『貝殻条痕』が全面にみられるもの

イ
ロ
ハ
ー
ー
ホ

ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
．

木目痕？（ｅ）
『研磨痕』

『撫で痕』以前の調整痕が不明なもの
ｅ
ｅ

イ

ロ



５．６、第ﾕ9図－６、図版22-8・ユ０．Ｕ・ユ2）及び鉢型(第ﾕ8図一ワ、第ﾕ9図一ユ、図版,鯛－９．ユ4）

には大小２つのタイプがみられた○雲型土器の推定口径は、大型ﾕ9～20α"、小型ﾕﾕー ﾕＳｃ加で、鉢型土器

は大型ﾕ8～ﾕ9C77Z、小型ﾕ4～血沈であったｏ

第ﾕ8図－６（図版｡22-ﾕﾕ）は、小型婆型土器で、赤褐色を呈し稀にユ､､前後の貝殻砕片を含むｏその

胴部内器面は『ヘラ削り』が行なわれ、『擦痕』がみられたｏまた、外器面には、口緑部において『ヘ

ラ撫で』による『刷毛目痕』がみられ、胴部では板積みの接合部を『指撫で』を行なうことにより調整

しているｏ接合部における同様な手法は、具志川グスク出土遺物〔新田，ユ9'７４〕においてもみられたｏ

「ＡＩ」口唇形態（第魁表）を示すｏ
同挿図一ﾕｏ（同図版６－ﾕs）は、本ピット出土土器口縁部中、唯一の壷型土器である○焼成は良く硬い

泥質を示し、色調は赤褐色である○砂粒を含むが稀にみられる程度である○口径は約５α"で形態からす

ると、具志原貝塚出土の壷型第２タイプ〔友寄・高宮，ユ968〕に類似すると思われる○

第ﾕ9図－３．１０（図版.２２－５．６．ユ5）は、山形状の突起を有する口縁部で、第ZO図－４．５（図版．

２３－８．９）とともにフェンサ下層式〔友寄・嵩元，ユ969〕に属する土器片である○

底部は平底と尖底とに大別したが、平底が卓越する（第ﾕB表）○尖底は総数８片を得たが、内２片は

乳房状をなし（第ﾕﾜ図-42.4s）、他は砲弾状であるｏ乳房状をなす２片は表採品であるｏ平底は殆ど

が外縁部においてくびれているが、くびれ部を有してないもの（第２ﾕ図－３．７．ｕ）もみられた○底

径、最大約９C腕（同図一ﾕO･ユ③、最小約５”（同図一ユー３．５）で、６～ﾜC77Zが最も多いｏ

その他、内底面部の中央部分のみ盛り上がりを示すもの（第２o図－８２．５４，第２ﾕ図・ﾕﾕ）、内底面部

が平坦もしくは凹状をなすもの（第ZO図-24～２６．２９．３３，第２ﾕ図一ユー５．Ｗユ２．ユ５・ユのもみら

れた○

第20図－８５，第誕図一ﾕ８(図版｡23-ﾕ６）は、外底面部に葉痕がみられるものである○２片とも表採で

焼成は良く、色調は外器面が茶褐色を呈し、内器面は灰褐色である。黒雲母・角閃石を含む砂質胎土を

なし、指で触れると粉末がつく。胴部に向かい強く外反するｏ後期に位置する遺跡から、底部に葉痕を

有する土器の報告例はなく、稲福遺跡〔琉球考古学研究会，ユ9'74〕・伊祖グスク〔県立博物館，ユＷ６〕

などﾖｸ･スク時代の遺跡には、一般的にみられる。なお、奄美諸島では、「兼久式土器」に伴う傾向にあ

る〔河口，ユ9軽〕○

第２ﾕ図－６（図版.躯一ﾕ5)は、外底面部に豆粒状の粘土を貼り付けることにより、高台状をなすもの

である。内外両器面とも色調は赤褐色を呈し、ユ”前後の砂粒を含むｏ硬い泥質の胎土をなし、外器面

では『貝殻条痕』がみられ、内器面は『研磨』が施され光沢を帯びている○ただし、外器面の『貝殻条

痕』は後に『撫で』が行なわれており、挿図中底部に『貝殻条痕』がみられるのは、全てとの類である。
以上、これら諸型式を示す底部を詳述したが、層中からの出土は僅かであり、その層位的変化を把え

ることは、今回、断念営せざるを得なかったｏ

ｂ・文様

次に文様について触れてみたい○

有文土器片は、総数25片得られた○内４片を除き、他は全て浮文（突帯文）であるｏ沈文は、沈線文

（第ﾕﾜ図一ﾕO、図版｡弱－８）とツメ形文（第20図－７．９．ﾕ０，７は図版躯一s）の４片みられたが、
ｚ片は突帯文の下に施文されている○

－ワワー



浮文は、その形態から、弧状（Ｕ字形）をなすもの、横位をなすもの、両者を組み合わせたもの、あ

るいは縦位をなすものなどがみられ、突帯上には、殆ど刺突もしくは刻目が施されている。

弧状をなすもの

第ﾕ8図一ユユ・ﾕ２（図版22-ユ・2）をさすｏ突帯は口唇部において、山形上の突起をなし、その部分に

先端の鋭利な工具により刺突が施されている○両者は、色調及び胎土に違いはみられない。すなわち２

片とも色調は、内外両器面が暗褐色を呈し、胎土は硬い泥質であるｏ混和材は、ユ”前後の長石を含む

が、稀にみられる程度である○外器面において、『ヘラ撫で』の痕跡が共に顕著であるが（第22図一Ｂ

参照）、型は『研磨』状をなし光沢がある。第ﾕ9図－４（図版.２２－３）は、突帯が下方において欠損し

その全形を窺えないが、突帯が断絶してないことから上記２片と同様な文様構成を有するものと思われ

るｏなお、熱田貝塚〔高宮，ユ969〕津堅第一貝塚〔嵩元，ユ96ユ〕で刺突は施されていないが、同様

な形態の突帯を有する口縁部が、それぞれ１片報告されている○

横位をなすもの

突帯が横位をなすものは、５片得られた（図版.23-10．ユユ・ﾕ３，図版｡２４－６．ワ）○ただし図版.２３－

]_lは、図版では斜位に写る○との１片を除いて、残り４片は全て突帯上に刺突もしくは刻目が施されて

いるｏ図版.霊一ﾕﾕは、突帯がコブ状をなして断絶しており、図版.２４－６もこの類である○これらの色調・

胎土をみると、図版.２３－１ｏ・ﾕ3および図版.坐－７は内外両器面とも赤褐色を帯び、混和材の確認できる

ものはみられない○図版郎一辺は、内外両器面とも黒褐色を呈し、長石・砂粒を含む○内器面には『貝

殻条痕』がみられるｏ図版.２４－６は、内外両器面とも茶褐色を呈し、１”前後の砂粒を含む○

横位の突帯に弧状をなす突帯の組み合わさったもの

第20図一ｓ（図版.躯－６）および同図版アユ2がこの例であるｏ２片とも突帯上には、半裁竹管状の工

具により刺突が施され、ツメ形状をなしているｏ色調はともに赤褐色を呈する○同図版戸６は硬い泥質

の胎土をなし、混和材はみられないｏ内外両器面とも『研磨』が施され、いわゆる「ａィ」調整痕（第

26表）を示すものであるｏ同図版ﾃｰ12は、泥質で１”前後の長石と砂粒および白色の鉱物片を含む。同

様な文様構成を有する土器片は、具志原貝塚においてみられる〔友寄・高宮，ユ968〕○

縦位をなすもの

突帯が縦位をなすものは、６片得られた（第ZO図－２，図版.竪一ユー５）ｏ同挿図一尾および同図版。

鯉－２．４．５は口縁部であるｏ同挿図－２を除き、他は突帯が口唇部において断絶しているｏ同図版．

－ユ・２は突帯上に刺突ないし刻目は施されていないｏ同挿図－２の２条の突帯は、下部を欠損するが

ほぼ平行に貼りつけられており、第ﾕ8図一ユユ・ﾕ2のごとく、下部において連続しないものと思われる○

突帯の形態のみからすると、アカジャンガー遺跡出土土器の第Ⅲ類の第二種に類似すると思われる〔高

宮，1960〕ｏなお、同挿図－２はアカジャンガー遺跡の例のように、口唇上に刺突は施されてない○こ

れらの色調・胎土をみると、図版塾一ユ。３．５は、内外両器面ともに茶褐色を帯び、混和材はみられ

ないｏ泥質の胎土を有した○同図版戸２．４は赤褐色を呈するｏ同図版テ２はユー２”前後の砂粒を含み、

砂質の胎土をなすｏ同図版戸４は、混和材はみられず、泥質の胎土である○第２O図一旦は、突帯がイカ

リ状をなすものである○焼成は良好で赤褐色を呈し、混和材は含まれない○硬い泥質の胎土をなす○外

器面において『研磨』が施され光沢を帯びるｏ

横位の突帯に、縦位の突帯が組み合わさったもの

一ワ８－



第ﾕ9図－５（図版･20－'7）をさすｏ土器が欠損しその全形は窺えないｏよって、突帯は縦．横一条を

確認できるのみである。突帯上は一定間隔に指で押圧されている。内外両器面とも黒褐色を呈する雲型

土器で、黒雲母を含む○砂質の胎士をなし、器面はザラザラしているｏ

沈文は前記したように、ツメ形文と沈線文とがみられたｏ

ツメ形文

第２O図－７（図版.２８－３）・９．ﾕOの３片であるｏ半裁竹管状の工具により刺突が施され、縦位もし

くは横位にツメ形文がみられる○同挿図－７は突帯の下に施文され、９及びﾕOは、いわゆる南下層式土

器に属するものである〔嵩本・高宮・新田，ユ９６６〕○

沈線文

沈線文を有するものは、ユ片のみ得られた（第ﾕﾜ図－１０，図版.堅－８）ｏ突帯文と沈線文が組み合わ

さったものである。突帯上は、へラ状工具により刻目が施され、沈線はその下に、土器片中５条縦位に

走る。内外両器面とも赤褐色を帯び、混和材は含まれない○泥質の胎土をなす○

ｃ・その他

有孔土器と外耳土器がみられた○有孔土器（第ﾕ9図一ﾕ４，図版.２２－４）は１片の出士で口唇部より約

１．５C7"下方に孔が穿たれ、外器面からみて上方に挟りがみられるｏ暗褐色を呈し、混和材はみられない

泥質の胎土をなすｏ有孔土器は、具志原貝塚に報告例が多い〔友寄・高宮，１９６８〕ｏ

外耳土器は２片得られたｏ第ﾕ9図一ﾕ２（図版.20-30）は、外器面は赤褐色を帯び、内器面は茶褐色で

ある。砂質士器でユmWl前後の砂粒を含むが稀にみられる程度であるｏ図版.23-ﾕ4は、内外両器面ともに

赤褐色を呈する○砂質の胎士をな･す。外耳の形状は、両者とも同様であるｏすなわち器表面において弧

状をなし、断面では山形状をなす○その形態は、天久遺跡の弧状突帯文土器に類似する〔高宮，ユ968〕○

以上、本遺跡出土の後期系土器諸片について詳述してきたが、これらの出土地点は挿図中に記すｏ

o・考察

ａ･器型と層序

第26表は、Ｂ－ａＳピット出土の口縁部49片を第B4表の分類規準に従い、各層位ごとに配したものであ

る○無文口縁部が主体を占め、有文口縁部は３片のみ得られた（前記のＵ字形突帯を有するものであるｏ

図版.22-ユーｓ）。８片とも、「口」口唇形態を示すｏ各層の出土状況をみると、Ⅳ層の２片を除いて

他はⅡ層からの出土であるｏこれから、Ⅳ層出土土器片２片は、Ⅱ層からの落ち込みと考えるｏまたⅡ

層小層中においては、Ⅱｃ層とⅡｄ層に集中し、特にⅡｃ層は多種類の口唇形態がみられる○器型まで

窺える大型破片（Ａ工～Ｃ工）を出土するのもとの層位からである○Ⅱｄ層上部において、器型は不明だ

が「口」口唇形態を示す土器片がﾕ6片中、９片出土しているｏそして、との層を境に下層からは、直口

もしくは内湾する口唇形態を有する士器片が、その口唇形態を問わず出土しない○とのことは、何らか

の器型の層位的変化を意味するものであろうか③次に底部をみる（第］8表）○底部も出土数が少なく、

その形態を細分することにより、それらの層中における先後関係を調べることは断念せざるを得なかっ

た。平底と尖底とに大別する限り、平底が多く総数瓢片中、尖底はユ片のみの出土であった○平底は2ｏ

片中ﾕﾕ片が、Ⅱｄ層上部からの出土で、他は:各層に散在したｏ尖底は、Ⅱ層最下層のⅡｄ層下部から出

一'7９－
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注：挿表中の数字は、上段は出土片数丁段はその重量を表わすｏまた、右欄は出土土器片のうち

「赤粒」を含むものの片数・重量をそれぞれ表わす○

土し上層にはみられないｏ平底ユ片と共伴するが、Ⅱｄ層上部における平底の出土数を考慮すると、沖

縄貝塚時代における両者の先後関係に一致すると思われる〔国分他，ユ95ﾜ、国分，ユ959参照〕○

今回は、口縁部．底部ともに出土数が少なく、口縁部は小片が多いことも合わせて、明確な器型分類

あるいはそれらの先後関係の有無を調べることはできなかったｏまた、Ⅱ層からは口縁部ユ片、底部２

片の移入土器を得たが、これらについては後述するｏさらに挿表中における右欄の数字は、出土土器片

中「赤粒」を含むものの個数及び重量を表わしたものであるｏ当初、「赤粒」と器型等との相関関係の

有無を調べる予定であったが、都合により中断したｏこれについては、今後その欠を補うことにして今

回は資料のみ提示したいｏ

ｂ・器型と器面調整痕

第２ﾜ表は、Ｂ－ａＳピットⅡ層出土の口縁部を、その口唇形態および器面調整痕からみたものである○

横軸に口唇形態、縦軸に層序と器面調整痕を示すｏ表からも明らかなように、いずれの口唇形態も２．

ｓの器面調整痕を示し、また特定の口唇形態が固有な器面調整痕を有しないｏ胴部のように（第Z9表）、

多種類の器面調整痕はみられず、４パターンに限られているｏこれらの器面調整痕は「ｂユハ」を除く

第２６表：Ｂ地区ａｓピット出土後期系土器口縁部の口唇形態による分類表
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注．第２６表に準ずる○

と『研磨痕』と『撫で痕』の組み合わせとなっているｏまた、「ｂユハ｣調整痕は、後に『撫で』が行なわ

れて、『貝殻条痕』はその痕跡を残すに過ぎない○口縁部全面に『貝殻条痕』を有するもの、あるいは

『雑仕上げ』を示す例はみられない○同様なことはＢ－ａｓピットに限らず、本遺跡出土の全ての後期系

雲土器口緑部に概ね共通している(第３ユー３３表参照)ｏ第ユ８図一ｺＬ・６（図版.22-ﾕ２．]_、および第ﾕ9図

－６（同図版テユO）は、口縁部から胴部までを残す大形破片であるｏ内器面における器面調整痕をみる

と３片とも『貝殻条痕』を胴部に有するが、口縁部においてはみられないｏこれらのことから、器型も

しくは胴部の器面調整のあり方とは直接関係なく、口縁部は丁寧に器面調整を行なっていることがわか

る○なお、「ｂユハ」・「ｂ２ｐ」および「ｂ２ハ」調整痕を有する口縁部が、出土していることは注目し

第２７表Ｂ地区ａｓピットⅡ層出土後期系土器口縁部の口唇形態と器面調整痕
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底部は前述しために器面第２雪肥ﾖＢｐＩＪＶＪ，日リェＬＬ〆ノＬ－ゾＶｰロロ四

調整痕のあj，方によって、尖

底２、平底５のパターンがみ

られた○第29表は、Ｂ－ａ３ピ

ット出土の後期系土器平底を

それに行なわれた器面調整痕

の組み合わせにより各層位ご

とに配したものである。「い」

調整痕を有する土器片の出土

が最も多く、次に「え」調整

痕を有する土器片が続いてい

るｏ同様なことは、Ｂ－ａＳピ

ットに限らず出土した全ての

後期系土器平底に共通してい

る（第３４．函表参照）。

なお、表採で「お」調整痕を

－８２－

坂万、衣j禾~Ｃｌヨヴ､」ｉ洞彊罰民ａＥ 注。第26表{/て準ずる。なお、計の「赤粒」欄には分類不可を含まず○

有する土器片が２片得られた

ことは、注目したい（第35表）。うち、ユ片は前記した外底面部に豆粒状の粘土を貼り付けたものであ

る。この土器片は、粘土を貼り付けることにより土器を安定させたと推察され、また内器面に『研磨』

が施されていることから、液体の貯蔵に用いられたものではなかろうかｏいずれにしても、底部内器面

に『研磨』を施すことにより、単に装飾的意味のみをもっとは考え難い。何らかの、機能的意味を有す

ると思えるが、今後の類似資料の追加を待って検討したいｏ

尖底は、８片中６片が「ア」調整痕を示し、「イ」調整痕は表採の２片である（第３５表）ｏＢ－ａ３ピ

ット出土のユ片及び前記乳房状をなすものも「ア」調整痕を示した。なお、尖底では平底における｢え」

および「お」調整痕、すなわち『雑仕上げ』や『研磨痕』はみられない。これは、尖底の出土数が少な

いことに起因するのか、あるいは両者問の時間的幅に影響するものか不明である○また、尖底における

「イ」調整痕（第２ﾕ図一ﾕの、平底の「あ」調整痕（第２O図-25、第２ﾕ図一ワなど）は、共に内底面部

のみ『貝殻条痕』が撫で消されている。その出土数が割合多いととから、偶然の結果とも考え難い（第

３５表、第Z8表）。それらのもつ意味は不明であり、上記のことと共に今後の課題としたいｏ

ｃ・器面調整痕と層序

前項でみてきたように、先後関係のある尖底と平底では、その出土数が少ないため明確な器面調整痕

の違いは認められなかった。次にＢ－ａ３ピットⅡ層出土の後期系土器胴部により、器面調整痕の先後関

係の把握を試みた（第29表）ｏ

第29表は、各調整痕を有する土器片の出土数が、層位ごとに占める割合をグラフにしたものであるｏ横

たい（第２'7'･８１～８８表参照）ｏ「ハ」及び「bZ｣調整痕は、『撫で痕』以前の『貝殻条痕』がみられ

るものであるｏこれは、口縁部においても胴部と同様に、貝殻を用いて士の掻き取りが行なわれたこと

を示すものであろう○
~一．－－－第２８表Ｂ地区ａｓピット出土後期系土器底部の器面調整痕による分類表
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第３０表Ｂ地区０２．４ビット出土後期系土器胴部の器面調整痕による分類表
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注．第２６表に準ずるｏなお、計の「赤粒」欄には分類不可を含まず○
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注．第２６表に準ずるｏなお、計の「赤粒」欄には分類不可を含まず◎

第３３表Ｏ地区ｋユ４．ユ５ビット出土後期系土器の器面調整痕に主る分類表
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５．移入土器について

本遺跡出土土器片のうち、他地域より移入されたと思われる土器片は、口縁部２片、胴部２片、底部

４片の合計８片が出土したｏこれらは沖綴貝塚時代の土着土器とは、器型・焼成・胎土等が明らかに異

なるｏその他に、移入土器片か土着の土器片か判別し難い口縁部が１片あり、一応との項でとり扱うこ

とにした（図版.妬､第朗図参照）。

図版.2ケユ（醗月図－４）は、Ｂ－ａＳピットⅡ層出土の丸口唇で外反した口縁の雲型土器であるｏ重

さは90牙、器壁の厚さは９．５，１であったｏ色調は全体として灰白色を呈し、口縁部に鋤黒色の煤らしき

ものが付着しているｏ混和材としては主に、０.ユーユ”程度の石英・角閃石等を含む○外器面には、外

器面を外反させるために調整されたと思われる『指圧痕』と、撫でによる『刷毛目痕』がみられる○『

刷毛目痕」を残す調整用具は不明であるｏまた、内器面にも『指圧痕』がみられる○

同図版ｊ－２は６地区表採の口縁部で、重さは１１１であるｏ胎土に「赤粒」を含む○また器面の保持が

悪く、器面調整痕はみられないｏ胎士・焼成・色調・器壁の厚さ（８”）において、上記の口縁部と類

似する○

同図版戸ＳはＯ－ｋﾕ4ビットより出土した胴部で、重さは40ツであるｏ器壁の厚さが９mmで、０．５～２

”前後の石英・角閃石等を含み、灰白色を呈するｏ同図版←ユ・２同様に焼成は悪く、また器面保持も

悪いため外器面の調整痕はみられないｏしかし、０－，５ビットより胎土・焼成・色調において、これと

類似する胴部がユ片出土し、との器面調整痕は内外両器面とも『撫で痕』であったｏ

同図版－４（第２Z図－２）は、Ｂ－ａ８ピットⅡｂ層出土の底部であるｏ形状は、上から下へすぼまり、

外底面部は中央がくぼみ脚台状をなすｏ底部の厚さは2.5”で重さは'7Ｗであるｏ色調は赤褐色を呈し、

混和材としては、ｏ,１～ｓ”前後の石英・長石およびその他の鉱物片である○

同図版戸５．６（同挿図－５．６）は共に茶褐色を呈し、ユーＳ”前後の鉱物操を多量に含んだ底部であ

るｏ前者は表採で、破損のため器型・底部の厚さは不明である○後者はＢ－ａ３ピットⅡｄ層下部の出土

であるｏ平底で底部の厚さ８．２C77z、重さ82牙である○との２片は、類例品が備瀬貝塚で報告されている

〔高宮，ユ968．Ｐ１２．１４〕ｏ

同図版←ワ（同挿図一ｓ）は、Ｃ地区表採の底部であるｏ破損のため器型および底部の厚さは不明で

あるｏ重さは４０１、色調は内器面が暗灰色、外器面が茶褐色を呈するｏ混和材としては石英を中心に、

長石・角閃石・黒雲母等が含まれているo‐

同図版６－８（同挿図－１）は、Ｂ－ａ３ピットⅣ層Ｏ～３０”深度出土である○復元口径29℃772できつい

外反の口縁をもつ髪型土器である。器壁の厚さは８”、重さユユＯ牙である。混和材は微細な石英粒等を

含み、色調は灰白色を呈すｏ焼成は良好で、本遺跡出土土器中最も堅級な土器片のユつである○器面調

整痕は『指圧痕』や『貝殻条痕』と、調整用具は不明であるが、繊維状のもので撫でられたと思われる

『刷毛目痕』がみられる○このような胎土・焼成・色調等の特徴を示す土器は、これまでに沖縄で報告

されていない○しかし器型は沖縄貝塚時代後期にみられる婆型の土器に類似するため、移入土器、特に

弥生系土器とおさえることは控えた○今後、十分な検討を加えたい○

－８'7－



4．土器小結

最後に土器整理を終了し、その成果と、今後の課題を述べ、さらにＢ地区ａｓピットⅣ層。Ⅲ層・皿

層の時期比定と移入土器の移入時期の設定を行ない結びとしたい○

前・中期系土器は、混和材を中心とした胎土分類により、第二群と第四群間の先後関係を除き各群間

の変遷過程は、大体押えられたｏ口縁形態は、断面が三角形の字座浜式やカマポコ状の土器が主体で

あり、これは奄美の先史土器Ｉ－ａ類（宇宿上層式土器）とⅡ－ａ類〔国分｡他，ユ95功に類似するよう

に思われるが、胎土は地域的な差異のためか大きく異なるｏⅢ層。Ⅳ層期の類例遺跡として地荒原貝塚

〔多和田・外間・嵩元，ユ962〕や平安名第二貝塚〔嵩元，ユ9'７８〕があげられるｏなお、本遺跡ではカヤ

ウチバンタ式肥厚口縁土器の出土は、稀であった。

Ⅳ層の土器は、大山Ⅲ類〔多和田・賀川，ユ959〕・有文宇座浜式土器が南側より集中して多く出土す

る傾向がある○無文宇座浜式土器については、Ⅳ層Ｏ～30”深度から増大し、Ⅲ層については口縁部の

出土が少なかったが、胎土の面から第五群が圧倒的であり、無文宇座浜式土器主体の層と考えるｏこの

ような層位的土器型式の変化は押えられるが、これを編年的な一線で区切り位置づけることは、今回土

器の形態的変化のみからは成り難かったｏ

これに関しては、他の人工遺物・自然遺物との関連、類例遺跡との比較検討を加え、今後総体的な文

化内容を把握した上で行なっていきたいｏ

後期系土器は、胎土・文様等からその層位的変遷・機能的特徴を把えることは困難であった○そのた

め、器面調整のあり方を観察することにより、その特徴の把握を試みた○しかし、従来若干の報告例を

除き、器面調整痕による土器分析は行なわれておらず、比較資料を得ることはできなかったｏまた器面

調整痕の資料化に多くの時間を費やしたために、その分析を十分に行なうことができず、したがって上

記の目的を明確に把握しえなかったｏこれらは、今後追加1資料を待つことにより、十分な検討を行な

いたいｏ

なお、『木目痕？』を有する土器片については、その様相から推察すると、それを残した調整用具は、

木本科の植物が妥当かと思われるｏすなわち、『木目痕？』を残す調整のあり方が弥生式土器にみられる

『刷毛目』に類似しており、この『刷毛目』については横山浩一氏の研究により、鉄による割板を土器

面にあててひきずった痕跡と判明しているとされる〔佐原，ユ9ﾜ6〕ことによるｏそれゆえ、『木目痕？』

を残す調整用具は、石器以外の鋭利なもの（例えば、鉄器など）に求められないだろうか○さらに、多

和田真淳氏は、渡久地洞窟〔多和田，ユ956〕や川田原貝塚〔多和田，ユ9虹〕より鉄津を採集しておられ

るとのことであるから、鉄器使用の可能性はなきにしもないｏしかし、本遺跡を含め沖縄貝塚時代後期

遺跡の包含層中より鉄器の出土例はなく、『木目痕？』を残す調整用具と鉄器とを直接結びつけるわけ

にはいかないｏ今後の課題となろうｏ

後期系有文土器は文様構成からみると、殆どが突帯文をなし、突帯上には刺突あるいは刻目が施さ

れていることから、具志原貝塚Ⅳ層出土の有文土器片に類似するｏしかし、本遺跡において有文土器片

の層中からの出土は少なく、Ｂ地区ａｓピットにおける有文口縁部が､出土土器口縁部(口唇部を有する

土器片）に対する割合は６％であり、著しく無文化が進んでいる○器型は髪型を主体として鉢型もみら

れた○また、壷型土器の層中よりの出土は、Ⅱｄ層上部からの１片のみであるｏⅢｃ層からは、口唇部

－８８－



第３６表前．中期系土器の掲載遺物胎土別一覧

－８９－

注･ユ琉大考古学研究会採集の未発表資料。

に山形状の突起を有するフェンサ下層式土器２片が得られたｏこれらのことからⅡ層の主体をなす時期

は熱田貝塚からフェンサクスクの形成期に比定されると思われる○

なお、今回は整理作業の第一段階として出土土器片を前ｂ中期系と後期系土器とに大別したことおよ

び両者を異なる分類規準で観察したことにより、Ｉ層からⅣ層まで一貫した土器の変遷過程（両者の結

びつき）を辿ることができなかった○また整理作業の容易さにむけて、各土器片の出土地点を押さえる

ことに注意を怠り、その出土地点ごとの出土状況を把握することが不可能になった。したがってＢ－ａ８

ピットにおける各層ごとの定量的観察のみを行なわざるを得なかったｏともに今回の反省点である。

移入土器（弥生式士器？）の層中からの出土は前述した』負うに、３片で全てⅡ層からの出土である。

すなわち、本遺跡における移入土器の登場時期は、熱田貝塚からフェンサグスクの形成期に至るといえ

る○しかし既述のⅣ層Ｏ～BOC77z深度の土器片の検討如何によっては、本遺跡における移入土器の登場時

期は、沖繍貝塚時代・前～中期に遡る可能性が考えられよう。

以上、第一以調査出土土器について記述してきたが、第二次調査ではＢ地区ａｓピットⅡ層から注目

すべき土器が得られた（図版.24-9.との土器も含め第二次調査土器については前記したように、次回

に行ないたい○

なお、出土土器の作図にあたっては、器面調整痕の状態をよりよく示すために、若干の記号を用いた

（例言一ﾕo参照）○また、断面図の傾きについても、確かなものは断面の口唇から内側に向けて実線を

付し、判然としないものは、当該土器片の形態および従来の研究成果より推測することにより求め、断

面図と平面図の中位に実線を付したｏ断面図のみのものも後者と同様である○さらに、土器製作過程に

おける粘土板の接合状態についても、それが判然としたもののみを断面図に一点鎖線を付し、示したｏ

胎土 挿 図
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第19図Ｂ－ａＳピットⅡ層出土後期系土器実測図（２）
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第５章渡喜仁浜原貝塚の石器・石製品

予備調査や一次●二次の発掘調査で出土した石器は、総数206点に達したｏ得られた石器のうち、形

態がおおむね把握できたもの]_１４点、小破片のためあるいは不定形なため形態が把握でき友かつたもの

92点であったｏ本稿では、形態が把握できたものについて記述し、把握できなかったものについては概

説するにとどめたい○

出土した石器はその機能と形状から、石斧状石器類・擦石類・敵石類・石うす（石皿）．砥石？、石

錘？・ナイフ状石器･石錐●スクレイパー・皮なめし用石器？等に分類できたＯその他パイプ状の石製

品や未製品等が出土した○

石器の材質は火成岩。変成岩・堆積岩に大別されたＯ火成岩は、粗粒玄武岩･斑栃岩の２種類、変成

岩は、結晶片岩．チャートのＢ種類、堆積岩は、砂岩●藤岩・石英斑岩●琉球石灰岩の４種類であったＯ

さらに、結晶片岩は黒色片岩。緑色片岩等に、砂岩はアルコース砂岩●粗粒砂岩･中粒砂岩･細粒砂岩

･ワッケ砂岩．喋質砂岩。変成した砂岩･石灰質砂岩等に細分できたＯしかしながら、本稿では石質と

形態との関係の把握に一主眼をおいたので、挿表などでは統計処理上、上記のような石質の細分をおこ

なわなかったところが多いｏそのため、報文中の石質の呼称では、総称的な表現と具体的･個別的な表

現とが混在している○

遺物の観察はふたつの視点からおこなったｏひとつは、機能的観察で、石器の使用痕の観察を通して

機能の推察を試みた○他方は、型態的観察で、遺物の個別的な形状の観察を通して、機態との連関を探

ってみたｏ

遺物はまず機能上の分類をおこない、機能的名称で呼称することを原則とした○次に形状の類似によ

る分類をおこない、型態名を付して呼称したＯ従来の石器報文においては、機能的名称と型態的名称が

不用意に混在しているものがあり、石器名称からくる語感と石器の機能的理解との間に甑酷をきたす場

合があったｏそのような反省を踏まえて本報告では、従来形状で称されていたものを－部機能的名称に

改めた○たとえば、磨石を擦石とし、石皿を石うすとしたＯまた、機能的にまだ理解されていない石器

は型態的名称で称した○

記述にあたって、いくつかの用語の使い分けをおこなったので留意されたい○ひとつには、「形態」

と「型態」とを使い分けたｏ前者は機能上の分類をさし、後者は形状の類似による分類をさす○また、

使用痕もその形状によっていくつかに分類し、次のように用語を使い分けた〔注・ユ〕○

（ア）部分的使用痕

①擦痕摩擦力により生じたとおもわれる擦過痕で、器面に条痕となってあらわれる○整形痕（

調整痕）との区別がつけにくい○

②擦りへり痕前後方向の押圧摩擦力で形成されたとおもわれる○滑らかな平坦面をなす○

⑤環状擦痕ある一点を中心にひねるように押圧力を加えて形成されたとおもわれる○同心円状

に形成された擦痕である○

④研磨痕摩擦力により形成されたとおもわれるＯ滑らかな曲面をなすＯ

⑤線状痕石斧などの刃部に生じる線状の条痕で、打撃力によって生じるといわれている○条痕

－９９－



挿図の表示法について

挿図（第28図～第３２図）は次のような注意をはらい作図した○輪郭線＝太い実線、破損面＝中太実線、

小隆起＝細い実線、明確な稜線＝一点鎖線、不明確な稜線＝二点鎖線、敵打痕＝点描の集中、擦痕・環

状擦痕＝細い実線又は短線、研磨痕＝無表示（空白部）、自然面＝隙間の多い点描、ゆるやかな起伏・

溝＝点線ｏなお、輪郭線内の空白が作図の全面におよぶものは断面図であるｏ但し、妬ﾕＯ４・ユＯ５の断

面図中には空間部を斜線で示してある○

石器の計測部位について

石器観察にあたって、石器各部の計測をおこなったｏ計測部位は次に示すとおりである○

一石器の計測部位一

平面形梢半円状磨石

§
さ

円盤状擦石

高石…うす

畠
＆

卵状敵石さ

一ユ００－

●
％４

珊
守！

‘,jノ
長
軸

短
軸 Ｃ９●

､心鐸:望

長軸 短軸

さ

は同一方向に形成される場合が多いｏ

⑥打痕敵打によって生じたとおもわれるあばた状のおうとつ面であるｏ整形痕との区別が困難

な部分もある○

⑦剥離痕打撃力によって生じたとおもわれる打ち欠き痕である○

⑧刃こぼれ石斧などの刃部に生じる剥離痕ｏ

（イ）全体的破損

打撃力などにより勇断されたりするなど、その石器の機能維持に支障をきたすほどの破損をう

けることｏ

これらの使用痕がいかなる力学的作用の下に形成されたかは未解決の問題であり、このような概念区

分自体とれから検討されるぺきものであるｏこれらの使用痕概念は、渡喜仁浜原貝塚出土の石器の機能

をできるだけ帰納的にとらえるため分析した結果にすぎないｏ

さ
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第３７表渡喜仁浜原貝塚出土石器一覧表
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ﾕ．石斧状石器類

石斧・石斧に類する石器・ビラ型石器などを一括して石斧状石器類としたｏ石斧に類･する石器とは、
刃部を欠失するため石斧として断定できず、石のみなどの可能性が考えられるものや、型態上石くわな
どの機能面が考えられるものなどである○ビラ型石器は、石斧以外の機能として論議の多いところであ
る〔国分，ユ９７２〕○

石斧状の石器類は、総数24点出土した○これは分類し得た石器中瓢.ユ筋を占めているｏ完形品は４点
で、残りは何らかの全体的破損をうけていた○

石質は５種類よりなり、それぞれの出土点数とその占める比率は第３８表に示したｏ
石材の選別からみた特徴は、石材の種類が多岐にわたって

いることと、出土した火成岩・変成岩のほとんどが石斧状石第３８表石斧状石器類石質組成表
器類として用いられていることであるｏ粗粒玄武岩・斑栃岩

の２種は本石器類にのみ出現し、結晶片岩は他にナイフ状石

器･砥石？として使用されているｏ本石器類の主体となる石材

は狸.６錫を占める砂岩類だが、これらは他の石器類でも主体

的であるｏ火成岩・変成岩における各石器類の出現率をみる

ならば、これらがより石斧状石器類として選別される傾向が

大きいといえる○とりわけ、結晶片岩の需用は高かったとい

えよう○

成因｜石質｜点数|比率(%）石質｜点数

悪|蕊限
粗粒玄武岩

斑栃岩

結晶片岩

砂岩類

有津喋岩

３
２
８
０
１
１

一石斧状石器類の断面形態分類一

遇
“

なお、石器の各覧表中、擦石の法量の見出しで長軸・短軸とあるのはそれぞれ長さ・幅に相当し、ど
ちらも最大長・最大幅を測定した○石うすの表記においては、鉛直方向の最大値を高さとし、水平方向
の最大長を長径、最短長を短径と表現したｏまた、各石器の一覧表中、法量の項で()付の数値は破損を
うけている部位までの値を示しているｏ

エ
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二次に層位的出土状況を概観してみたいｏＢ－ａ８ピットにおいては､Ⅱ層右Ⅲ層。Ⅳ層の各層位からそ

れぞれ２点ずつ出土したｏ貝塚時代後期相当のⅡ層と、貝塚時代前～中期相当のⅢ。Ⅳ層との出土比は

ユ：２である○また、Ⅲ。Ⅳ層出土の石器はいずれも結晶片岩であった○

本石器類は長さ（大きさ）と型態的特徴から、おおむね次の５類型に分類できた〔注。２〕○

ａ：特殊大型石器，ｂ：大型石斧状石器類（ﾕ5Ｃ７"以上），Ｏ：中型石斧状石器類（ﾕOC77z～ﾕ5Ｃ７"未

満），ｄ：小型石斧状石器類（６”～ﾕO”未満），ｅ：ビラ型石器類

また、断面型態からは、前図のように９種類に分類できた○

Ａ：断面楕円形で、円筒斧状をなすＯ

Ｂ：角のとれた方形をなす○

ｏ：厚みのあるレンズ状断面をな･す○

Ｄ：Ａよりやや偏平な楕円をなし、側面に不明瞭な稜線をつくるｏ

Ｅ：角のとれた厚みのあまりない長方形をなすｏ定角式に属する○

Ｆ：Ｏよりも薄手のレンズ状断面をなすＯ

Ｇ：平坦な側部をなすレンズ状断面で、これも定角式に属しようｏ

Ｈ：ごく薄手の偏平な断面をなし、側部は平坦であるｏ

工：角のとれた三角形をなす○

特殊な大型石器妬ユは大型の粗製石器で、全面を敵打による整形後、研磨を全く施さずに使用

されている○勢断面付近には深い扶りがみられるｏ刃こぼれが著しい○石質は有津喋岩で脆弱であり、

型態的にも特殊であることから、石斧としての用途には疑問である○本石器はクワ的な機能をもつもの

と想起せられたが、刃こぼれ以外の部分的な使用痕が判然としないことや、他に類例品の出土がないこ

となどから、本石器の機能を断定するには至らなかったｏ

大型石斧状石器類妬２．３は断面Ａ類で、楕円筒斧の一部とおもわれるｏ妬ｓは形がよく整っ

ており、研磨も良好である○妬４は断面Ｂ類で方柱状をなしているｏ研磨は悪くやや粗面をなす○これ

らはいずれも胴部中央付近で勇断されているため、大型としたのは推定長である○

中型石斧状石器類妬５は断面Ｄ類の両刃石斧であるｏ形が非常に整っており美麗であるｏ良好

な研磨が全面に施されている○側部には不明瞭な稜線が数条認められるｏ同様の石斧が東ハンタ原遺跡

から出土している〔琉球大学歴史研究会，ユ967〕ｏ妬６は頭部が山形をなす偏平な石斧状で、断面ｎ類

である○側面は多面的な研磨がなされ、数条の稜線が認められるｏ妬ワは断面Ｄ類で、両面が研磨され、

側面は敵打による整形痕が顕著である○妬８は側部に稜線があり、断面が定角的な形状を示す○多くの

擦痕が胴部に観察された○妬９は断面Ｅ類で携型をなす○研磨は片面と片側面のみおこなわれるｏ同様

の石器が巣飼原遺跡から報告されている〔新田，ユ9嘘〕ｏ妬ﾕOは断面０類の粗製石斧で、全面に敵打に

よる整形痕を残したままである○妬ﾕﾕは断面Ｂ類で中央付近に扶りがあるｏ妬ﾕ8は断面Ｉ類で側部に稜

線が観察された○妬ﾕ9は側部に稜線が観察されることから断面Ｇ類に属するとおもわれるｏ

小型石斧状石器類施廻・ﾕ4は断面Ｆ類の完形石斧で両刃であるｏ妬ﾕsは長軸方向に反り返りが

みられ、刃部は片よって形成される○妬ﾕ５．ユ６．ユワは断面Ｇ類で定角式である○ﾉﾘZu5は刃部と胴部の境

界がはっきりしない○これらは、いずれも両刃石斧である○

,_〆｡
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ビラ型石器ビラ型石器は、緑色片岩製のものが２点出土した○どちらも断面Ｈ類に属するが、

妬班は片面が小丘をなしているｏﾉﾘZi2ﾕは片刃で刃部のみ研磨されるｏ聡22は刃部へ向かうにつれ厚さは

薄くなり、幅も小さくなるｏそのため刃部は非常に鋭利になっているｏ

これらの本石器類の大部分は何らかの全体的破損をうけていたため、勇断方向を観察する機会を得たｏ

その結果、次のろ方向におおむね勇断されていることがわかったｏ

（ユ）胴部中央付近から短軸方向へ勢断されているものｏとの種が最も多いｏ

（月）刃部付近から垂直に叉は斜向して勇断されるもの。

第３９表石斧状石器類一覧表

石器

番号
地 タ点 層位名 深度（”）

法量（”・牙）

長さ 幅 厚さ 重量
石質

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
Ｓ
４
５
６
７
８
９
０
１
２
Ｓ
４

１
１
１
１
１
１
１
工
１
１
２
２
２
２
２

０－ｋユ４

０ 地区

Ｃ－ｋユ５

，

〃

地区

Ｂ－ａ８

〃

〃

ロ
母
【
。

、
，
ａ

一
一
Ｂ
Ｂ

〃

［
。
【
○

Ｚ
ａ
一
一
Ｂ
Ｂ

０ 地区

〃

〃

Ｂ－ｄ２

０－ｋユ５

３
２
４
３

ｂ
ｂ
ａ
ｄ

一
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

０． 地区

〃

Ｂ－ａ４

黒褐色士層

淡黒褐色土層

石灰岩喋層下部

黄褐色混土喋層

混土貝層上部

石灰岩喋層下部

淡黒褐色土層

淡黒褐色土層

耕作土層

黒褐色土層

耕作土層

黒褐色土層

耕作土層

黒褐色土層

Ⅱa層６５

Ⅳ層Ｏ～ｓｏ

Ⅲ層２０～４０

皿b層８０～ユ００

Ⅱd層１３０～ユ６０

Ⅲ層２０～４０

Ⅳ層

Ⅳ層８０～６０

Ｉ層

層
層
層
層

ａ
ａ

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ

Ⅱa層

(ﾕ4.4）

（9.9）

（９.ﾜ）

（9.9）

ユ２．５

（6.2）

(ﾕo､７）

（9.3）

(ﾕ0.0）

(ﾕo､７）

(ﾕ0.5）

（4.9）

9.8

８．６

１
Ｊ
１
７
７
７
１
Ｊ
１
Ｊ

５
４
６
ワ
９
０
０
８
７
９

Ⅸ
６
４
６
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
９

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

9.ユ

5.8

(6.0）

５．９

５．６

(5.9）

４．８

５．８

3.0

８．５

(ａ９）

４ユ

３.ユ

2ｓ

Z､５

3.ユ

(5.9）２．６

４．８２．５

4.6５．８

(5.0）（3.0）

4.6２.ユ

４．４ユ.６

4.2１．５

4.3１．８

5.0（ﾕ.5）

(4.8）（8.0）

(6.0）

(8.5）

(4.5）

(3.9）

(4.ﾕ）

(3.6）

(１．6）

(2.4）

１．６

(ﾕ.2）

１．５

2.6

２
２
４
０
９
２
６
２
２
６
３
２
０
１
５
０
４
７
３
ｓ
０
８
５

ｓ
５
ワ
０
４
２
６
４
２
６
９
８
４
０
９
９
５
０
２
６
４
６
２

４
３
３
４
３
１
１
２
２
１
２
１
１
１
１

〕
石
山
石
山
石
山
石
山
石
山
石

武
砂
斌
片

洲
栃
雌
粒
粒
晶

有
斑
粗
粗
粗
結

'〃

〃

変成した砂岩

結晶片岩

アルコース砂岩

結晶片岩

粗粒玄武岩

変成した砂岩

〃

〃

〃

結晶片岩

変成した砂岩

斑栃岩

結晶片岩

〃

変成した砂岩

〃



（３）刃部から頭部へかけて厚さを切る方向へ勇断されるものｏ

胴部中央付近から勇断される場合、その近くに扶りが観察されることが多かったｏたとえば妬ユ・９

・ユ４．ユ5には両側部に、妬２．ｓには片側部に扶りが観察されたＯ

頭部には妬２．率を除く他のものに打痕がみられ、中には強打により一部剥離痕を残すものもあった。

これらは刃部を対象物にあて、敵石等で頭部へ打撃を加えて使用したことの証左でもあろうか〔注ｓ〕。
また、石器型態と断面の形態には相関関係がみられたｏ大型石斧状石器類は断面Ａ、Ｂ類、中型石斧

状石器類は断面Ｂ・Ｃ。Ｄ・皿類、小型石斧状石器類は断面Ｆ・Ｇ類を呈していたｏビラ型石器は断面

Ｈ類であった○

2．擦石類

使用面に擦痕や擦りへり痕、使用による研磨痕などが観察されるものを擦石類としたｏ擦石は敵石と

兼用されているものが多く、その類別がはっきりとできたわけではないが、主たる使用状態により両者

を区別した。また、縁部が打痕により形成されない擦石、打痕により形成される擦石として全体を二分

し、型態との連関も調べてみたｏ

擦石類は総数5ﾕ点出土した。これは分類の対象とした石器中坐.７冊を占めている。とのうち、縁部に

打痕を有する擦石20点、縁部に打痕を有しない擦石26点、不明叉は未製品５点であったｏしかしながら、

分類の対象としなかった石器片92点のうち、擦痕や研磨痕を伴うものがかなりあり、擦石の出土点数は

さらに増加するものとおもわれる○

石質は３種類よりなり、砂岩：４５点（88.2冊），石英斑岩：３点（5.9儲），琉球石灰岩：８点（5.9

筋）であった。明らかに砂岩が擦石類の主体であり、とりわけ硬質の変成した砂岩が最も多かったＯ

Ｂ－ａｓピットにおいては総数22点出土し、各層位における出土状況は第８７表に詳しい○

擦石類は型態より楕円体状・方柱状・小円盤状・セッケン状・円盤状・三角柱状・円柱状・平面形稽

半円状・その他に分類できた○

Ａ・縁部が打痕により形成されない擦石

楕円体状擦石妬25～３４までが属するｏ妬25はティピカルなタイプで、三軸方向とも紡錘状の楕

円形をなすＯ側面に若干の自然面を残すが上下面とも光沢を放つ程研磨痕が発達している。一方の頂部

方向からの打撃で大きな剥離痕をのこすｏ妬26は中央に浅い盲孔がうがたれ小丘をなす。盲孔は直径ﾕ.４

”．深さＭＣ７，zであるＯ蝿2ﾜは側部が打痕で形成される部分と擦りへり痕で形成される部分に分離され、

はっきりとした使いわけがみられたｏ服28は厚みのある石器で、厚みを切る方向に大きく勇断されてい

るｏ妬Z9は両頂部から打撃をうけ一部剥離した後、片方の剥離面は研磨痕をのこしている。妬soは片面

が平坦面をなし、擦りへり痕が発達している。

楕円体状擦石は三軸方向とも長楕円形または角のとれた方形をなし、側部は明確な稜線で区画されず

なだらかに形成されるＯ上下面はよく研磨されているのが多く、擦痕や擦りへり痕などが観察され、盲

孔を伴うことがある○両頂部や側部には打痕や剥離痕が形成される場合がある。大きさはほぼ一定して

おり、手に握りやすい大きさであるｏこれらのことから本石器類は擦石としての機能を果すにとどまら

－エ０６－
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第４０表擦石類一覧表

石器

番号
地点 層位名 深度（”）

法量（”・の

長軸 短軸 厚さ 重量
石質

５
６
ワ
８
９
０
１
２
８
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
３
８
３
３
３
３
ｓ
３
８
８
４
４
４
４
４
４
４
４７

８
９
０
１
２
３
４
５

４
４
５
５
５
５
５
５
５６

Ｂ－ａＳ

ｃ地区

Ｂ－ａＳ

０－ｋユ５

Ｂ－ａ３

〃

〃

o地区

Ｂ－ａＳ

〃

ｏ地区

Ｂ－ａ４

ｏ地区

〃

〃

Ｂ－ａＳ

〃

ｃ地区

〃

〃

Ｓ
８
ｂ
ａ
一
一
Ｂ
Ｂ

〃

〃

〃

〃

０－ｋユ５

Ｂ－ａＳ

ｏ地区

〃

Ｂ－ａ４

Ｂ－ａ８

黒褐色土層

黒褐色土層

混土貝層上部

〃

淡黒褐色土層

混土貝層下部

混土貝層上部

黒褐色土層

淡黒褐色土層

〃

黒褐色土層

淡黒褐色土層

黄褐色混土喋層’
混土貝層下部

耕作土層

黒褐色士層

黒褐色土層

黒褐色土層

淡黒褐色土層

Ⅱａ層Ｏ～8０

Ⅱａ層６０～８０

Ⅱｄ層ユ３０～ユ６０

〃

Ⅳ層Ｏ～８０

Ⅱｄ層ユ60～ユ８０

Ⅱｄ層ユ３０～ユ6０

Ⅱａ層

Ⅳ層６０～９０

Ⅳ層ユ２０～ユ5０

Ⅱａ層Ｏ～２０

Ⅳ層９０～ユ２０

Ⅲｂ層８０～ユＯＯ

Ⅱｄ層ユ６０～ユ8０

I層

Ⅱａ層６５

Ⅱａ層Ｏ～８０

Ⅱａ層

ユ４．９

(ﾕ4.5）

(ﾕ4.5）

(ﾕ8.5）

ユユ.９

Ｊ
１
１
１
１
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
２
４
６
７
４
７
０

８
ａ
賊
Ⅸ
ａ
９
６
９

く
く
く
く
く
く
く
く
9.6

(ﾕ9.6）

(ﾕo､s）

（ｗ７）

（９．７）

(ﾕo・ﾕ）

（8.9）

（4.4）

（6.6）

（6.6）

（8.3）

（5.5）

（'72ｓ）

（6.8）

Ｉ７Ｌ９

ｇｏ､4）

Ⅳ層Ｏ～８０１(ﾕ1.5）

９．２

]_0.3

９．３

９．８

９．０

（8.6）

'7.ワ

(]o､4）

（9.6）

（9.9）

'7.6

（5.9）

'7L９

６.ユ

(廻.o）

（9.2）

（8.8）

（6.5）

（8.5）

（8.2）

（9.5）

（８.ﾕ）

（6.2）

（'7Ｂ）

（Ⅸ4）

8.8

（２.ﾜ）

'１２６

，７%４

（６．s）

５．４

４．６

５．０

(4.ﾜ）

(5.2）

５．０

(3.6）

(5.5）

(2.4）

(2.8）

４.ユ

５.ユ

８．８

４．４

6.4

(8.5）

(2.9）

(2.o）

(8.8）

(1.s）

３．６

(2.9）

(7.ｏ）

(4.5）

(2.8）

2.0

(4.ﾕ）

3.9

(3.o）

5.2

ユ,０４５

８３０

ユ,ユ0２

恋
恋
側
細
伽
率
細
嘩
畑
ユ,ユ6０

3８３

１，７８０

畢
麺
亜
細
亜
加
血
墾
罪
正
麺
亜
唾
迦
翠
唖
型

変成した砂岩

〃

砂 岩

〃

〃

〃

変成した砂岩

〃

砂 岩

〃

変成した砂岩

〃

〃

四
石
］
石
山
石
山
石
山
石
］
石
山
石

砂
灰質
石
斑
斑

灰
球

英
英

石
琉
砂
石
砂
石
砂

〃

〃

変成した砂岩

〃

砂 岩

細粒砂岩

変成した砂岩

〃

〃

〃

砂 岩

変成した砂岩



ず、敵石その他の多角的な利用法があったと考えられようｏ

方柱状擦石妬８５．３６は直方体状の擦石である○妬85の両側部には浅い扶りがある。妬8γは角の

とれた方柱状をなし、片面はほとんど円柱状の弧をえがいている。妬88は平面形をなすが長軸方向の断

面がクツ型をなしている。

その他の擦石妬８９は大型の石器片で、片面のみ研磨され側部や裏面は整形痕をのこし粗面を呈

しているＯ研磨面は平坦である○妬40は大型の円盤状の擦石で縁部に打痕は形成されない。研磨面はゆ

るやかな曲面をなす○との２点は大型の研磨痕を伴う石器である。もし、擦石が手に持って使用_せられ

るならばとの２点は手にあまる程大きいので擦石とは考え難く、他の機能を想定する必要があろう。妬

型～52の石器はいずれも小破片のため全型を推察し難いもので、縁部が打痕により形成されないもので

ある○

B・縁部が打痕により形成される擦石

小円盤状擦石妬53.54は縁部が打痕により形成された擦石であるｏ妬54はそのティピカルなタ

－ユＯワー

石器

番号
地点 層位名 深 度（”）

法量（α刀● 牙）

長軸｜短軸 厚さ 重量
石質

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
ワ
８
９
０
１
２
８
４
５

５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
ワ
ワ
ワ
ワ
７
７

ｏ地,区

Ｂ－ａ３

〃

〃

０－ｋユ５

〃

B－ａ８

０ 地区

Ｂ－ａＳ

〃

Ｂ－ａ４

０ 地区

淡黒褐色土層

石灰岩喋層下部

淡黒褐色土層

混土貝層上部

混土貝層上部

黒褐色土層

Ｂ－ａｓｌ混土貝層上部

ｏ地区

〃

〃

〃

Ｂ－ａ４

ｏ地区

ｌ
ｌ

ｏ
ｌ
り

黒褐色土層

０
０
６
４
－
－
０
Ｏ
Ｓ
２

服
鵬

1V層ｇｏ～ユ2０

Ⅱｄ層ユ３０～ユ6０

Ⅱｄ層１３０～１６０

Ⅱａ層

(ﾕ8.4）

]_０．６

（9.5）

(］8.8）

(皿.g）

8.2

（8.9）

（9.2）

（8.5）’（5.4）

7.8

８．９

'7'､０

５．５

9.8９．１

１８．９９．６

Ⅱｄ層ユ３０～１６０１（ｎ.9）

Ⅱａ層

一

]-0.ユ

(１５．７）８．８

(14.8）

ﾕ8.8

（2.4）

(ｎ.9）

（6.5）

]０．５

ﾕ8.ｓ

(ﾕﾕ.2）

（'ｚ９）

ﾕﾕ.８

ｓ
ｏ
６
０
０
８
５
９

３
０
５
３
５
８
４
０

６
５
２
１
２
５
６

０
０
８
２
２
８
０
２
５
８

８
９
７
５
４
０
４
８
５
０

８
Ｏ
ワ
０
６
６
７
１
２
８

９
９
９
９

１
１
１
２

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ
７
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
４
２
８
ワ
８
８
４
１
０
８
８
２
３
１
２

●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

３
４
３
４
７
６
５
７
６
６
８
２
８
５
８
６

く

く

く

く
く
く

く
く

変成した砂岩

砂岩

アルコース砂岩

砂 岩

〃

変成した砂岩

〃

砂 岩

琉球石灰岩

変成した砂岩

琉球石.灰岩

藤質砂岩

石英斑岩

変成した砂岩

〃

〃

ワッケ砂岩

変成した砂岩

〃



イブで、上下面と縁部が明確な稜線でしきられ磨痕部と打痕部の機能的分化がみられる。上下面はやや

膨らみ小丘をなしている。

その他の擦石妬56は型態的には楕円体状擦石に類するとおもわれるｏ縁部が明確な稜線でしき

られ打痕により形成されているｏ妬5'7は大型の円盤状の石器で、縁部には明確な稜線はないが、打痕

で形成されるｏ型態は妬40に類似するｏ妬58は縁部の一部に打痕が形成され、平面形がやや円形をな

す擦石であるｏ打痕に接続する両平面部には擦りへり痕が観察されるｏ断面型態は複雑であるｏ妬59～

６８は形状不明な縁部に打痕を伴う擦石類であるｏ施包は小円盤状擦石に類似するものであろうか○妬６８

は打痕部と磨痕部との境界ははっきりしているが稜はなさない。研磨の度合いはかなりよく、光沢を放

っている

妬64～66は型態的には敵石の範祷に属するものであるが、最終的な機能が擦石として用いられている

ため一応擦石類として扱ったｏ聡64は丸みのある三角柱状で､底部の三隅には打痕が発達している。頭部

を除く四面は擦石として使用されている。頭部は丸みを帯び不明瞭な稜線で他面としきられる｡一時期敵

石として用いられ打痕を形成した後、それを打ち消すように磨痕が重なって形成されているｏ妬65は琉

球石灰岩製の円柱状擦石である。胴部中央に大きな盲孔がうがたれている。盲孔の大きさは、直径ｓｏ”

。深さ５mmであるｏ底部は擦りへり痕が発達し、平坦な面をなすｏ頭部には敵打痕が観察されるｏ妬６６

は自然石利用の石器で型態的には自然石利用の敵石類に含まれるべきものである。使用痕は底面にのみ

存し、一度敵打痕を形成したのち研磨痕が折り重なって形成される。他はすべて自然面で一切の整形痕

をのこさない○

妬6'7は円すい状の石器で、頂部に打痕と剥離痕が発達し、底部に若干の磨面がみられる。琉球石灰岩

製で妬65に類似するｏ
●●

平面形梢半円状磨石平面形が半円状をなし、短軸方向の断面が卵形をなす大型石器で、全形が

〃むきみかん状〃を呈する。本石器類はすでに高宮麿衛氏によって注目され、擦石としての用途の他石
杵や凹石としての機能が推定されている〔高宮，1960〕○なお、名称は高宮氏に倣った○本石器類は総

数８点出土したｏ

石質は２種類で、砂岩類・石英斑岩よりなっているｏとりわけ変成した砂岩は５点出土し、本石器類

の中心をしめているｏ層位中より出土したのは２例で、いずれもⅡ層一貝塚時代後期相当の出土であっ

たｏ

妬68はティピカルな石器で完形品であるｏ底部中央の両脇に扶り状の凹みがあるｏまた頂部中央の両

脇にも扶りが形成されるｏ使用による研磨面はみあたらず、擦りへり痕もないｏ全面が敵打により整形

された後、かすかに研磨を施し整形を完成させているｏ使用痕は縁部から底部へかけて打痕のみが確認

されたｏ妬69は縁部から底部にかけて、打痕が発達しているｏ擦りへり痕は観察されないｏ妬'70は底部

がストレートな面で形成され､.擦りへり痕が発達しているｏ縁部には打痕が多くみられるｏﾉﾘ５ｍは縁部方

向からの打撃で勇断され大きく破損しているｏ妬７２はひとまわり大きな石器で底部に擦りへり痕が斜向

して形成されるｏこれも縁部方向からの打撃で破損を受けているｏ施弼は縁部に打痕の観察される剥片

であるｏ妬７４は底部に打痕が観察されるｏ妬'75は底部が平坦な面で形成され擦りへり痕が観察されるｏ

頂部は丸みを帯びているｏ

本石器類は縁部・底部が打痕により形成されるものと、縁部が打痕、底部が擦りへり痕により形成さ

一ユ０８－



5．敵石類

使用面が敵打痕のみにより形成されている石器は総数ﾕ7点出土したｏしかしながら擦石類として分類

したもののうち、緑部に打痕を有する擦石のように敵石として機能するものを含めるとその総数はさら

に増加するｏ敵石類は分類の対象とした石器のうち]4.9冊を占めている○

石質はすべて砂岩類であったｏとりわけ変成した砂岩はﾕ2点（'70.6妬）を占め、敵石類の主体をなし

ているＯ

Ｂ－ａＳピットにおける層位的出土状況は、Ⅱ層……５点、Ⅲ層．．…．Ｏ点、Ⅳ層……ユ点で、Ⅱ層に集

中していたｏまたⅡ層のものは５点中４点までが自然石利用の敵石であったｏ

敵石類は型態的特徴から、球状敵石・卵状敵石・塊状敵石･自然石利用敵石。方柱状敵石の５型態に

分類できた○

球状敵石妬７６は完形品で全面に敵打痕が観察されたｏ８箇所に直径５１ｍ程の円状の擦りへり痕

がみられ、そのうちのユ箇所を中心に同心円状の擦痕が形成されている。これは擦りへり痕を中心に、

第４１表敵石類一覧表

－ユ０９－

れるものとに二分されたＯまた縁部より打撃を受け、剥離痕をのこすのが多くみられたｏ

石器

番号
地点 層位名 深度（”）

法量（

長さ 幅

CW7●

厚さ

'）

重量
石質

６
ワ
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

ワ
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９

［
。
風
）

ｅ
ａ
一
一
Ｂ
Ｂ

o地区

〃

〃

Ｃ－ｋユ５

〃

〃

Ｂ－ａ３

〃

Ｂ地区

｛
己
”
。
【
○

ａ
Ｃ
ａ

一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｃ－ｋ１４

Ｂ－ａ８

D地区

黒褐色土層

黄褐色混土喋層

淡黒褐色土層

混貝土層

混貝土層

黒褐色土層

混土貝層上部

黒褐色土層

Ⅱａ層ｓｏ

Ⅱｂ層８０～ユOＯ

Ⅳ層９０～ユ2０

Ⅱｃ層ユＯＯ～ユ3０

Ⅱｃ層ユＯＯ～ユｓｏ

Ⅱａ層２ｏ～ｓｏ

Ⅱｄ層ユｓｏ～ユ6０

Ⅱａ層Ｏ～８０

）

）

）

）

）

）

９
７
６
ワ
２
１
１
８
８
ｓ
７
８
７
３
７
局
３

６
ａ
Ｑ
ａ
Ｑ
ａ
Ⅸ
ａ
ａ
Ｑ
Ｌ
ａ
＆
ａ
Ⅸ
８
９

１
１
１
１
１

く

く

く

く

く
く

ｊ
ｊ
１

Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ

８
４
５
４
１
６
８
４
９
５
２
７
０
０
６
７
８

５
５
５
ａ
且
Ⅸ
ａ
ａ
ａ
Ⅸ
ａ
兇
＆
Ⅸ
ａ
ａ
ａ

く
く
く

く
く
く

く

，
，
ｊ
ｊ

６
４
２
８
８
８
５
２
０
５
ワ
２
４
１
ｓ
ｏ
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
’
●
一
●
●
●
●
●
●

５
８
４
２
４
６
６
５
４
４
４
５
５
５
５
５
２

く
く
く
く

２
０
４
５
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
５
ｓ
２

０
５
ワ
γ
６
０
１
１
２
８
０
６
４
１
８
０
９

４
１
３
２
６
４
５
１
４
５
５
８
８
．
３
８
月

砂岩

変成した砂岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

粗 粒砂岩

砂、岩

〃

細粒砂岩



ひねるように押圧力を加えたために生じた回転擦痕とおもわれるｏ施押はおよそ半分が欠失しているが

ほぼ球状をなすとおもわれるｏ面が不明瞭な多くの稜線でしきられ、多面体的な型態をなすｏ中央に径

ﾕ8mm・深さ２”の盲孔がうがたれているｏ盲孔の周辺には打痕は発達していない○

卵状鼓石妬７８は全形が卵状を表す石器で、両頂部に打痕が発達するｏ一部に両頂部を結ぶよう

に打痕をなすｏ敵石としてはもっとも手に握りやすい型態であるｏ施灼は小片であるが妬'78に類するも

のとおもわれるｏ頂部に打痕が発達し、側部は良好な研磨が施されている○妬８０は型態が角のとれた三

角すい状をなすが、使用面の位置や使用方法等を考慮すれば卵状敵石の部類に属しようｏ使用面には大

きな剥離痕が生じているｏ

これらの石器はいずれもアルコース砂岩製で、長軸方向の加撃で勇断、叉は剥離を生じているｏ

塊状敵石妬ａ～84が属する○全形が不定形を多面で構成され塊状をなすｏ敵打痕の発達は著し

く、主に両端ｚ箇所に形成される○本類は擦石と兼用されるのが目立ったｏ妬皿は一面が平坦な面に形

成され、擦石としての用途も大きかったとおもわれるｏ妬89.83は両打痕部を結ぶように勇断される○

妬84も打痕部から勇断されるｏ

自然石利用敵石妬85～虹は手ごろな自然石に何ら整形を加えずそのまま敵石として利用した石

器で、大きさもほぼ一定している○敵打痕は両端部に形成されるｏ器型は三角柱ないしは円柱に近いも

のが多かったｏ

方柱状誌石妬92は細粒砂岩製の完形石器で両端部に打痕が形成される。表裏両面に盲孔がうが

たれている。盲孔の大きさは、①径ユヮ～月O”・深さ３，mm、②径ユ２～ユ4mm、深さ２”である○

４．石うす類

石うす（石皿）は総数ワ点出土した○これは形態分類の対象とした石器中6.恥を占める○分類対象外

の石器片の中に、石うす片ではないかとおもわれるものが３点あるが、確認には至らなかった○

石うすは４種類の石質から構成され、その出土点数は、石英斑岩……４点、琉球石灰岩……１点，ア

ルコース砂岩……ユ点，有津喋岩……ユ点であった。これらはいずれも堆積岩であり、アルコース砂岩

を除いてはすべて軟質で脆弱であるｏ服９４．９５．９８は層中からの出土であり、Ｂ－ａ８ピットⅣ層]_月Ｏ～

ﾕ5OC77zの深度で、８個ともまとまって出土したｏ

石うすは型態的には２つに分類できたoひとつは妬98のように短軸方向の断面が台形状をなし、器高は

一方が高く、一方が低くなっている。そのため作用面（皿状の円形凹地）が傾斜して形成されるｏこの

ような石うすは仲尾次貝塚〔多和田他，ユ9'75〕や浜崎貝塚〔名嘉真他，ユ9'76〕等からの報告がある○も

うひとつは、器高が低く一定で、全形が円形または方形をなし、断面が凹レンズ状をなすものである。

作用面は水平に形成されるｏ妬96や妬99がこれに相当するｏ

石うすには表のみでなく裏にも作用面が形成されたり、片面に２つないしは３つの作用面が形成され

たり．ずるのが観察された。それらは一覧表に掲示してあるｏ

妬96は唯一の硬質の石うすで表裏に作用面が形成されるｏ全形は円形をなすものとおもわれ断面は凹

レンズ状を呈している○妬99は有津操岩製で方形をなしていたとおもわれるｏ中央部より勇断されてい

る。妬9'7は完形品で、左右に作用面が形成され、そのひとつはさらに上下に凹面が重なっている○

－ユユ０－



－ユユユー

5．その他の石器。石製品

砥石？妬ﾕＯＯ～１，ｓは砥石と推定される石器であるｏこれまでに、沖縄貝塚時代における砥石の

報告例はなく、グスク時代においてその出土が知られる程度であった〔安里，ユ969〕ｏそのため、これ

らは貴重な資料のひとつとなろう○

出土した石器は、その使用痕から２種類に大別できたｏ一種は細粒砂岩製のもので、作用面に凹状の

溝を形成する○石斧の胴部、特に縁部を研磨するのに都合がいいようにおもわれたｏ妬lOOとユOﾕがこ

れに属するｏもう一種の砥石の型態は石墨片岩製のもので、平坦な面に幾条もの線状の擦痕をのこす○

それらはすべて同一方向に形成されるｏ妬102．ユＯＳがこれに属するｏ

妬100は擦石？が－部に勇断を受けたあと二次利用されたものと思われるｏ縁部や勇断面に五箇所に

及ぶ凹状の溝が観察されるｏ片面中央に大きな浅い盲孔がうがたれ、他面には長軸方向に太い凹状の溝

がはしるｏ盲孔の大きさは、径28卯､。深さ３”であるｏ妬10ユは断面が方形状をなす偏平な石器で、平

坦な両面は敵打により雑に整形されているｏ側部を使用面としており、深い凹状の溝が一方は直線的に、

一方はゆるやかなカーブをえがいて形成されるｏ妬ﾕ０２は偏平な薄手の石器で、両面の長軸方向に浅い

線状擦痕が幾条もはしる○擦痕はほとんど同一方向にはしり、一様であるｏ妬ﾕＯＳは千枚岩質の石器で、

片面の中央付近に短い線状擦痕が多くはしる。擦痕はすべて同一方向で、ナイフで傷つけたような細さ

である○

石錘？妬ﾕ０４．ユ05は石錘とおもわれたが、いずれも人為的な加工痕・使用痕が確認できず、石

器として断定できなかった。これらは従来沖縄貝塚時代における比較資料がないため、これを石錘とす

るのは困難である。脆］ｏ４は環状の自然石で、中央の孔も自然なものである○孔の上部は弧上に欠失し

ているが、人為的かどうか不明であるｏ形状は.貝錘に似るｏ妬1,5の中央部には小孔があるが、これも

人為的かどうか判然としない○孔から縁にかけて浅い溝が存するｏ

皮なめし用石器？妬ﾕＯ６は断面が楕円状をなす片面研磨の石器である。一方の端部には打痕が観

察され、他方の端部には擦りへり痕がみられる。研磨面はいくつかの軸方向の稜線でしきられる。側部

の一方は直線的で、他方はゆるやかな弧をなすｏ両端部は厚みがあるｏこれらのことから本石器は皮な

第４２表石うす類一覧表

石器

番号

８
４
５
６
７
８
９

９
９
９
９
９
９
９

地点

９
０
１
１
‐

■
■
■
■
■
■
■
▽

層 位名
■
■
。
■
『
Ⅱ

●
－
▲
■
－
１
▲
■

深 度（”）

２
Ｓ
．
ａ
一
一
Ｂ
Ｂ

〃

ｏ地区

〃

Ｂ－ａ８

ｏ地区

耕作土層

淡黒褐色土層

〃

淡黒褐色土層

Ｉ層

Ⅳ層ユ２０～ユ5０

〃

Ⅳ層ユ2ｏ～ユ5ｏ

法量（”・’）

高さｌ長径 短径 重量

）

）

）

）

）

１
２
２
５
４
９
８

●

●

９
２
２
１
９
１
２

１
２
２
２
Ｓ
１
８

く
く
く
く

く

，

』

４
５
ワ
２
４
４
８

●
●

１
８
２
６
ｍ
皿
５

１

１

（

（

ｊ
ｊ
７
１

１
１

５
２
５
５
６
４
１

狸
亜
正
型
皿
Ⅸ
皿

く
く
く
く

く
く

醐
伽
師
価

２
８
３
２

ﾕ5ＰＯＯ
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めし用石器としてとらえたいが、これまでに沖縄

貝塚時代における報告例および比較資料がないの

で推定の域を出なかったｏ

パイプ状石製品ノリＺｕｏ７はドーナツを積み

あげたような厚みのあるパイプ状の石製品であるｏ

一端に突出部があり、その一部にノミ状工具によ

るとおもわれる歯形がみられる。突出部を切断し

ようとしたのであろう。中央の孔は丁寧に仕上げ

られており、孔径も配卿でほぼ一定に整形されて

いる。器壁の厚みも一定であるＯ用途は不明である。

ナイフ状石器妬ﾕ０８は厚さがわずか２”

の台形状の石器で、二辺が表裏より研磨され刃部

を形成している○小型ナイフ的な役割をなしたと

考えられよう。黒色片岩製であるｏ

石錨妬ﾕ０９は変成した砂岩製の平基式石鍍

である。沖緬の遺跡からの石錐の出土は少ないと

いわれているが、これまでの出土例からみれば、

平基式と凹基式に限られるようだ。時期的には貝

塚時代前期から中期にかけて出土するようであるｏ

石質はチャート製が主体を占め、変成した砂岩製

の報告例はないようである。

スクレイパー 肱ｎｏはチャート製のスク

レイパーである。敵打による打ち欠きで縁部が形

成されている。貝殻状剥離痕はさほど発達してい

ない。また、刃部は厚く鋭利ではない。未製品で

あろうかｏ

くぼみ石肱ﾕﾕﾕは中央に浅い盲孔が穿た

れ、くぼみ石としての用をなすものと思われるｏ

整形は完了していず、研磨も充分ではないｏ<ぽち整形は完了していず、研磨も充分ではないｏくぼみは整形段階のものか、あるいは未完成のまま使用せ

られたものだろうかｏ

未製品妬ｕ２は輪郭線は整形が不安定だが、全形が冊子状をなす偏平な石器であるｏ器面は雑

で研磨はされない○脇ｕｓは円すい状に整形された石器であるｏ使用痕はみあたらないが、器体中央部

に決り状の浅い凹部があるｏ

特殊石器妬ｕ４は台形状の石器であるｏ両端部に打痕が発達し、一端部は一部が平坦面をなし

擦痕が発達している○打痕と擦痕の形成上の先後関係は判然としていない○本品は使用痕から判断すれ

ば、敵石と擦石の用途をなしたとおもわれるが、前述した敵石や擦石に比較して重量があり、同様に用

いるには困難左ように思われた○

．－ユユ２－
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６．石器小結

本遺跡より出土した石器・石製品は総数206点に達したが、石器機能がおおむね把握され、分類の対

象となりえたものはｕ4点であった。他の9;3点は研磨痕等を有する小片がほとんどであったが、その中

には完形品でありながらも不定形なためその用途が判然としなかったり、表裏面が風化されて使用痕や

整形痕が不鮮明になり、人工品か否かの判断に困難なものもあった。また、ユユ4点中において、本報告

蚕すべてを扱えなかったのは残念である。

最後に、本遺跡出土の石器観察を通して、おおむね理解できたことや疑問点などをまとめて結びとし
たい○

①石斧状石器類

本遺跡出土の石斧状石器類は、使用痕の判然としないものが多く、その機能を把握することは困難で

あったｏ石斧状石器類の範噂には、クワ・へラ・ノミ・斧（ａｘｅ）．手斧（ａｄｚｅ）が考えられる。

本稿の分類中、特殊な大型石器としたものは、クワ的な機能を果したのではないかと思われる石器で

ある。ビラ型の石器は尾点出土した。妬ﾕ6は線条痕が中軸線に対して斜位に形成されており、斧として

の機能が考えられ、妬ﾕ８．２０などは破片ながら、中軸方向に形成された線条痕より手斧を連想させる。
妬ﾕ3やﾕ4は刃部が片寄って形成されており、機能を判断するうえで注目したい。
②擦石類と敵石類

第43表その他の石器類一覧表

石器

番号
地点 層位名 深度（”）

法量（”・牙）

長さ
９－

幅 厚さ 重量

亨

石 質

０
１
月
３
４
５
６
ワ
８
９
０
１
２
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

４
ｇ
ｂ
ａ
一
一
Ｂ
Ｂ

o地区

〃

〃

〃

８
４
８
Ｓ

ｃ
ａ
ｄ
ａ

一
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

〃

〃

〃

Ｂ－ｂ２

o地区

黒褐色土層

淡黒褐色土層

黄褐色混土喋層

混貝土層

黄褐色混土傑層

石灰岩喋層

〃

淡黒褐色土層

〃

黄褐色混土喋層

Ⅱａ層

Ⅳ層Ｏ～３０

層
層
層

ｂ
ｃ
ｂ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ層

ー

〃

Ⅳ層９０～ユ2０

Ⅳ層Ｏ～３０

Ⅱｂ層

ｊ
ｊ
，

６
８
６
８
９
４
７
Ｏ
Ｏ
２
８
２
４
３

９
９
８
ａ
Ⅸ
ａ
Ｑ
Ｑ
ａ
ａ
２
Ｌ
ａ
Ｑ

１
１
１
２

く
く

く

７
Ｊ

８
８
４
８
８
９
８
７
８
７
０
９
５
３

６
ａ
ａ
ａ
弘
４
４
賊
Ｌ
Ｌ
２
ａ
Ⅸ
ａ

く
く

１
１

Ｊ

１
４
９
５
２
０
０
４
２
４
６
５
３
７

ａ
生
工
Ｌ
２
ａ
風
Ⅸ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
ａ
＆
ａ

（

４
０
０
０
５

８
３
５
０
２

２
５
１
１
１
２８

２６８

４５６

２
２
８

７６５

２４４

８，０４尾

細粒砂岩

〃

石墨片岩

〃

琉琉石灰岩

サンゴ石灰岩

粗粒玄武岩

琉球石灰岩

石墨片岩

変成した砂岩

レッドチャート

変成した砂岩

琉球石灰岩

〃

変成した砂岩



擦石類は使用面が擦痕・擦りへり痕・研磨痕により形成されるもの、敵石類は使用面が敵打痕により

なされるものとして両者の機能分類を行なったｏ使用痕よりすれば、擦石類は押圧力による粉砕・圧潰

などの機能が、敵石類は打撃力による敵打・打突・粉砕などの機能が考えられるｏ

渡喜仁浜原貝塚では両者で68点の出士をみたが、擦石類においては敵打痕または剥離痕を伴わないも

のは稀で、ほとんどが両機能を兼用しているｏまた、敵石類においては押圧力による使用痕を伴う場合

とそうでない場合があるｏとのことは、擦石類が押圧力と打撃力の両機能を併用しうるのに対し、敵石

類にはそれを併用しうるものとそうでないものも含み、単に打欠や敵打などにのみ用いられるものがあ

るｏこれは、敵石の機能の範鴫の広がりを示しており、擦石類は敵石類の範祷に含まれることを示すｏ

たとえば、楕円体状擦石のほとんどが敵打痕を伴うのに対し、自然石利用敵石のほとんどが押圧力によ

る使用痕を伴わないことなどである○

さらに、擦石類のほとんどが整形されるのに対し、敵石類は整形されないもの、整形されるにしても

雑に仕上げられているものが多いｏこれについても両者の特色のひとつであるｏ

また、打痕の位置や研磨痕、擦痕の走向、あるいは剥離の方向などから各石器類の持ち方や用い方が

ある程度推測されたが、発表に至るまでの資料は得られなかった○次の機会をまって報告したいｏ

③石器機能と石質

イ．石斧状石器類変成した砂岩が主体であるｏしかし、本遺跡出土の火成岩・変成岩製の石器

は本石器類に集中しており、石斧状石器類としての火成岩・変成岩の需用は高かったといえよう○

口．擦石類ほとんど砂岩で占められるｏとりわけ変成した砂岩が多いｏ

ハ．敵石類すべて砂岩であるｏとの類も変成した砂岩が多い。

二．石うす石英斑岩・琉球石灰岩・変成した砂岩・有津喋岩から成るｏ

ホ．砥石？石墨片岩及び細粒砂岩から成るｏ

このように、石器機能と石質の間には強い相関関係がみられ、石質が選別されていたことを示す○との

興味深い事実は、当時の石器生産の過程を知る上でさまざまな示唆を与える○ひとつには、貝塚集団に

石質に対する認識一硬度・加工のしやすさなど一があったことが窺える○

注｡ユとれらの使用痕概念は、麻生他編『日本の旧石器文化ユ総論編』（1975）所収の橋本正「石器

の機能と技術」，同編『同５１日石器文化の研究法』（ﾕ976)所収の藤本強「技法と機能」，考古

学ジャーナル28号（ﾕ969）所収の梅津昇「使用痕観察による石器用途の一考案」，同4ｓ（19'70）。

５０（ﾕ9'1O）・5４（ﾕ9虹）号所収の木村剛朗「縄文時代石器における機能上の実験」，同’74(１９噸）・

’7５（ﾕ9噸）号所収の木村「実験よりみた敵石とその用途」等を参考にした○

注.２長さによる分類は、各石器の計測値（破損品は推定長）から３つの階級値が得られたので、それ

らを石器の三類型（ｂ，ｃ，ｄが相当する）として用いたｏこれらの数値は機能との連関をみるう

えでは、いまだ便宜の域を出ず、今後多くの検討を必要とすると考える。

注.３笹森儀助著『南島探験」Ｑ979年）を参照してもらいたいｏ

一ユユ４－
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〔Ⅱa層（8印〕：Ｂ地区表採〔86〕：Ｏ地区〔８３･９０〕．

8８

６
日

や 8７

グーー、－



い、
津

どつに。

9９

９１

Ｂ－ａｇピット〔Ⅱa層（9ﾕ）〕：Ｏ地区〔96.99〕：Ｄ地区〔92〕

第31図敵石類（３）及び石うす類実測図
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第32図一①その他の石器類実測図
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1０１

鮒

口

鮒ﾙノ

蝋

ＵC二二二コ
１０２
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ﾃーラコ
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CWZ

０
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、望

－ユ２４－

ＧＩﾐつ１０４ １０５

Ｂ－ａＳピット〔Ⅳ層Ｏ～30”(１ｍ)〕：Ｂ－ｂ４ピット〔Ⅱａ層(ﾕOO)〕：

Ｂ－ｃＳピット〔Ⅱb層(ﾕ06）〕：Ｏ地区〔ﾕ02～ﾕ05､ユユ４〕

1１４

琴宕多
蛾

徹
寺づ

1０

Ｃ 川



■■■■■■■■■■■■■■■■

ユ．貝製品

渡喜仁浜原貝塚出土の貝製品は、第一・二次調査を含めて９４個でその出土状況は第44表に示した。

各地区の出土状況をみると、Ｂ地区66個、Ｏ地区融個、Ｄ地区ユ個、砂浜表採ユ個、不明２個であるｏ

第44表渡喜仁浜原貝塚出土貝・骨製品一覧表

第６章Ｊ渡喜仁浜原貝塚の貝製品・骨製品

注．（１）

（３）

～(5)

うみぎく科製貝錘は出土地点不明であるｏ （２）第二次調査で出土した。

第二次調査出土だが深度不明であるｏ （４）貝輪とその他を含む(本文参照)ｏ

うみぎく科製貝錘のＢ地区表採の中に第二次調査を含む（第46表参照）。

－ユ２５－

貝 製品

貝錘

ザル

ポウ

うみ

ぎく
科

や
が
科

し
こ
い
他

貝
刃

ヤコウガイ

貝
斧
貝
匙
有
孔

い
も
が
い
科

ア
コ
ヤ
ガ
イ

ホ
ラ
ガ
イ

貝
輪

そ
の
他

小

計

骨製品

骨
錐

用
途
不
明

小

計

合

計

Ｂ

地
．
．
区

I層 Ｏ～３０ 耕作土層

Ⅱ
層

Ｏ～８コ

80～ユOＯ

1,0～ﾕ3０

ﾕso～１６０

ユ60～ユ8０

ａ：黒褐色土層

ｂ：
黄褐色
混土藻層

ｃ：混貝土層

ｄ：混土

貝層

上部

下部

Ⅲ

層

Ｏ～２０

２０～４ｐ

石灰岩
操層

上部

下部

Ⅳ
層
．

Ｏ～３０

３０～６０

60～９０

９０～ユ2０

ﾕＺＯ～ﾕ5０

淡黒褐色土層

表面採集

小計

ユ

ユ

ユ

３

ユ

３

ユ．

６

ユ５

３

２

２

ワ

ユ

ユ

ユ

１

３

５

ユ

ユ

ユ

ユ３

１

ユ

(3)
Ｕ

ユ
■

ユ
(2)

４

ユ

ユ

３

５

ユ

ユ

ユ

３

ユ

２

ユ

５

９

ユ

ユ

ユ

ユ

２

ユ

I(3)
３
日

ユ

･５

Ｚ

２

９

８

９

ユ

9７

ユ

２

2１

６６

ユ

ユ

ユ

２

３

ユ

ユ

２

４

Ｚ

２

ユ０

８

ユ０

１

ワ

ユ‘

４‘

2ユ

ワ０

Ｃ
地
区

０－ｋ

ピット

ユ４

ユ５

表 面採 集

小‘ 計

ユ

ユ

ユ

２

３

,ユ

ユ

２

２

６

ユ

'７

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

２

３

ユ

ユ

尾

２

２

ユ０

ユ２

２４

ユ

ユ

ユ

ユ

２

ユユ

ユ２

２５

Ｄ 地区表面採集
■●

］(2) ユ ユ

砂 浜表 採 』'） ユ ３ ３

総 合計 ２ ２６５） ９ ３ ２０ ユ ５
(4)
ワ ４ ］２ Ｚ ２ ワ ９４ ユ ４ ５ ９９



出土した貝製品は、貝錘、貝刃、貝斧、ヤコウガイ製品（貝匙、有孔製品、その他）、いもがい製装飾

品、アコヤガイ製有孔製品、ホラガイ製品、貝輪、その他（用途あるいは貝種不明）に大別できる○以

下、それぞれについて記述するＯ

Ａ・貝錘（図版.型参照）

貝錘は、二枚貝の殻頂部を穿孔したもので、本遺跡では、Ｂ地区24個、Ｏ地区'7個、Ｄ地区ユ個、不

明月個と合計３４個出土したｏ出土状況を層位別にみると、Ｂ地区では､贈ユ個､Ⅱ層ﾕ4個、Ⅳ層ユ個、表

面採集８個でⅡ層が最も多く、その中でもⅡｂ層、Ⅱｃ層に集中するｏ貝科種別にみると（第44表参照）

うみぎく科20個、しやとがい科９個、リュウキュウザルポウ２個、ソメワケグリガイユ個、種不明２個

で、うみぎく科が最も多いｏ

第４５表貝錘の重量測定表

『う』はうみぎく科、『し』はしゃとがい科の略であるｏ 〔単位：’〕

注．｡）ソメワケグリガイ製貝錘

（２）２個とも貝科種不明

（３）リュウキュウザルポウ製貝錘

重量別にみると（第45表参照）、ユO～ﾕ９１台がＵ個、Ｏ～９１台６個、２０～291台４個とﾕO～ﾕ９１台

が最も多いｏ貝科では、しゃこがい科の場合、５０１以上のものが多く、他の種は３０’以下に集中する○

次に貝錘の大きさ（殻高）を第46表に示したｏうみぎく科は、４．０”台、５.ＯＣ"z台に多く、しやとがい

科は、４．０～9.OC71Z以下と大きさは一定しないｏリュウキュウザルポウはそれぞれ4.SC77z、５．０”であ

るｏソメワケグリガイの大きさは8.5”であるｏ

次に貝錘の孔についてみるとぐ本遺跡の貝錘のほとんどが打製で粗雑に仕上げられているが､図版３４

－Ａのユ、２，３，の孔は研磨されているｏ装飾品に用いられた可能性もあるｏ他に、うみぎく科の腹

縁近くに孔を有するものもユ個出土した○リュウキュウザルポウの孔は２個とも自然に割れた感が強く、

摩耗も認められないｏ

－ユ２６－

０～９

うし

ﾕＯ～ユ９

うし

２０～2９

うし

３０～３９

うし

４０～4９

うし

５０～5９

うし

60～ﾕ0０

うし

ﾕ0０以上

うし

不明

うし

合計

Ｂ
地
区

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

表採

小計

ユ

ユ

](1)

２ユ

５ユ

－
２
２
７

２
１
８

１
１２２

２
１
３

１
１
１
１
ｉ

ユ

8）

ユ

４

１
．
８
塾

１

０

地
区

Ｃ－ｋ

表採

小計

ユ

綱

ユＺ

２
２

ｆノ

ユ

１
１

２
５
ワ

D地区

不明

表採 ユ

２

１
２

合計 ８ｓ ９２ ４ ユ ２ ユ３ ８ ８ ３４



－ユ２ワー

注．図版はすべて図版.３４である○〔単位：”及び牙〕

第４６表貝錘一覧表

整理
番号
地区・ピット 層位 殻高 殻長 孔径 重量 図版 貝種

３
月
８

ａ
ｃ
ｃ

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

一
一
一

地区

〃

〃

－]Kユ４

－ｋユ５

地区

〃

〃

〃

〃

？

？

地区

〃

〃

〃

一ＺＳ

地区

Ｂ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｄ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
ワ
８
９
０
１
２
８
４
５
６
γ
８
９
０
１
２
８
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｂ
２
２
２
２
２
２
月
２
２
３
８
８
８
３

Ⅱｂ

〃

〃

〃

〃

Ⅱｃ

〃

〃

〃

Ⅱd(上部）

〃

〃

Ⅱd(下部）

Ⅳo～３０”

Ｉ

Ⅱｂ

表採

〃

〃

''７０～80ａ

ＩＯ～80”

表採

〃

〃

〃

〃

？
？

表採

〃

〃

〃

表採

表採

琢
伽
不
顕
如
不
顕
躯
加
叩
的
蝦
不
叩
頭
、
躯
不
酔
蜘
郵
州
不
不
評
川

４
５
・
３
７
５
７
５
５
５
６
５
４

ﾗ４，

ﾗ６．６

う８４

７ユ.２

不
不

70.4

39.4

５２Ｓ

ＳＷ７

不

８
８
９
〃

１
３
８
７

ワ
８
５
８

ユ４８．８

８
ｓ
４
４

９
４
５
１

８
６
５
５

不

8０．４

６５．０

５４２

５０．４

不

５
２
８

６
４
８

４
５
６

ユ６０５

３９ｓ

不

５９．６

不

ｐ
５
２
６

４
８
２
８

５
５
８
５

不
不

6,7k８

L６０ｐ

９２×ユユ.８

ユ８．９×ユユ.８

８４．８

ﾕ５．３×ユ６２

不

２８．６

‘120×４８

２６８×２１．８

２８．０×ユ'7L２

ｓＬＯ×ユ6.ワ

ユ５．２×２００

２８．８

不

ユ４．８×８JＯ

ユ３．５×ユ３．４

ユＯユ×９．９

９０×ユユdｏ

ユ３．５

ユ'729×ユ８ｐ

２４．３×２３０

ユユ４×ユ６．８

ユ２．２×２６．９

月０．４

'7Lユ×４．８

Ｚ８．５×ユ８２

３ユ２

1ユ.６×ユ２．４

ａＯ×９２

3２．４×ユ４．６

１８．２×ユュJＯ

ユ４０

１３．２×ユユ.８

３９ｐ×２４J０

３６．６×ユＢｐ

４
４
４
１
５
ｓ

６
４
４
９
６
８

尾
１
５
１
３
１
9.6

ユ６０．５

５２.'７

２７．２

１４．６

ユ４．７

4ｓ

〃
９
５
ｓ
〃

０
６
０
２
０

５
１
１
１
１

8ｓ

２１．９

2950

５．７

２.ワ

ユ９．６

ユＷ７

５ユJＯ

４８．５

'7.ユ

２０ユ

４５．６

ZユＱＯ

３
９
８
２

－
一
一
一

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ

５
１
０
月
１
１

－
一
一
一

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ

Ａ－ユ３

１
２
１
３
４
５

１
１
１

－
一
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ

Ｂ－６

６
６
ワ
４
４

１
－
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ

７
８
５
ワ

ー

ー
一
一
一

Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ

オオナデシコ

ウニメンガイ

ヒメジャコ(破片）

ヒメジヤ ．

ヒメジャコ(未完成）

うみぎく科(破片）

ソメワケグリガイ

ヒメジ ヤ ．

ヒメジャコ

うみぎく科

うみぎく科

うみぎく科

うみぎく科

リ ユ ウキュウザルポウ

オオナデシコ

ヤスリメンガイ

うみぎく科

ヒメジヤ ．

うみぎく科

(破片）

ヤスリメンガイ

リユ ウキュウザルポウ

しゃとがい科

？
？

うみぎく科

うみぎく科（破片）

うみぎく科

うみぎく科〔以上第一次〕

ヒメジヤ =。

うみぎく科

うみぎく科（破片）

うみぎく科（破片）

うみぎく科

ヒメジヤ ． 〔以上･第二次〕



第３５図及び図版.３５－Ａは二枚貝の腹縁に押圧剥離を加えて刃を付けた製品で、用途については後日検

討を要するが、関東・東北縄文時代の遺跡（稀に弥生時代の遺跡から出土する）〔神沢他,ユ9ｉ１ａ〕から

出土する鞭貝刃､､と酷似するｏまた沖緬でも類例品がヤプチ洞窟遺跡〔国分他'ユ965〕、下田原貝塚〔

西村他,ﾕ9⑨、仲間第二貝塚〔西村他,1960〕から報告があるが、はっきりした名称がないので便宜上、

前者の？､貝刃､､と仮称する。

本品は第蜂表によると20個出土し、そのうちわけは、Ｂ地区ﾕ３個、Ｃ地区７個であるｏ層位別にみる

とＢ地区では、Ｉ層ユ個、Ⅱ層４個、Ⅳ層'7個、表採ユ個でⅣ層が最も多く、次にⅡ層と少なくなる○

また、貝種別にはシレナシジミユ9個、リュウキュウマスオユ個であるｏリュウキュウマスオ製のものは、

後背縁近くの腹縁が剥離しているものである○大きさは第４７表によると殻長迩6C71z、殻高5.0ﾕc77zでＢ地

区ａｓピットⅡｄ層の出土であるｏ

シレナシジミ製はユ9個出土したが､そのうち刃先が荒いもの（図版.８５－Ａの６．ワ）４例、刃先が細か

いもの（同図版二Ａのユ）９例、部分的に刃のあるもの（同図版"－Ａの５）６例である○また、貝殻の

使用は左殻８例、右殻ﾕO例、不明l例で大きさについては第４'7表によると、殻長6.5”、殻高６．０”の

ものが平均値である。沖純における報告例は前述した遺跡のみでとくに八重山の仲間第二貝塚、下田原

貝塚では貝種（シレナシジミ）も同一である。本遺跡ではⅣ層において宇座浜式土器と共伴するｏ

第４７表貝刃一覧表

〔単位５c77zJ

－ユ２８－

B・貝刃

整理番号 貝 種 殻長 殻高 刃先 地区・ピット 層 位

１
２
３
４
５
６
ワ
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

リュウキュウマスオ(左）

シレナシジミ（左）

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

淘
劫
劫
旬
画
材
劫
濁
初
旬
動
画
材
村
洞
か
画
材

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

7.ユ６

５.ユ６

６．３６

Ｗ3０

５．３０

６．０９

５．４０

'ＺＯＯ

破

４．８５

８.ユ５

５．５０

'7ユ４

６．９５

８.ユ２

４．６５

破

賦３０

'7%６０

8.ユ６

5．０１

５.ユ０

６．３０

不

４．６０

５．９８

５．２６

６．６６

片

４．９ｇ

０Ｚ５６

５．４３

６.'7０

６.ユ０

８．０８

４．３３

片

'7LＯＯ

５．７４

'ＺＯ８

左
細
左
荒
細
荒
細
細
細
左
左
荒
右
細
⑤右

荒
細
右
細
細

区
区

５
５
５
５
５
皿
銀
地

３
１
ｓ
１
３
２
１
８
１
Ｓ

ａ
〃
〃
〃
ｋ
ａ
ｋ
〃
ａ
〃
地
ｃ
ｋ
ｃ
ｋ
ａ

″
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

Ｂ
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o〆ヤコウガイ製品

ヤコウガイを利用した製品は第44表によるとﾕ3個出土し、それらを器種別に分類すると貝斧、貝匙、

有孔製品、その他（貝輪らしきもの及び装飾品を含む）であるｏ

貝斧

図版5ワーＢのＳはヤコウガイのブタを利用したもので大きさは短径'7.Ｗ７７２、長径8.6”、重量;30ユヲ

でこれに周縁の薄い部分に幅6.ユ”の打痕が認められるｏＯ－ｋﾕ5ピット出土である○面純第二貝塚〔

国分他，ユ959〕、ヤーヤ洞窟〔永井他，ユ964〕、浜屋原貝塚〔沖国大，ユ9Ｗ〕などに報告例がある○本

品の用途について、国分直一氏は台湾南部の火焼島の陸耕遺跡における例から粟作との関連q国分ﾕ9噸〕

を、河口貞徳氏は奄美先史遺跡出土の円形石斧との関連〔河口，ユ9'75〕を述べられ、また、調査団のメ

ンバーの一人、新田は魚を調理する際の利器として使用されたと考えている〔新田，ユ9176〕ｏさらに、

新田の糸満市字喜屋武での聞きこみ調査によると、その用途は海草などを掻き集める際にも使用された

という○

貝匙

貝匙は、図版j36-Bの８，４，５，６、ワの５個出土したがすぺて破片であるｏ同図版Bの５，６、

ワは貝殻の表層が残り、周縁と外面に研磨痕が認められる○同図版Ｂの５は幅6.5”、７は幅‘7.4”で

長さは破損しているために不明であるｏ出土状況をみると、同図版Ｂの５はＢ－ａＳⅡ層、６はＢ－Ｚ８の

黒褐色撹乱層（第二次）、ワはＯ－ｋ１４ピットより出土したｏ同図版.Ｂの４，３は研磨が著しいため、

両者とも貝殻の表層がなく、内部の真珠層が現われている○前者は貝匙の先端のコーナーの部分､後者は

柄の部分と思われる。それぞれＢ地区Ⅱ層、Ⅳ層から出土した（第製表参照）。前記の８個に比べて全

面に研磨され、装飾的様相が強い○報告例は、地荒原貝塚〔多和田他，ユ96局〕、謝名堂貝塚〔友嘉ﾕ964Ｊ

津堅貝塚〔嵩元,ユ96ユ〕、シマシヤーマ貝塚〔国分他，ユ95'7〕、アカジヤンガー貝塚〔高宮,ユ960〕、

奄美大島では、面縄第二貝塚〔国分他，ユ959〕、沖之永良部の住吉貝塚〔･河口,ユ959〕、種子島の広田

遺跡〔国分他,ﾕ95ED等にみられる○

有孔製品

有孔製品は８個出土した○図版.５６－Ｂの９，ｕ､呪はヤコウガイの体層部を利用しﾕ.５～Z､６”の

孔を有するものである○同図版Ｂのﾕﾕ、ユ2はほぼ完形で、前者はＢ地区、後者はＣ地区の表採品であるｏ

両者とも周縁及び孔の中に打痕が認められるが、後者は摩耗が著しいｏ同図版Ｂの９は前記の月個に比

べて小さく、破損品である○これらの用途は有孔であることから貝錘かあるいは垂飾品と考えられるが

出土例がなく判別しえない○

その他（貝輪、装飾品）

図版Ｓ６－Ｂの８，ユOはヤコウガイの体層とくに殻口に近い部分を利用したもので貝輪と推察されるも

のであるｏ同図版ＢのﾕOは完形品で、大きさは皿.6C772×９．月”で中央に8.6”×６．４”のたて長の孔が

あり、また、外縁及び内縁は打痕が認められ､とくに外縁は摩耗が著しいｏ同図版Ｂの８は前者と同じ

く貝輪の破片と思われるが破片が小さいため大きさは復元できない○

第塁図３，４（図版B6-Bのﾕ､2）はヤコウガイの製品で前者は遺跡近くの砂浜、後者はＢ地区の表採

品であるｏ第堅図５（図岬６－Ｂのユ）はヤコウガイの殻口を利用したもので頭部中央に二叉のえぐり
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及びその両端にもえぐりを有するｏまた、中央部にﾕ.５C7mI×０．８”のたて長の溝状の孔を両面からあけ

てあるｏ周縁及び外面は研磨が著しいｏ第８４図－４(図版５６－Ｂの２）は前者と同形の破片と思われるが、

裏面の孔をあけるためのすり痕が二叉をなす点で前者と異なる。しかし、両者とも、類例品の報告例は

認められないが、その研磨痕及び形状から装飾品かあるいは貝匙の柄の部分と考えられる。

D・いもがい製装飾品

いもがい製装飾品は４個得られたｏ第35図一ユ(図版昼５－ＢのＺ）は体層を縦位に両面から研磨し、さ

らに、螺塔部に穿孔したもので長さ２.ユ”、頭部の直径ﾕ.３”でＢ－Ｏ３ピットⅡａ層の出土であるｏ類

例品は広田遺跡〔国分他,ユ9師、地荒原貝塚〔多和田他，ユ96月〕にみられるｏ第３５図-２，３（図版ｇ５－

Ｂの７、８，９）は螺塔部を利用したもので、全面に自然に摩滅した感を受けるが製品か否かについては

保留しておくｏ大きさはそれぞれ直径0.5”、ユ.５”、１．２”で孔径も０．３～０.Ｗ７７ｚで一定しないＯＯ

－ｋﾕ5ピット、Ｂ地区表採及び同地区Ⅱ層でそれぞれ出土したｏこれらの報告例は、浦添貝塚〔新田，

ﾕ9ｍ〕、熱田原貝塚〔高宮他,ﾕ958〕嘉手納貝塚〔嵩元新田，ユ96CD、アカジヤンカー貝塚〔高宮,ﾕ960〕、

備瀬貝塚〔高宮，ユ968〕、浜屋原貝塚〔沖国大、ユ97ワ〕、勝連グスク〔高宮他，ユ966〕、ヒニグスク

〔嵩元，。L966〕等の沖縄貝塚時代の前期～後期、グスク時代の長い時期にわたってみられるｏ

皿．アコヤガイ製有孔製品

第３４図一月（図版j36-Ａ）は、アコヤガイの殻頂部近くに孔を有するもので、Ｂ地区９個、Ｏ地区３

個の計ﾕ2個出土したｏ第８４図－２（同図版一Ａのユ）は完形品でＢ－ａｇピットⅡ層の出土であるｏ殻高

lja2”、殻長ﾕﾕ.3”、重さ処.Ｓ’で殻頂部近くに孔径1.9”×２．０”の孔を有する○他のﾕﾕ個は破片で

前者の製品の殻頂の部分に相当するもの９片、殻頂以外の部分２片である○用途は、殻頂部に孔を有す

る点から、貝錘と類似するが、貝殻がもろい点や大きさからは貝錘と断定し難いために装飾品と考えた

いｏこれらの報告例は、熱田貝塚〔高宮，ユ969〕、具志原貝塚〔友寄他，ユ968〕、浜屋原貝塚〔沖国大，

ﾕ9Ｗ〕等の後期の遺跡にみられ、本遺跡でも、後期系土器が主体的に出土するＢ地区Ⅱ層に出土する点

は編年的に一致するｏ

F・ホラガイ製品

図版β'７－Ａのユ、２の２個出土したｏ同図版一ＡのユはＢ－ａＳピットⅣ層下部から出土したもので大

きさは殻高36.2”、殻径ﾕ6.5C77Z、重量1ﾕ601であるｏ本品は、殻口に近い中位の体層部に２個の孔を有

し、殻口の外側は孔径2.ワ”×２．ｏ”、内側の孔径2.7”×２．Ｍ７２で両方とも打痕があり、研磨痕は認

められない。また、殻口の外唇部に石灰が付着し、体層部の底の部分は火を受けたため、貝殻が非常に

もろい○同図版一Ａの２はＯ地区の表採で殻高取２C77殻径ﾕ0.6”、重さ８００牙で前者I/て比べて小さいｏ

殻口に近い中間の体層部に孔径9.5”×８．６”の孔を有し、前者と同じく殻口の外層部に石灰が付着し

ている。両者の用途は、宮古島や伊平屋島の民具〔上江洲，１９'7名〕のプラヤクン、プラヤクワンに酷似
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するととから、両者とも法螺貝製薬擁の機能を持つと思われるｏ

G・貝輪

第35図－５，６、図版ｐ５－Ｂの８，４の２片で両者とも巻貝の殻口近くの体層を利用したもので、内外

面とも研磨が著しく、貝種は、製品のコーナーの状況から、いもがい科かそでがい科等の巻貝類と推察

される○同図５（図版.S5-Bの４）はＢ－ａＳピットⅣ層Ｏ～50”の出土で幅0.8”で厚さ0.4”である○同

図６（図版.35-ＢのＳ）はＢ地区表採で幅ユユ”、厚さ0.5”である○

H・その他

貝製品として断定しえないものと前述の分類にあてはまらないものをその他として記述する○

第８５図－４(図版５５－ＢのﾕO）はパイプウニの疎の先端部を両側から加工したもので、長さ５．６”、幅

１．Ｍ"の棒状をなし先端部の断面は両刃的形状を示し、その上部の片側にえぐりを有するｏ用途につい

ては、類例品の出土や民俗例もなく、詳細は不明であるが、その形状から小形ノミを想起させるｏ

図版35-Ｂのユはウミウサギの体層部に孔径1.3”×１.OC77Zの孔を穿孔したものでＢ地区表採品で

あるｏ孔は打痕のみで他の部分にも加工痕は認められず、詳細は不明である○

第８８図-ユ(図版.37-Bのユ、２）は巻貝の体層に孔を有するものである。そのうち、第38図一ユ(図版§ワ

ーＢの２）はゴホウラの体層両面に孔を有するもので孔の大きさは表4.8”×４．８”、裏6.4”×３．８

”で裏の孔は切断するための傷跡が残存する○貝輪あるいは他の製品の未完成品と推察されるｏＢ－ａ８

ピットⅡ層の出土であるｏ図版ｊ３７－Ｂのユはスイジガイの体層部に孔を有するものでＯ地区表採であるｃ

孔の大きさは4.4”×４．８”で、それは、破損のためできたとも考えられるが、スイジガイは、土俗例

で､《魔よけ､､として使用した例などがあるため、本品はそれとは異なるが一応報告しておく。

図版ｇ５－Ｂの６，５は巻貝の体層を利用したもので、研磨が著しく、また、小片のため貝殻の全形を

復元することは困難で、貝種は不明であるｏ前者は完形品で周縁部及び外面は研磨が著しく、方形をな

すｏこれまで類例品の報告はなく、用途は不明である。後者は、前者の貝殻よりやや厚めでその周縁の

一部及び内面に研磨痕が認められる○小片の破損品であるため、貝種,及び用途については不明であるｏ

以上、貝製品について記述したが、これらを総括するｏＢ－ａＳピットの層位別出土状況をみると、Ｉ

層３冊、Ⅱ層4“、Ⅲ層０％、Ⅳ層2ﾕ妬、表採32冊であるｏ後期系土器を主体とするⅡ層が最も多く出

土し、その中でも貝錘は全体の48妬を占めるｏ本層は海産貝や魚骨の出土量も顕著で、他にアコヤガイ

製有孔製品、ヤコウガイ製品等が出土軍する。このことは、熱田貝塚、アカジャンガー貝塚、具志原貝塚

等の後期の遺跡と酷似するｏ故にⅡ層は前述の遺跡等と同様、網を用いた漁携が生産活動の中心をなし

ていたと考えられる○

中期系土器を主体とするⅣ層は瓢暢とⅡ層に比べて少ないが、との時期の遺跡で報告例のない貝刃、

ホラガイ製品の出土は、貝製品の出土の少ない中期において、特異な様相を示している○
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尾．骨製品

（計測は残存部の最大値を測定したｏ）

本遺跡出土の骨製品は、第一次、二次の発掘調査を含めて第44表によると５個で、完形品はなく用途

及び形態の判別できるものは骨錐ユ個のみである○

Ａ・骨 錐

第３５図－７(図版ｌ３５－Ｂのﾕ2）は、Ｂ－ａＳピットⅡｂ層より出土したもので、イノシシの尺骨を利用し

たものだが尖端部が欠損している○残存部の長さはｗ３”で背面の上部から下端にかけて鋭利な利器で

切削され製作技法が推察されるｏ類例品は、伊波貝塚〔大山，ユ922〕、荻堂貝塚〔松村，ユ920〕、嘉手

納貝塚〔嵩元・新田，ユ960〕、城獄貝塚〔小牧，ユ927〕、崎樋川Ａ貝塚〔島田，ユ932〕などの諸遺跡か

ら報告例があるｏこれら遺跡報告の骨錐は尖端部に研磨痕がみられる○

B・その他

同図一旦(図版ｊ３５－Ｂのﾕﾕ）は、Ｂ－ａＳピットⅡｄ層上部より出土したもので、イノシシの骨を使用し

たと思われる製品だが頭部が破損し全体の形態は窺えないｏ残存部の形態は、網針（アグイ）の先端

部に類似しており、最大長5.6C77z、最大幅1.4”で断面は弧状を呈し、えぐり部分に長さユ.'7”､幅ＯＳ

”の長方形の孔があいているｏ用途は外見上網針を思わせるが、ミゾ（孔）には、網針のように糸をか

ける針がみられず、また、尖端部はかなり摩滅していることから刺突的要素をもつ道具の可能性もあるｏ

しかし、他遺跡からの報告例などもなく、用途については断定しえないｏ

同図-ﾕO(図版ら８－Ａ）は、Ｃ－ｋﾕ5ピットＩ層（撹乱層）より採集したもので、クジラの脊椎骨を使

用したと思われる装飾品だが大部分破損しているｏ残存部の形態は、バットのグリップ状をなし長さﾕﾕ.７

ｍ、重量ﾕ６０１であるｏ底部はやや楕円形をなし、短径5.6”で底面は研磨されており中央部あたりに

直径ユ”の穴がある。側面は、粗製で底面から６”のところに竹のような幅0.9”の節があり、節の中

央部にO・ユー０．２”のミゾがあるｏ報告例がなく用途について断定しえないが呪術的要素もあると思わ

れるｏ

同図－８，９は、Ｂ－ａ８ピットⅣ層90～ﾕ20”から出土した製品で小破片のため形態及び用途は推察し

えないｏ同図-8の下端部は切断面があり、断面は弧状で最大長4.6”で表面は研磨痕がある○同図－９は、

最大長4.OC77Zで全面に研磨されている○
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第７章収束

渡喜仁浜原貝塚の発掘調査によって得られた若干の知見と問題点について収束する。

占地本遺跡は、本部半島のほぼ中央部に立地する乙羽岳より北東部に向かってなだらかに傾斜する

台地の北縁部に位置する○との台地は、海抜３０～40ｍの琉球石灰岩からなり、東西方向にのびた一連の

崖地帯を形成するが、遺跡は同方向に平行して生じた割れ目より崩壊した巨大な石灰岩塊の間に形成さ

れているｏ

渡喜仁浜原貝塚の位置からは、北東方向に古宇利島や沖純本島の北部地帯が手にとるように見渡され

（図版.ユー①)、北西側には伊平屋、伊是名の各島々 が遠望できるｏまた、大井川の河口部から古宇利
島の対面側に及ぶ、広大な裾礁型の岩礁地帯と砂地地帯の発達したサンゴ礁地帯のすべても望見されるｏ

大井川の河口部は、本遺跡よりおよそ]j500m西側に位置し、約a5OOm南西側の乙羽岳の裾野から続くも

のであるｏ

渡喜仁浜原貝塚の置かれている考古学的位置（占地）は、上記の環境を抜きにしては考えられないｏ

すなわち、貝類・魚類棲息に良好な岩礁・砂地に富むサンゴ礁地帯を身近にもち、あわせて、広大な河

口域と獣類棲息に良好な山野をも有していることが、まず指摘されるｏまた、この貝塚集団にとっての

生産場（サンゴ礁地帯）と上記のごとく四方をよく遠望できることは、生産場の観察・監視と外敵？を
観望する自然の要所地といえようｏまた、石灰岩台地の基部付近に数箇所の湧泉が存在し、崩落した巨

大な石灰岩塊が遺跡の北方に昇風状に立ち広がって直接北風をさけることなどを考え合わすと、実に理

想的な場所に居住地が選定されたことが窺われるｏ

層序と遺物前記の琉球石灰岩台地とそれより崩落した巨大な石灰岩塊の間に、遺物や土砂、石灰岩際

が堆積し、表面がやや平坦面をなすところを「Ｂ地区」と称した○第一次調査においては、本地区にｚ
ｍ四方のグリッドを設定したなかより、ａｓ、ｃ２、Ｃｓ、ｃ４ビットについてのみ調査を行なった○

しかし､調査日程や諸事情により、ａｓピットのみ発掘可能な深さまで調査し、ほかはⅡｂ層あたりま
でしか発掘できなかったｏそのことをかんがみて、Ｂ地区における層序と層相についてはａｓピットを

中心に記述したいｏさらに、そのピットの知見に、ｃトレンチおよび第二次調査の成果をも加味して、
各層位の平面的広がりについても概観したいｏ

Ｂ－ａｓピットにおける層序は、大きく分けて４層まで確認され、それぞれＩ層、Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層

としたｏＩ層は耕土による撹乱層であるｏⅡ層は細分して５小層に区分できたが、文化遺物とくに土器
のうえでは沖縄貝塚時代後期の様相を呈していたｏ区分した５小層については、上部よりａ。ｂ・ｃ。

ｄを付し、Ⅱａ層（黒褐色土層）、Ⅱｂ層（黄褐色混土喋層）、Ⅱｃ層（混貝土層）、Ⅱ〔d〕層（レン

ズ状石灰岩喋層）、Ⅱｄ層（混土貝層）として使い分けた。Ⅱａ層の上部あたりまでは撹乱をうけた形
跡が認められたが、それ以下は撹乱をうけていない本来の遺物包含層である。
各小層のＢ地区における平面的広がりは、Ⅱａ層の場合、ｂ２ビットの南西隅よりｄ３ビットの北東
隅を対角線状に区切った北西部においてのみ分布するｏ従って、現存するＢ地区の北西側一崩壊した巨
大な石灰岩ブロック間近のｂ４、ａ４では最も厚く、そこより他ピットへ末広がり、ｂ２、Ｃｓ、ｄ３
ビットで途切れるｏⅡｂ層は、ｅトレンチを除きほかの２トレンチ、３トレンチ全域に分布するｏ４卜
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レンチは、Ⅱａ層を完掘するに至らないので不明であるｏなお、ⅡＣ層、Ⅱｄ層も、ａｓピットを除き

第一次、第二次調査において発掘していないので、平面的広がりは不明である。しかし、ｄ３ビットに

おいてⅡｂ層直下よりａ８ビットでは見られない赤色土層が、確認された。それは、ｅ３ビットのＩ層

直下部を構成し、Ｂ地区東端の「石積み」と接続するＯ遺物は、大山Ⅱ類土器を含み前・中期的様相を

呈したｏ

Ⅲ層は、淡黄褐色砂喋と石灰岩操が互層をなし、ａｓピット南側では大きな石灰岩塊によって絶ち切

られている。Ⅳ層は、多くの石灰岩藤を混入する淡黒褐色土層をなし、一部には、それとやや異なる黒

褐色土が堆積していた。しかし、深度ユ、内外（表土より約４ｍ）のところでは、大きな石灰岩塊が埋

まり、それ以下の調査には至らなかった。第二次調査におけるｚ８ビット（ａｓピットの西側）の発掘

等から、石灰岩塊下にも遺物包含層があるだろうと予測される。Ⅲ。Ⅳ層共に、土器のうえから、沖縄

貝塚時代前・中期の様相を示すが、自然遺物（食料残津）よりみると、他の沖縄諸島前・中期遺跡の一

般的な出土状態とは異なる傾向を示す。

（１）Ⅱ層

土器の主体を占めているのは後期土器で、Ⅱ層でもⅡｃ層とⅡｄ層から多く出土するｏ器型は、外反

する婆型、または鉢型土器で、底部は、くびれ平底が殆どであるｏ頚部の長い壷型土器がⅡｄ層上部よ

り１片出土したｏ土器の色調は暗褐色が多く、赤褐色がこれに次ぐｏ器面調整法は、撫で。ヘラ削り・

研磨・貝殻による調整手法がみられ、その調整は、外器面と内器面とは異なる傾向を示すが、両器面共

に撫でが多かった○文様は、殆ど無文であるが、有文の場合は突帯上に刺突を施したＵ字形突帯刺突

文士器もみられた○これは、津堅第一貝塚や熱田貝塚出土の資料に類似し、その手法は、具志川市具志

川グスク下層にもみられたＯとの第Ⅱ層からは弥生系土器が３片検出されている○口縁部がユ片、底部

が２片である○底部の器型からすれば、九州弥生中期以降の謹型土器に類似するｏ

石器は、たたき石やすり石が主体を占め、石斧状石器類は２点出土しⅢ。Ⅳ層と比較して同数であっ

たｏ

貝製品は、貝錘ﾕ4点、貝刃４点、アコヤガイ製有孔製品（完形品）ユ点の出土が目立っている。骨製

品では、「残存部が、アグイの先端部に類似している骨製品」が出土したｏしかし、本標品には、ミゾ

（穴）に網針のように糸をかける針がなく、後頭部も欠損しているので、形態と用途を同定することは

困難である○追加資料を期侍したいｏ

食料残津は大きく分けて獣類遺存体、魚類遺存体、貝類遣存体、植物遺存体である。

獣類遺存体で同定されたものは､イノシシの一種のみである○イノシシはⅡ層からの出土が全体の５４．

８妬を占め、最小個体数でもワ個体が確認できたｏ魚類遣存体で同定されたものは坐科ﾕ0種で、ぶだい

科、くら科、ふえふきだい科、はりせんぼん科である。他に、ジュゴンなどの哨乳類海獣遺存体なども

検出されたｏⅡ層の出土状況は全体の６８.ユ妬であるｏ本層出土魚類は、殆どがサンゴ礁域に棲息する

もので、特に本層では群れをなすふえふきだい科とぶだい科の出土が目立っているｏこれは、貝錘の出土

と共に網漁による漁獲法の登場を示唆するものであり、追い込み漁を勘想定されるｏ貝類遺存体は､ａｓ

ピット出土全個体のうち、６６.ユ妬を占める○層内での貝類組成比率は、海産貝89.Ｗ６、陸産貝４．ユ冊、

河川の貝６．０９６で海産貝が圧倒的に主位を占め、海への依存度が高いことを示しているｏなお、第二次
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、

調査においては、植物遺存体の検出も主要な調査目標として作業を行なった結果、イタジイの種子やま

め科の炭化物らしきものが本層上部より検出されたｏ専門家に同定中なので、後日、発表する機会をも

ちたいｏ

蚕た、特殊遺物として、RoBinと推定されるものが２点得られたｏユ点（ﾕ２１）はⅡｂ層、他（581）

はⅡｄ層出土であるｏ森氏によれば、「本来、RosinはTerebinthina（いわゆる、生松脂：筆者註）

から水蒸気蒸留によってoユeumterebinthinae(精油）をとった残置に水を加えて蒸発乾固させて

製造する固形樹脂である６」と、されるｏそして、本遺跡Ⅱｄ層出土品については、「最初､Terebin

thinaを、何らかの生活用品として用いられたであろうものが、風乾され、樹脂となり、この樹脂が長

年間かけてテレビン油が自然に抜けRosinとなったものであろうＯ採取されたRosinの大きさからTe蚕

ebinthinaの量は相当な量であったことが予想され、生活の用によく用いられたものと予想される○」

と、した○さらに、Terebinthinaの現在の用途から、古代人のそれは「①矢じりを竹にひもで巻き

つけ、これに塗り固めるｏまた、弓の弦の強化などｏ、着衣に塗布し、野山をかけるときの身体の保護

？。④ワラジなどにつけて足の保護に供する。ｅ薬用として用いる。」と想定されている。渡喜仁浜原
貝塚集団、ひいては沖繍貝塚時代人の生活様相を把握するうえで、重要な示唆であるｏ

以上、詳述してきたⅢ層の展開期は、沖縄貝塚時代後期の時期で、その上限は九州弥生時代中期以降

から、下限はフェンサ下層式までのある時期に対応し、後期でも後半に編年されるものとおもわれる。

（２）Ⅲ層

本層は、沖縄貝塚時代中期の無文字座浜式肥厚口縁土器を主体とし、僅かに後期系土器が混入してい

る○

また、横耳形の外耳土器や前期的手法の口縁部に軽いふくらみをもち、二条平行点刻文が施されてい

る土器片も検出されたｏ

従来、中期の遺跡の状況として、食料残津が皆無か減少する報告例が多くなされているが、本遺跡で

は比較的多量に検出されたｏとくに、組成比率において、陸産貝がⅡ層、Ⅳ層に比較して増加を示して

いた○中期の経済様相については、今後追求すぺき大きな課題であるが、前期と後期に比較して一般的

に食料残津が減少することは、遺跡の立地や遺物の包含される状況、遺物の投棄される場所の問題、発

掘規模の問題等ともかかわりをもつようであり、基本的な事項を総検討しない限り何ともいい難い○

（３）Ⅳ層

発掘した段階での知見では、土器は、胎土の第一群、第四群に分類される大山Ⅲ類土器や宇座浜式肥

厚口縁土器に有文が施されたものが主体をなしていたｏ肥厚口縁土器にみられる有文は、横捺に綾杉ま

たは格子目を要素とする文様で、類例品は平安名第二貝塚などにみられる○とのことから、Ⅳ層は、Ⅲ

層より型式的に先行することが把握できたｏ

食料残津の出土状況についても注目すべきものがあったｏすなわち、貝類遣存体においては潮間帯砂

地の貝類が主体を占め、陸産貝、河川の貝の順位になっていたｏまた、魚類遺存体においては、群れをな

さないくら科の出土が目立っていたｏⅡ層の網漁による「群れ魚」をとる漁法に対し、単独魚を狙って

のなんらかの漁法があったものと想定された○
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Ⅳ層の展開期は前期終末より中期に位置づけられるｏしかし、発掘部の最下部にある大きな石灰岩塊

下にも遺物包含層が残存していることが予想されるために、それより遡る可能性を持つ○

ところで、２．３ビットⅡｂ層上部において、一定の大きさの石がまとまりをもったような状態で配

され、その凹凸は砂喋や土で整地された「石列」が露出した。第二次調査の知見によれば、その｢石列」

は、ｂ２、ｂ８，．２，．３ビットにも拡がることが把握されたｏしかしながら、それは、ａ４、ａ５、

ｂ４ビットにおいて確認された焦土面とともに、住居杜等の遺構と関連するものか判定するには至らな

かったｏ

また、本地区の南崖上方の石灰岩台地縁辺部（Ａ地区）に、試掘溝を４ビット設定して調査を行なっ

たが、試掘溝内からは遺物は検出されなかった。ただし、地表採集に主り無文胴部土器片ユ点、すり石

２点、石材４個、ペブルユ３個が得られている。そして、調査協賛の一団体である琉大考古学研究会の予

備調査（ﾕ9ﾜ6年月月ﾕﾕ日）においても、無文胴部土器片３点、石器片ユ点が採集されたｏ当初、この地

区は生活面と想定された場所であるが、第一・二次調査共に確認できなかったｏ

さらに、Ｂ地区の西側遺物包含層が、崩壊し、それが二次堆積して傾斜状をなしているところ（Ｏ地

区）にも、遺物採集を目的として２ｍ四方のピットを２つ設けた○遺物は、Ｂ地区から出土する遺物の

範癖をでるものではなかった○

周辺遺跡との関連従来、渡喜仁浜原貝塚周辺には第ユ章第２節において詳述した運天貝塚群（４地点

を含む）、松当原貝塚、大浜原貝塚、長根原貝塚、渡喜仁原遺物散布地、そして渡喜仁浜原貝塚の９

遺跡が確認されている。さらに、隣接する古宇利島にも古宇利原Ａ遺跡、同Ｂ遺跡、中原遺跡が存するｏ

これら遺跡の多いさをかんがみて、調査団は、渡喜仁浜原貝塚を遺跡群総体のなかの－遺跡として把え、

それの発掘調査による文化的・経済的実体把握に基づいて、他遺跡との連関（集落立地の変遷、遺跡集

団相互の関係等）を追求･することを調査目的のひとつに据えた。そのための作業の基礎的段階として、

発掘調査・出土遺物の整理と並行しつつ本遺跡周辺の遺跡分布調査を実施した。その結果を第３６図に示

し、以下概観するｏなお、各遺跡番号は第86図と一致するｏ

ユ.長根原遺跡Ｑ９ﾜ6年ユ月28日発見，図版。２－③のユ）

字仲宗根の長根原７４７番および988番に相当する標高約月5ｍの石灰岩台地縁辺部に形成された沖

縄貝塚時代前期後半から中期に編年される遺跡である（詳細は第ユ章第２節参照）。

２．（ﾕ976年８月24日発見，図版．２－③の２）

長根原遺跡の立地する石灰岩台地より段差約２ｍをなして崩落した巨大な石灰岩塊上の赤色マー

ジ土に形成された小規模な遺跡であるｏ遺物包含層を形成する長根原遺跡と同一遺跡かとも思われ

る○遺物は、渡喜仁浜原貝塚Ⅲ。Ⅳ層および長根原遺跡出土土器と同じく、胎土に古生岩含有の異

質岩片を多量に含むものや無混和の赤褐色砂質土器片（調査団土器班の第四・五群および第七群土

器に相当する）を擁する無文宇座浜式土器を主体とするが、横捺刻文・細沈線文等の有文土器片も

みられるｏしかし、貝殻の散布はみられないｏ前期後半から中期に編年される遺跡である○なお、

ここから採集された遺物は、北山高校生物クラブに保管されている。

３．Ｑ９ﾜ6年２月哩日確認）

字仲宗根の沖緬リゾート開発公社前に植えられたソテツ苗木の植土一赤色マージ土より、底径の
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小さな平底土器と若干の無文胴部土器片およびすり石等の石器片を採集したｏしかし、とのソテツ

苗木の自生していた公社西南部は、すでに土地造成のため座激し、明確な遺物包含地は確認できな

かったｏ採集遺物よりすれば中期に編年される遺跡であったと思われる。

4．（ﾕｗ早年ユ月３日発見，図版．２－③のｓ）

字仲宗根のヒージャー浜西端にある小湾状の海岸地に形成されている遺跡である。そのため、波

浪を直接受けて侵食が激しく包含層が露出しているｏ露出面は約45OC77zの高さをなすが、上部2OO

c77z余は舗装道建設のための客土であり、その下半部が純然たる遺物包含層である○包含層は、色調

からしてｇ層に区分されるが、いずれも粘着性のある土層をなすｏ遺物は、各層位ともに少量で土

器片や摩滅した貝殻が点在する○本遺跡の時期は、無混和の赤褐色砂質土器片（第七類土器に相当

する）を主体とすることから中期に属すると思われるが、標高約ユ、の包含層最下部から前期系の

条痕の荒い無文胴部土器片が得られ、また、それ以下にも包含層が続くことを考えると前期にまで

遡る可能性をもつ。また、客土内より後期系土器を得たが、その搬出地の確定には至らなかった。

5．（ﾕ977年ユ月３日発見，図版。２－③の４）

ヒージャー浜の西側に形成されている遺物散布地であるｏ遺物は、字座浜式土器等中期系土器片

が採集される○なお、本散布地の西側、すなわち上記4.遺跡に隣接して破砕された貝殻（海産貝類

を主体とする）の集積した堆積土をみるが、遺跡としての確認には至らなかったｏそのなかより、

若干の無文胴部土器片を採集したことを追記するｏ

６．（ﾕ9Ｗ年ユ月３日発見，図版．２－③の５）

ヒージャー浜の中央部に形成されているが、上記4.遺跡と同じく、波浪を直接受けるために侵食

を被り遺物包含層が露出しているｏ包含層は、約50C77Zの厚さをもつ石灰岩藤を含む黒褐色混操土の

単層をなすが、その上部は南方からの流れ込み土で被覆し、下部は古生層基盤に接続するｏ包含層

中には、ぐびれ平底・無文胴部土器片や貝殻（海産貝類を主体とする）が僅かに分布する後期に編

年される遺跡であるｏ

'Ｚ（ﾕ9ﾜﾜ年ユ月３日発見，図版．２－③の６）

松当原貝塚、大浜原貝塚と同じく、砂丘地に形成されている遺物散布地である○その範囲につい

ては不明だが、石器、土器、貝殻が散布し、南側には石灰岩崖が控え、西方には湧泉が隣接する○

石斧状石器、くびれ平底・無文胴部土器片等が採集されたことから後期に編年されるｏ

８．（ﾕ976年５月８日発見，図版．２－③の７）

宇渡喜仁よりヒージャー浜に抜ける通路の東方、標高約25ｍの石灰岩台地縁辺部に形成された貝

塚であるｏ遺物は、貝殻が多量に存し、沖縄製陶器、陶質土器が採集されるｏ

９．（］L9'76年８月７日発見）

渡喜仁浜原貝塚に近接する標高約ﾕ5ｍの湧泉付近に形成されている小規模な貝塚である○遺物は、

渡喜仁浜原貝塚Ⅱ層と同じく、〈びれ平底・無文胴部土器片等後期系土器が得られる○貝層を構成

し、後期に編年される○将来の調査如何によっては、渡喜仁浜原貝塚の地点遺跡とみることもでき

ようｏ

]､.（ﾕ976年５月７日発見）

渡喜仁浜原貝塚東方、約]Ｌ５０ｍの石灰岩台地崖下の標高約ﾕO～ﾕ5ｍの傾斜地に形成された遺物散
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布地であるｏ遺物は､<びれ平底を有する無文蕊型土器を土器の主体とし、海産貝類を中心とした

貝殻が散布する○後期に編年される貝塚であるｏ

１大浜原貝塚

：宇渡喜仁の東方、ウッパマと称する標高約４ｍの砂丘地に形成された貝塚であり、渡喜仁浜原貝

塚の東方約600ｍの場所に位置する○採砂のためかなり破壊されてしまったｏ後期に編年される○

１２.松当原貝塚

宇渡喜仁と運天の中間にあたる標高約３ｍの砂丘地に形成された貝塚であるｏとの貝塚も大浜原

貝塚と同じく、採砂のためかなり破壊されてしまったｏ後期に編年される○

１８.型.運天貝塚群

字運天の海岸に面して半島状に突き出た標高約20ｍの台地下に形成された４地点を含む貝塚であ

るｏユB貝塚は後期に、１４貝塚は前期後半から中期に編年される（詳細は第ユ章第２節参照）○

ユ5.渡喜仁原遺物散布地

宇渡喜仁よりウッパマヘ抜ける道路上や土手より多和田真淳氏と調査団の一員である新田は、若

干の中期系土器片や貝殻を採集しているｏ

その他にも「そこ（渡喜仁原遺物散布地：筆者註）から西方渡喜仁原の北面した海岸の台上、現在汚

物タンクのすえられた個所から十数個の石斧が出土しているｏこのように思いもかけぬ場所に石斧が埋

第３６図渡喜仁浜原貝塚周辺の遺跡群

熱
｡渡喜仁浜原貝塚○同概糊口中期遺協

鍵 ◇後期遺跡○原史時代漬的

詮
辰根原遣獅

見遡誠津

識
麺３

零i蕊≦
込
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蔵されているのを発見することがあるが、これは古代人が祈りを捧げた祭祁遺跡と考えるｏ」〔多和田他，

ﾕ9ﾜ5〕とされる遺跡が存する○

このように、大井川から運天の東方水路に亙る一連の崖地帯には、沖細貝塚時代の遺跡が、８.遺跡を

除き今までのところ型s遺跡が分布する。そのうち、渡喜仁浜原貝塚Ⅲ。Ⅳ層一すなわち前期後半から中

期あるいは中期一に対応する遺跡は、ユ。２．８(?)・４．５．ﾕ４．ﾕ5(?)の'7遺跡が相当するｏⅡ層一す

なわち後期一に対応する遺跡は、６．７．９．ﾕ０．Ｕ・咽・ﾕSの７遺跡が相当するｏしかし、このこと

は、これら一連の遺跡が同時に存在したかどうかを決することにはならないｏ同型式の土器の存在だけ

では、その同時性を証明することにはならないからである。運天貝塚群の２地点については不明である。

そして、これら遺跡群のなかで渡喜仁浜原貝塚は前期から後期に亙る重複した遺跡であるといえる。

しかし、各遺跡とも十分な調査がなされず、そのおのおのの実体が判明していない現在、前記遺跡の

同時性の問題も含み本地帯における歴史的展開、渡喜仁浜原貝塚との連関については将来の課題として

おきたいｏ

追記

渡喜仁浜原貝塚調査以後、今帰仁村教育委員会による遺跡の保存措置工事を行なった際に、調査団が

Ａ地区と設定した台地上の畑地から遺物が検出されたｏ

これはＢ地区遺物包含層の崩壊を防ぐ土留め工事のためにトラックが畑地を通り、踏み固められた後

をユンポで掘り起して元の状態に復元する作業を行なった際に発見されたものであるｏ

遺物の検出された地点はＢ地区におけるｂトレンチの延長線上にあたるところで、雑木林の南側縁か

ら畑地内約ﾕ0ｍ入ったところで、台地の崖端からは塾、内外のところである○

遺物包含層は耕土下に確認され、下層からは高宮唐衛氏設定の「地荒原Ｂ式」の範祷かとおもわれる

有文土器が、上層からは後期無文土器が出土しているｏとの層序と遺物の状況は、基本的にはＢ地区の

Ⅲ層～Ⅳ層の下層とⅡ層の上層に対応し、同時期である○

とのＡ地区は第一次調査で、渡喜仁浜原貝塚集団の生活杜があるのではなかろうかと想定されながら

も、日程の都合で確認するには至らなかったが、今度の作業で追証された意義は多大であるｏＡ地区の

全面調査によっては、集落杜の発見が期待されるｏ

なお、Ｂ地区のｂ４ビットでⅡａ層を除去した段階で、プライマリーの『焦土』が発見され、その広

がりを追求した結果、ａ４・ａ５ビットにおいても確認されたことは調査の成果で前述したとおりであ

るが、この『焦土』は台地上からの流れ込みによる二次堆積とは考え難く、貝塚集団内の小集団の生活

杜的なものではなかろうかと解釈する意見もあったｏしかし、反対に疑問視する意見もあり、これらを
含めて集落杜の把握は今後の課題であるｏ
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付章 渡喜仁浜原貝塚の特殊遺物

森巌

本品（図版ｊ３８－Ｂ）はＲｏｓｉｎであると推定する○本釆ＲｏｅユｎはＴｅｒｅｂユｎ℃ｈｉｎａから水蒸気

蒸留によってｏ１ｅ瞳ｍｔｅｒｅｂユｎ℃ｈユｎａｅ（精油）をとった残置に水を加えて蒸気乾固させて製

造する固形樹脂であるｏこの方法で製造されたＲＣＳユ、ほ、淡黄色ないし淡褐色でカラス様透明で破砕

されやすい固まりである○表面は黄色の粉末でおおわれて、かすかにテレビン油様の香気がある○原産

地として著名なのは、アメリカ、フランス、ポルトガル、イギリス、ベトナムなどで、主成分はａｂ土一

ｅｔｉｃａｃｉｄ、ＰｍａｒユＣａＯユｄをどの樹脂酸の混合物で精油を少量含有するとされている。

本品の性状は褐色で、ガラス様透醍で破砕されやすく表面は黄白色の粉末でおおわれ、Ｒｏｓｉｎの外

観を呈している○

Ａ・化学的左検討

１本品の粉末を、ＫＢｒ錠剤法によって赤外吸収スペクトルを測定してみた（ｍｇ６]L参照）。
３;700～単OCC77z-＝のｂｒＱａｄＬ裳吸収は、○三、三ａｄユＣａユの存在を予想させ、印OO～a800C77z‐

ユのごとくｂｒＯａｄ稜吸収は－ＣＨ、一ＣＨ２、－０豆ｓｏ伸縮振動であり有機物であることの証

拠となるｏまた、］,800～ﾕｨＳＯＣ”－－ＤｂｒＣａｄ童吸涙ばＯ＝Ｏの伸縮振動である○以上のことから

本品は主として織張酸を含言するも、と判毒したご

２本品の粉末を約go妬の水酸化ナトリワム水溶液雫でＳ時間加水分解し、冷却したのち漏過○との

漏液をエチルエーテルと振り、ニーテル移行部を浸寵シ、言速液腹Eクロマトグラフィーに｡t:って分

達すれば面ミテミに更られる皇う､こ、ミ値、汲恢ニースでさあ必、ここ、りぽ尾種の有機酸の混

合物であることが判明したｃ

本品についての赤外吸収スペクトルM三画二’ご’こ宗一定ご

Ｆ１’３について

イ，翠40と甲,7ＣＣｍ－ユの吸収はＣ一夏伸縮振重で育磯に言初にほ必手衰ければならぬ吸収であ

るｏ

ロ，2,97馴ＯＣｍ－ユの吸収は、ＯＣＨＳ、メトオキシノ豆ａｄ二Ｃａユ、吸収であるｃ
ハ，］,Ｉ７４５Ｃｍ－ユの吸収は、Ｃ＝Ｏの振動でカルボン酸（有機酸）の特性吸収であるｃ

二，］’6ＯＯＣｍ－ユの弱い吸収は、Ｃ＝Ｃの存在を示しているｃ

ホ，単600ｍ‐ﾕの吸収、事80CnQ‐ユの吸収はＣ－ＯＨＳの吸収を示し、事80とﾕ､S'7℃“80の肩

になる)の吸収は-･H<語:の吸収である。
へ，事8OC772-上の吸収は、ＯＨ蚕走はＣ－Ｏ－Ｏの吸収でエステル表どの存在が推定される○

卜，￥2o”‐上の吸収は、＞ｃ＝ｏ夏一、吸坂。
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チ，ユP80cmmrユは、二級炭素－０＜の吸収。

リ，740”ーユのものは、－ＯＨ２－ＯＨ２－ＯＨ２－ＣＨ２－Ｏ<の吸収である○

赤外吸収スペク

ｃＨ８ＣＯＯＨ

トルに限って推定すれば、ａｂｉｅｔｉｃａｃｉｄ（アピエチン酸）

とＰｉｍａ瞳ｃａｃｉｄＨＯＯＣ－ＣＨ２－ＯＨ２－ＯＨ２－ＣＨ２－ＯＨ２－ＯＯＯＨ

○
熟

の混合物と推定されるが正確には、Ｆｉｌ２に見られる二個のピークを何らかの

方法で分離し、その単品について構造を決定する以外に方法はない○

H<:龍
_診たものの少量をとり、エチルエーテルによって抽出した部分の赤外吸収スペクト

〕本品は飽和炭化水素、テルペン類の混合物と予想しているが、このものは数種

ｏアルデヒト°の定性試験により陽性でアルデヒドの存在は確かである。

ルが、鯉であるｏ

の混合物であろうｏ

以上のことから遺跡出土品については、冒頭に述べた如くＲｏｅｉｎと推定した○

Ｂ・ＲｏＢｉｎ、その他の性質ならびに用途

Ｒｏｅｉｎ（ロジン）の原料は先にも述べたように､Terebinthinaである○ことでTerebinthina

について説明しておこうｏＴｅｒｅｂｉｎｔｈｉｎａ（生松脂）は、マツ属植物の樹幹に切傷をつけて、浸

出物を採取したもので、とのものはマツ属に限らずモミ属、カラマツ属、トウヒ属からも同様な方法で

採取できるｏＴｅｒｅｂｉｎｔｈｉｎａは淡黄色～淡黄褐色の濃粘液で普通白色結晶性の沈殿を含むが、水

溶上で加熱すれば溶けて帯黄褐色となり、ほとんど澄明な液となるｏ樹脂70～90冊、精油ﾕ5～８０筋から

なるもので樹脂の主成分は、ａｂｉｅｔｉｃａｃｉｄ，ｐｉｍａｒｉｃａｃｉｄであり、精油はｐｉｎｅｎｅ，

ｄｉＰｅｎｔｅｎｅ，Ｕｍｏｎｅｎｅなどであるとされているｏ皮膚刺激作用があるので古くから〔吸出し膏〕

に用いられ軟膏、硬膏の基礎剤とされているｏ本品を用いた製剤バジリ軟膏は、刺激性吸出し剤で化膿

したはれ物に用いられ、発泡膏は発泡剤として肋膜炎、その他の内臓の炎症に塗布するｏとのＴｅｒｅｂｄｎ

ｔｈｉｎａｅが乾燥したものが樹脂で、生松脂や樹幹の切口などに自然に固結したものなどで引赤発泡剤

として松脂硬膏を製し、紳創膏などの原料とするｏ

との樹脂を前述の方法で、テレビン油ｏ１ｅｕｍｔｅｒｅｂｉｎｔｈｉｎａｅをとった残りがＲｏｅｉｎであ

るＯＲｏｓｉｎの性質についてはすでに述べたが、そのものの用途は、現在次の様に用いられているｏ紳

創膏その他硬青剤の基剤とし、またハイ取り紙に用いられるｏ工業的には、製紙、塗料、印刷インキ、

防水、靴墨などとくに防腐塗料、石けん香料、外国医薬品となる○

０．ＲｏＢｉｎとなるまで

それぞれについてその用途を主にして述べてきたが、遺跡出土品ＲｏＢｉｎの出来るまでのことを考え

てみるに、最初Terebinthinaを何らかの生活用品として用いられたであろうものが、風乾され樹

脂となり、との樹脂が長年間かけてテレビン油が自然に抜け（テレビン油は一般に揮発性であり、また
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空気酸化を受けやすい）ＲｏＢｉｎとなったものであろう○採取されたＲｏｓｉｎの大きさからＴｅｒｅｂｉｎ
ｂ

ｔｈｉｎａの量は相当な量であったことが予想され、生活の用によく用いられたものと予想される○

Ｄ・Ｔｅｒｅｂｉｎｔｈｉｎａ，Ｒｏｓｉｎを含めて古代人は何に用いたか○

前項においてTerebinthina,Roeinの現在の用途について述べてきたが、これらの用途から次の

ような事が推理されるｏ

1．紳創膏などの如く、粘稿性、粘着性があり、しかも固化して防顕性を示すｏ

イ，とのようなことから、失じりを竹にひもで巻きつけこれにぬりかためるｏまた弓の弦の強化な

どｏ

ロ，着衣に塗布し野山をかけるときの身体の保護？ｏ

ハ，ワラジなどにつけて足の保護に供するｏ

2．薬用として用いる○

ＦｉｇＪ

第４８表〔ＲＯＢユ、〕分析表
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一地域と文化財一

今帰仁荷教育委員会社会教育主事玉城勝男

今帰仁村は、沖縄本島の北部・本部半島の東北部に位置し、東西に連衰るおおむねゆるやかな丘陵地

緩1頃地および平担地が多く末広がりの地形で隆起珊瑚礁と古生層からなり、認土の上質が多く、末端の

平地は耕作の主軸をなす○また、幾世代にわたって自然と戦い、社会生活を営み、ざ童ざ室左文化をつ

くりあげ、そういう文化の一端を知ることができる遺跡や遺物が数多く残り、人々は前代からの文化の

継承・発展に努力がなされ、その文化遺産の豊かさに重みを感ぜずにはいられをい○

渡喜仁浜原貝塚の第一次、第二次緊急､発掘調査並びに展示会を通して人々の文化財、特に埋蔵文化財

に対する興味・関心度が急､激に高玄りそれが文化財保護の大切なことを自然に理解されるようになって

きたｏアンケート調査からみると

「ぼくは、今まで今帰仁村には、貝塚や土き念どがあるとはゆめにもおもってみなかったが。・・・き

ょうみをもつように左ってうれしく思うｃ‐ ｒ自分たちの郷土の歴史なりに、あまり知らないでいた

自分がはずかしいよう意気がしたｃ・・・・ Ｆ子供をつれて、参霊し・・・・自分達の村から発掘

されたのを見て、時代の流れを実感として受け取った。・・・‐「私達のみじかに虹貝塚があって、

そのみじか左古い歴史を知り、とて篭奮圭う床が崖てきえｃ・・・・ ｰ昔の人の生活のようす、生

活のちえ等がみえて、本当によかった。・・・竜､達ｏ裡元が、どん重生活をしていたのかを、知

ることは、たいへんだいじ哀こと定こ思います・・・。。’‐・・・・吾が先祖の生涯を知る大事な

資料を得てうれしい○今帰仁の村の文化を知り誇に思ふ○=

さらに、「私達は、今、社会科で貝塚や土器のことについて学習しています○教科書や参考書などだ

けでは、色・形などが、くわしくわかり蚕せんが、こうして実物をみると、昔のことが、よくわかるよ

う左気がします○・・・・」「・・・・本で見るよりほんものを見たほうが、とってもいいですｏ」

「・・・・食器や暮らしの様子をみていると、人間の生き万は、今も昔も変らないような気がします○

。・・・」「・・・・人間というものは、勝手なもので、自分の身近かにある大切な何かを見落しが

ちなものであるｏ・・・自己の生活を何か反省させられた気がしたｏ・・・・」

このように、新しい発見と事実の生き生きとした把握が今回の発掘を通して出てきている○それは、

何よりも『むかしとの対話』の中から現在失われつつある人間らしさ、生き方などが人々の心の中につ

ぎつぎとでてきている。蚕た、過去・現在・禾釆への指標と乏って出てくるからであろうｏ

文化財を、記録にとどめるだけで童〈、それを広く一般に公巽し、正しい認識をもってもらうための

努力もしていか表ければ左ら産い○それば、歴史○流れの中から私たち地域の文化財をとらえて、そこ

から郷士の歩みを知り、正しい歴史、見方を知ると同時に、こ垂から、文化訂をも守るために大きな力

とをるだろうからｃ言さに、文化財を守り、文化をつくる､､匡一弄りi蛋令。行政上の問題だけではなく、

地域の人々にあるからであるｃ

－ユ４ワー



引用文献目録

松村瞭，1920年：「琉球荻堂貝塚」『東京大学理学部人類学教室報告』第８篇所収ｏ

大山柏，ユ922年：『琉球伊波貝塚発掘報告』。

小牧実繁，ユ927年：「那覇市外城獄貝塚発掘報告」『人類学雑誌』42巻８号所収ｏ

島田貞彦，ユ932年：「琉球崎樋川貝塚」『歴史と地理』第30巻第５号所収o

HANZAWA,S,ユ935年：TopographyandGeo1ogyo室theRyukyuIsﾕands･Sci･Rep・

Ｔｏｈｏｋｕ工ｍｐ･Ｕｎｉ万．Ｓｅｃ、２，ｍｏ

島袋源七，ユ947年：「阿児奈波の人女」『沖縄文化叢説』所収ｏ柳田国男編ｏ

多和田真淳．外間正幸．嵩元政秀,ﾕ9s3年：「地荒原貝塚発掘報告」『文化財要覧』所収ｏ琉球政府

文化財保護委員会編ｏ

多和田真淳，ユ956年：「琉球先史時代の編年の概念」『文化財要覧』所収ｏ琉球政府文化財保護委員

会編ｏ

国分直一・新垣孫一・川平朝申，ユ957年：「久高島シマシヤーマ貝塚の調査概報」『文化財要覧」所

収。琉球政府文化財保護委員会編ｏ

高宮麿衛・０．Ｗ・ミーヤン，ユ958年：「知念村熱田原貝塚発掘概況」『文化財要覧』所収○琉球政

府文化財保護委員会編ｏ

多和田真淳・賀川光夫，1959年：「宜野湾村大山貝塚の調査概要」『文化財要覧』所収○琉球政府文

化財保護委員会編○

国分直一・三友国五郎，1959年：「徳之島面繍貝塚調査報告」『古代学』８巻２号ｏ

国分直一，1959年：「沖縄本島南部米須浜貝塚における試掘調査報告」『水産講習所研究報告人文科

学篇』第４号所狭ｃ

国分直一．河口貞徳．曽野寿彦・野口義麿・原口正三，ユ959年：「奄美の先史時代」『奄美一自然と

文化』所収。九学会連合奄美大島共同

調査委員会編ｏ

国分直一．盛園尚孝，l958年：「種子島南種子町広田の埋葬遺跡調査概報」『考古学雑誌』第４３巻８

号所収ｏ

嵩元政秀・新田重清，ユ960年：「嘉手納貝塚発掘報告書」『文化財要覧』所収○琉球政府文化財保護

委員会編ｏ

高宮庚衛，ユ960年：「野国海岸発見の石器について」『沖大論叢』第ユ巻第ユ号所収○

西村正衛．玉口時雄・大川清・浜名厚，ユ960年：「八重山の考古学」『八重山』所収Ｏ滝口宏編ｏ

高宮庚衛,ユ960年：「具志川村アカジヤンガー遺跡調査概報」『文化財要覧』所収ｏ琉球政府文化財

保護委員会編○

嵩元政秀，ユ96匹年：「津堅貝塚発掘概報」『文化財要覧』所収ｏ琉球政府文化財保護委員会編ｏ

吉良哲郎，ユ963年：『原色日本貝類図鑑』

小林行雄・佐原真・丹信寛，ユ964年：『紫雲出」

一ユ４８－



友寄英一郎，ユ964年：「久米島謝名堂貝塚調査概報」『琉大文理学部紀要社会篇』第８号所収○

永井昌文．三島格，。L964年：「奄美大島士浜ヤーヤ洞窟遺跡調査概報」『考古学雑誌』第50巻第２号

所収ｏ

国分直一.､三島格，ユ965年：「ヤプチ式土器」『水産大学校研究報告人文科学篇』第ﾕ0号○

嵩元政秀；・高宮麿衛・新田重清,ユ966年：「勝連城跡第二次発掘調査報告書」『琉球政府文化財調査

報告書』所収○琉球政府文化財保護委員会編○

嵩元政秀，ユ966年：「ヒニ城の調査報告」『上掲書』所収ｏ琉球政府文化財保護委員会編ｏ
琉球大学歴史研究会，ユ96,1年：『歴史研究』第３号○

波部忠重・小菅貞男，ユ96'7年：『貝』

友寄英一郎・高宮麿衛，ユ968年：「伊江島具志原貝塚調査概報」『琉大法文学部紀要社会篇』第ﾕ2号

所収○

高宮庚衛，ユ968年：「上本部村備瀬貝塚調査概要」『沖大論叢』第８巻第ユ号所収ｏ

高宮庚衛，ユ968年：「那覇市の考古資料」『那覇市史資料篇第ユ巻のユ』所収ｏ

友寄英一郎。､嵩元政秀，ユ969年：「フエンサ城貝塚調査概報」『琉大法文学部紀要社会篇』第遮号所収○

安里進，ユ969年：「沖縄の炭化米･大麦出土遺跡」『考古学ジャーナル』妬82所収ｏ

高宮麿衛，ユ969年：「恩納村熱田貝塚調査概報」『沖大論叢』第９巻第ユ号所収○

新田重清，ユ969年：「最近の沖繍における考古学界の動向」『琉大史学』創刊号所収ｏ

新田重清，ユ9'７０年：「浦添貝塚調査概報」『南島考古』第ユ号所収ｏ沖縄考古学会編ｏ

豊見城高校郷土史研究クラブ，ユ9i70年：『豊高郷士史』第３号ｏ

多和田真淳，ユ9'7a年：沖縄タイムス・琉球新報１月２ワ日付ｏ

神沢勇一・川口徳治郎，エ9'7a年：「東京湾沿岸地域出土の貝刃について」『神奈川県立博物館研究報

告』第ユ巻第４号所収Ｃ

Ｏユａｕｓａｄｅ・ＭＮ、ｅｔａユ，ユ9'7ａ年：Ｏｏｒａユｒｅｅｒｍｏｒｐｈｏユｏｇｙｉｎｔｈｅｖｉｃｉｎｉｔｙ

ｏｒＴｕユｅａｒ(Madagaecar）Ｏｏｎｔｒｉｂｕｔｉｏｎｔｏａ

ｃｏｒａユｒｅｅ壬ｔｅｒｍｉｎｏユｏｇｙ･ＴｅｔｈｙＢ，ＳｕＰＰユ．２○

新田重清，ユ9旗年：「粟国島巣飼原貝塚調査概報」『琉球政府立博物館館報』妬５所収ｏ

直良信夫，ユ9'72年：『古代遺跡発掘の脊椎動物遺体』ｏ

多和田真淳，ユ9噸年：「おいこみ網」『沖縄文化史辞典』所収○

国分直一,１９頬年：『南島先史時代の研究』ｏ

上江洲均，ユ9弼年：『沖縄の民具』Ｏ

具志堅宗弘，ユ9沼年.：『現色沖縄の魚』

平田義浩・仲宗根幸男ｂ諸喜田茂充，ユ9把年：『沖縄の貝・カニ・エビ』○

嵩元政秀，ユ9沼年：「平安名第二貝塚について」『興南研究紀要』第２号所収○

河口貞徳，ユ9迦年：「奄美における土器文化の編年について」『琉大史学』第６号所収○

新田重清，ユ9湛年雲：「具志川市具志川城跡表採の考古資料について」『沖緬県立博物館館報』妬ワ

所収○

琉球考古学研究会，］g耀年：『稲福遺跡』○

一ユ４９－



沖縄鳥類保護協会，ユ9'75年：『自然保護のための「沖繍の自然」』ｏ

高宮麿衛，ユ9ﾜ4年：：「いわゆるカヤウチバンタ式および宇座浜式土器について」『沖綴国際大学文学

部紀要社会学科篇』第２巻第ユ号所収○

河口貞徳，］gﾜ5年:．「南島先史時代の文化交流」『アジア文化』第ﾕﾕ巻第８号所収。

今帰仁村史編纂委員会，ユ975年：「今帰仁村史」（〔多和田他，ユ9'７５〕に準ずる）

安里嗣淳・金武正紀・当真嗣一・高安克己，ユ975年：『仲泊遺跡発掘調査概報（ユ）』ｏ沖縄県教育庁

文化課編○

服部仁，ユ9ﾜ6年：「沖縄、奄美の貝塚から出土したブダイ科類の咽頭骨」『魚類学雑誌』第22巻第４

号所収○

佐原真，１９‘76年：『弥生土器』○

名嘉真武夫・安里嗣淳・当真嗣一，ユ9'76年：『浜崎貝塚』伊江村文化財調査報告書第ユ集○

高安克己，ユ9'76年：「沖寵県本部半島北部の第四紀石灰岩」『地質学雑誌』第82巻第３号所収○

新田重清，ユ9'76年：「糸満市喜三武同村貝塚出土の曽畑・轟系土器について」『沖縄県立博物館紀要

』第２号所収ｏ

古川博恭，ユ9ﾜ6年：「沖繍および九州地方の完新世地史」『琉球列島の地質学研究』第ユ巻所収ｏ木

崎甲子郎編ｃ

沖瀧生物教育研究会，ユ9'76年：『沖穐の生物』ｃ

県立博物差，ユ9ﾜ6主Ｅ：『特別展一多和田真淳氏所蔵考古資鵜』･

西長浜原遺跡調査会，ユ9舜年：『西長浜原遺跡発掘ニュース』第ユ号、第２号。

沖鎚国際大学考古学研究会，ユ9ﾜﾜ年：『島嘆ｏ考古』創刊号。

謝辞

一ユ５０－

渡喜仁浜原貝塚○第一次発掘以釆ほ樫一年、ようやく報告書刊行の運びとなっ

た。この間、本書刊届て至る言でにば多くの方々 の多大裳御協力を戴いた○

発掘調査においては、発掘をこころよく了承して戴いた運天康宥氏をはじめ地

元の方々 にひとかえならぬ御援助を戴き、各位に御礼を申しあげます○

出土遺物の整理にあたっては、琉球大学の川島由次助教授､吉野哲夫講師､森巌

教授、沖繍貝類標本館の仲嶺俊子氏はもとより、本遺跡周辺の海況調査において、

琉球大学の渡久地健君、池間朋子さん､下関水産大学校の伊東隆博君に多大な御協

力を仰いだＯこれらの方′々 の御協力なしには、本報告書の刊行をみるには至らな

かったであろうｏとりわけ､森巌致授、渡久地健君からは、本遺跡を理解-するうえ

で貴重な論稿を戴き、謝意を表する次第であるｏまた、琉球大学考古学研究会の

顧問である友寄英一郎教授には、資料分析における文献収集の便宜を計らっても

らい、萱た、沖寵国際大学考古学研究会・考古学研究室の諸兄からは資料分析に

おける御助言を戴v〕た。さらに、本書刊行に至る言でには、上記の方女の‘他にも

多くの方々 から多大震御支蓑を仰いでいる。記して感謝申しあげ童す○

なお、報告書刊行室で資掛整這り易を提供してv,ただいた県立博物館の館長外

間正幸氏はじめ職員各位に対し御礼を甲しあげ室･す○



今帰仁村文化財調査報告第ユ集

渡

発行

盲

調

仁浜

査報
原貝塚
告書〔Ｉ〕
ユ９７７年８月３０日
ユ９７７年８月皿日

今帰仁村教育委員会
沖縄県今帰仁村字仲宗根２８９
ＴＥＬ（０９８０５６）２６４７

編集 渡喜仁浜原貝塚調査団
代表新田重清

（蕊霊繍臓中ﾕーﾕ）

印刷 平山印届リ
沖縄県那覇市字寄宮型４
ＴＥＬ（０９８８）３２０ユワヮ

印刷
発行


	表紙

	序

	図版

	渡喜仁浜原貝塚調査報告書

	例言

	本文目次

	第１章　渡喜仁浜原貝塚の位置

	１．地理的環境

	２．歴史的環境


	第２章　渡喜仁浜原貝塚の調査経過

	１．調査体制

	２．調査にいたるまでの経過

	３．調査の目的および方法

	４．調査の成果


	第３章　渡喜仁浜原貝塚の食料残滓

	１．獣類遺存体

	２．鳥類遺存体

	３．海獣類・甲殻類遺存体

	４．魚類遺存体

	５．貝類遺存体

	６．植物遺存体

	７．渡喜仁浜原貝塚周辺の海況

	８．食料残滓小結


	第４章　渡喜仁浜原貝塚の土器

	１．前期系・中期系土器について

	２．後期系土器について

	３．移入土器について

	４．土器小結


	第５章　渡喜仁浜原貝塚の石器・石製品

	１．石斧状石器類

	２．擦石類

	３．敲石類

	４．石うす類

	５．その他の石器・石製品

	６．石器小結


	第６章　渡喜仁浜原貝塚の貝製品・骨製品

	１．貝製品

	２．骨製品


	第７章　収束

	追記


	付章　渡喜仁浜原貝塚の 特殊遺物

	－地域と文化財－


	図版目次

	図版１

	図版２

	図版３

	図版４

	図版５

	図版６

	図版７

	図版８

	図版９

	図版１０

	図版１１

	図版１２

	図版１３

	図版１４

	図版１５

	図版１６

	図版１７

	図版１８

	図版１９

	図版２０

	図版２１

	図版２２

	図版２３

	図版２４

	図版２５

	図版２６

	図版２７

	図版２８

	図版２９

	図版３０

	図版３１

	図版３２

	図版３３

	図版３４

	図版３５

	図版３６

	図版３７

	図版３８

	図版３９


	挿図目次 
	図１

	図２

	図３

	図４

	図５

	図６

	図７

	図８

	図９・１０

	図１１

	図１２

	図１３

	図１４

	図１５

	図１６

	図１７

	図１８

	図１９

	図２０

	図２１

	図２２

	図２３

	図２４

	図２５

	図２６

	図２７

	図２８

	図２９

	図３０

	図３１

	図３２

	図３３

	図３４

	図３５

	図３６


	挿表 目次

	表１

	表２

	表３

	表４

	表５

	表６・７

	表７・８

	表９

	表１０

	表１１

	表１２

	表１３－
①・② 
	表１３－③

	表１３－④ 
	表１４

	表１５

	表１６

	表１７

	表１８

	表１９

	表２０

	表２１－２２

	表２３

	表２４

	表２５

	表２６

	表２７

	表２８

	表２９

	表３０

	表３１－３２

	表３３－３４－３５

	表３６

	表３７

	表３８

	表３９

	表４０

	表４１

	表４２

	表４３

	表４４

	表４５

	表４６

	表４７

	表４８





